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本日の騎士ミロク４
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高階聖人





本日のメニュー









１　緑の月二十七日　花と修しゆ羅らに会い


２　緑の月二十七日　眠る鳥すら起こし


３　緑の月二十八日　死の風に逆らい


４　緑の月二十八日　月光を浴びて


エピローグ





　あとがき
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１　緑の月二十七日　花と修しゆ羅らに会い




　発：ベト神聖国軍


　題：緊きん急きゆう事態発生





　本日、不ふ審しん者が王宮内に侵しん入にゆう。


　国王ならびに最高司祭はオウガン帝てい国こく軍の攻こう撃げきと断定。


　ベト神聖国軍の戦士は、至急王宮に集結し、これを排はい除じよせよ。





　以下に敵の特とく徴ちようを記す──





　　　　　　　＊





　ルテア大陸南西に位置するベト神聖国は、昔は荒こう野やと砂さ漠ばくのみの涸かれた大地だったという。作物の育たない土地で生き抜くために、ベトの民たみは魔ま法ほうを編み出した。死んだ大地を蘇よみがえらせる魔法である。


　その結果、草木一本も生えないと言われていたベトの大地は、今ではどこを見回しても緑で溢あふれている。森は広がり、作物は実り、人々の生活は豊かになった。


　そんな経歴があるベト神聖国の民は、普ふ段だんから自然に囲まれているせいか、はたまた治ち癒ゆ魔法を主とする職業が多いせいか、総じて落ち着いているという印象を受ける。実際、ベトの民は争いを好まず、しかし臆おく病びようではなく、冷静に物事を見る目が備わっている。


　そんな温厚で冷静なベトの民を初対面で慌あわてさせるミロクは、ある意味においては天才かもしれない。


「う、動くな！　武器を捨てて両手を上げろ！」


　ベト神聖国首都バイディール市の中心、すなわちベトの中心。白く輝かがやく王宮を取り囲む城じよう壁へきの門前で、小さな戦争が起きていた。


　数にして数十の衛兵たちが、ミロクを取り囲んでいる。


「ちょ、ちょっと待ってください！」


　手を上げながら弁解するミロク。


　長旅のせいか、茶色のくせ毛やジルサニア騎き士し団の制服は、ひどく汚よごれていた。おそらくベトの空に舞まう砂が、高速移動で付着したものと思われる。


　しかし長旅といっても、わずか鐘かね四つ（約四時間）ほどしかかからなかった。たったそれだけで歩きなら四日、馬でも二日かかる距きよ離りを進んだのだ。


　その理由は、彼が乗ってきた乗り物にある。


　世界最強にして世界最速の生物、竜りゆうである。


　人間三人分ほどの大きさの体たい軀くに、薄うす茶ちや色いろの鱗うろこ。巨きよ大だいな翼つばさが緩かん慢まんに羽ばたく度たびに風が巻き起こり、鉤かぎ爪づめは大地をしっかりと嚙かんでいる。


　そんな生物を操あやつることができるのは、ルテア大陸の嫌きらわれ者もの、オウガン帝国だけの秘技であった。


　陰いん謀ぼうによってルテア大陸六国家を内部から支配しようとしている──二ふた月つきほど前から、そんな話がまことしやかに囁ささやかれ、全すべての国ではオウガン帝国に対する警けい戒かい態勢が敷しかれていた。


　そのオウガンを象しよう徴ちようする竜に乗って他国を訪おとずれるというのは、どういうことか。


　つまり、こういうことである。


「いいから竜から降りろ！　降りて地面に伏ふせろ！」


「だ、だから俺はオウガンの手先じゃないんです！」


　必死に弁解するミロクにつきつけられる、数十の槍やり。


　ベト王宮に所属する警備兵が、城門にどんどん集まってくる。薄い緑色の鎧よろいを着用しており、頭にはターバンと呼ばれる布を巻いた、他国から見れば奇き妙みような格好である。


「ウソつけ！　オ、オウガン人じゃなければ、なんで竜に乗れるんだ!?」


「そうだ！　大方、オウガンから我が国を調べに来た密みつ偵ていだろう！」


「違ちがいますってば！　俺はジルサニアから来た、騎士です！」


　騎士団の制服を強調しながら、竜から降りるミロク。


「ジルサニア……なんで、ジルサニア騎士が……？」


　もうそれだけでベトの衛兵たちが一歩下がるくらい怯おびえている。


　不明な点が多すぎて、どれが自分たちに害をなすものなのか分からない。だからあらゆる点に警戒しているのである。


「だ、だいたい、その後ろの箱はなんだ!?　棺ひつぎか？　なんでそんなもの!?」


　ひとりの衛兵が竜に乗せた棺を槍で示す。


「あ、こ、これは患かん者じやです！　俺たち、この人を治してもらいに来たんですよ！」


　ここに来た主目的を話すミロク。


　やましいところは何一つなかった。同どう僚りようであるトーラットが先日大ケガを負ったので、大陸最高の治癒魔法をかけてもらいにやってきたのだ。本当にそれだけの理由で、他意はなかったのに。


「ほ、ほら、これ！」


　竜の背中に載のった棺を指すミロク。この中には魔法で冷れい凍とうされたトーラットが入っている。命が危ない状態だと言われているが、このままだと先にミロクの方が死ぬ。


「それ、本当に棺か!?」


「中に武器とか爆ばく発はつ物ぶつがあるんじゃないか!?」


　槍の包ほう囲い網もうがさらに狭せばまった。


　最初はじりじりと下がっていく衛兵たちだったが、徐じよ々じよに目が殺気立ってきている。なにを喋しやべっても疑われてしまう状じよう況きようだ。


「ほらみろ！　だから竜はどっかに隠かくせって言ったんだバカ！」


　ミロクの頭をニンジンで叩たたく一いつ匹ぴきのウサギ。


「んなこと言ったって隊長、停とめるところなんかないですよ！　すぐにトーラットを診みてもらわなくちゃいけないのに！」


「だからって、ここで押し問答してりゃ、時間の無む駄だだろーが！」


　ミロクが所属する赤あか目め隊の隊長、ビスマルク。ニンジンを振ふり回して怒ど鳴なりつけるが、ミロクは今、説教を受けている場合ではないのだ。


「うわっ！　ウサギが出たぞ！」


　ベトの衛兵たちが驚おどろき、さらに人が集まってくる。もう衛兵の数は五十を超こえたのではなかろうか。これだけ集まればオウガンの竜りゆう騎き兵へいひとりくらいなら倒たおせそうなのだが。


「オウガンの魔法は〝使役フアツシネイシヨン〟だったな……あのウサギもそうじゃないのか？」


「だとすると、あの小こ僧ぞう、やっぱり！」


「だーかーらー！　俺はジルサニアの騎士なんですってば！」


　制服を指さしながら、何度も叫さけぶミロク。


「じゃあなんでジルサニアの騎士が竜に乗って来てんだよ！」


「そ、それは、俺がオウガンの出身だからで──」


「オウガン人じゃないか、やっぱり！」


「そうじゃなくて、生まれはオウガンだけど、今はジルサニア騎士なんです！」


　なんだか弁解すればするほど疑われるような気がしてきた。


　と、そこであるものを預かっていたのを思い出す。


「そ、そうだ！　これ！　みなさん、これ見てください！」


　懐ふところから取り出し、高く掲かかげたのは一通の手紙。


「これ、ジェルメーヌ姫ひめからの書状です！　これを誰だれか偉えらい人に見せてください！　そうすれば俺たちの潔白が証明できるはずです！」


　もう安心だ。これさえあれば、疑いは晴れるだろう。


　ミロクはそう思っていたのだが、


「バカ、このタイミングで出すヤツがあるか……！」


　舌打ちするビスマルクに、ミロクは首を傾かしげる。


　案の定、衛兵たちは動きを止めて書状を見ている。誰一人として信じる者はなく、かといって真っ向からウソだと否定もできない。


　五十人ほどの衛兵が、揃そろって混乱していた。


「おい、あれ……」


「いやだけどそんな……」


「けど、俺たちで判断……」


「どうするんだ……？」


　ざわめきが大きくなる城門前。


　ミロクは書状を掲げる手を引っ込めて、変わっていく周囲の状況に焦あせり出す。火に油を注いでしまったことに、ようやく気づいたようだ。


「……隊長、出直します？」


「もう遅おそい。ここで逃にげたら、ますます疑われるぞ」


　苦りきった顔のビスマルク。口の上手うまい彼でも、この状況は打破できないようだ。


　そんな時、重い音が地面を揺ゆらした。


「ん？」


　断続的に響ひびく音は、城門が開く音だった。巨大な観かん音のん開きの門そのものではなく、横にある通用口が開いた音である。どうやら通用口も何らかの大がかりな仕し掛かけで開くようになっているらしい。


　小さな通用口から現れたのは、ひとりの若者。


　衛兵たちのようにターバンを身につけてはおらず、短い黒くろ髪かみが太陽に反射して輝いている。


　肌はだは他ほかの者と同じように浅黒く、顔立ちは精せい悍かんで目つきは鋭するどい。おそらく十六歳のミロクとそう年ねん齢れいは変わらないはず。


　鎧ではなく、白い絹の服のみを着ており、所々に薄うす緑みどりの刺し繡しゆうが施ほどこされている。


　そしてなにより、どんな衣い装しようよりも強きよう烈れつなその殺気。


　腰こしに曲刀シミターを帯びたその男の全身から、戦士の風格が漂ただよっている。


　同時に、彼が現れた時の衛兵たちの反応も、その実力を物語っていた。


「おお、ヴィジャ！」


「ヴィジャが来てくれた！　よかった！」


　心から安あん堵どして、ヴィジャと呼ばれた青年に道を空ける衛兵たち。


「だいたいの事情は分かった。下がっていてくれ」


　片手を挙げて衛兵たちを制しつつ、空けてくれた道を歩くヴィジャ。


　おもむろに近づいてくるヴィジャを見て、ミロクも安堵する。冷静な彼ならば、こちらの話を聞いてくれるのではないかと思ったのだ。


「あ、あの、俺たち──」


　ところがヴィジャはいきなり剣けんを抜いた。


「構えろ、騎士とやら」


　歩きながら切っ先をこちらに向ける。まったくブレていない。


　最初は緩慢だった歩き方も、今はもうすり足になっている。ただ近づくのではなく、こちらの様子を窺うかがいながら間合いを詰つめようとしている。


「ま、待ってください！　俺たちは危害を加えるつもりなんかありません！」
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「ジルサニア騎士は剣を尊ぶ者たちだ。ならば剣に訊くのが一番早い」


「そ、そんな無茶な！」


「無茶かどうか、お前の腕うでに訊け」


　ヴィジャの姿がかき消えた。


　殺気が形になって命を刈かり取とる前に、ミロクは胸のスロットからニンジンを取り出し、首のアミュレットを巻き付ける。もうこの動作も身体からだが覚えてしまった。


　曲刀とニンジンがぶつかった。


　逆手に持ったニンジンは、ヴィジャの曲刀の軌き道どうをわずかにそらし、同時に背後に回り込もうとする。


　が、ミロクが動くより早く、ヴィジャの剣が横に振られる。


「くっ！」


　上に跳はね上げるような形で曲刀を弾はじく。


　まともにニンジンで受けると、さすがに真っ二つにされてしまう。だからミロクはニンジンで相手の攻こう撃げきを捌さばきつつ、有利な体勢に持ち込む戦いかたを覚えてきた。


　しかしヴィジャの攻撃は、強かった。


「ふんっ！」


「うおおっ！」


　上から振り下ろされる曲刀は、軽く弾いただけでミロクの手を痺しびれさせる。そこからもう一度斬きられた時、とうとうミロクはニンジンを持っていられなくなり、距きよ離りを取ることにした。


「おおおお、さすがヴィジャ！　我がベトの守り手！」


　ミロクが離はなれたことにより、衛兵たちが歓かん声せいを上げる。


「いててて……」


　ニンジンを持った手が痛い。痺れていた。


　あのヴィジャという男の剣、技術や目も一流以上だが、なにより重い。


　なぜ重いのかは簡単な理り屈くつで、思い切り振っているからである。


　普ふ通つう、あそこまで全力で剣は振れない。避よけられたら反撃されるからだ。だから次の行動も見み据すえて剣を使う。


　しかしヴィジャは、まるで避けられることなど考えていないかのように剣を使う。


　あれでは、もしミロクが短剣の一本でも手にしていたら簡単に決着がついてしまう。


　ニンジンだから舐なめているのか。いや、だとしたらニンジンごと切きり裂さくような剣を使うはず。あれは撃うち合う前から、ミロクのニンジンが「武器」だと悟さとっている戦い方だ。


「どうした騎き士し。もう疲つかれたか？」


「すでに色んな意味で疲れてるよ……！」


　曲刀がまっすぐミロクの方を向く。


　対するミロクはニンジンを引き、胸の前で構える。


　相手は超ちよう一いち流りゆうの使い手。まだ数合も打ち合っていないが、おそらく技量はミロクと同等かそれ以上と見た。


　加えて、あの弱点をさらけ出してまで振り下ろしてくる一撃。常に捨て身で、まるで命など惜おしくないかのような振る舞まい。


　と、なると結果は見えている。


　──技量が同じくらいなら、ニンジンで勝てるわけがないじゃないか！


　しかし相手は本気で、剣士としての礼節を持ってミロクに向かってきている。


　それから逃げるようでは、ジルサニア騎士の名折れだ。


「うおおおおおおおっ！」


　吠ほえるのはミロク流の戦い方だ。


　叫んだところで力が上がるわけがないと思う剣士もいるが、ミロクにとっての叫びは気持ちを高めるだけでなく、相手をひるませる、あるいはひるませる力を放出する行こう為いだと思っている。


　気持ちの上で優位に立つことは、勝機に繫つながる。


「だぁああああああああっ！」


　絶ぜつ叫きようしながらニンジンを構え、ヴィジャに向かっていく。


　今度はヴィジャが受ける番だ。


　彼はミロクのニンジンを曲刀の峰みねで受け止めた。それはもう、見えているかのようにあっさりと。


　受け止めた曲刀は、そのままミロクの腕に絡からめる。


「うっ！」


　気がつけば右腕を摑つかまれるほどにヴィジャが肉にく薄はくしていた。


　腕を摑まれ、捻ひねられ、そして倒された。


「ぐぁっ！」


　顔と胸の衝しよう撃げきと共に、土と草の匂においが鼻を刺し激げきする。


　立ち上がろうとするが、腕はヴィジャに捻られたままだ。


　そのヴィジャはミロクの耳元で、こう囁ささやく。


「抵てい抗こうするな。身体を痛めるぞ」


「え──」


　まるでミロクを気き遣づかうような言い方に顔を上げようとするが、頭も押さえつけられているため、顔も動かせなかった。


「うおおおおお！　さすがヴィジャ！　よくやった！」


「やっぱりヴィジャならやってくれると思ってたぞ！」


　衛兵たちから最上級の賛辞を浴びせられつつ、それでもヴィジャは落おち着つき払はらった態度でゆっくりミロクから離れる。


「拘こう束そくしてくれ。俺が尋じん問もんする。その竜りゆうと棺ひつぎも運んでくれ」


　曲刀を腰の鞘さやに戻もどすと、ヴィジャは一歩離れた場所からミロクを見下ろす。


　ようやく解放されたミロクは、起き上がる気にもなれず、そんなヴィジャを転がって見上げる。


「……負けた」


　久しぶりの敗北だった。


　だが、なぜかそれほど悔くやしくなかった。


　剣同士でやりあっていたら──とか、そういう言い訳ではない。


　このヴィジャという若者に多くの秘密がありそうな気がして、それを知りたくなったせいだ。


　剣のない右手を見る。


「ジュジュ、今いま頃ごろどうしてるかなー……」


　爽さわやかな植物の香かおりを孕はらむベトの風が、完敗したミロクの頰ほおを撫なでた。





　　　　　　　＊





　つい先日、ジルサニアでは納のう涼りよう騎き士し団祭りが行われた。


　国を挙げての大きな祭りだったが、反面、その運営をする騎士団は外敵に対する警備で緊きん張ちようした。


　ミロクが所属する赤目隊も同様で、第一王女ジェルメーヌの命を守るために奔ほん走そうした。


　結果として、反逆者の手から姫ひめを守ることには成功したが、代だい償しようとして仲間のトーラットが大ケガを負った。


　彼は赤目隊に、ひいてはジルサニアになくてはならない人物だ。絶対に殺したくない。


　そういう事情があって、ミロク一行はここベト神聖国まで来たわけだが──


「まぁ、だいたいそんなところだろうと思っていた」


　ベト王宮の一室に座るヴィジャが、そんなことを呟つぶやいた。身分は高そうなのに、ミロクとビスマルクのお茶を自ら給仕している。


　金の糸で刺繡された絨じゆう毯たんやタペストリー、それと部屋のどちらを向いても目に入る観葉植物が印象的だ。今ミロクが座っている椅い子すも、草で編んだものらしいが、そう思わせないほど弾だん力りよくに富んで座りやすい。


「知っててミロクをブチのめしたのかよ。性格わりーなー」


　嘆たん息そく混じりに葉巻の煙けむりを吐はき出すビスマルク。


　最初ミロクたちは縄なわで繫がれたまま、ここに連れてこられた。


　しかし現在は拘束を解かれ、それどころか普通に客人扱あつかいされている。これはどういうことだ。


「にしてもヴィジャよぉ、あそこまでやるこたなかったんじゃねーか？」


「いや、あれでいいんだ。そうでなければあの場は収まらなかった」


「……それもそうか」


　首を傾かしげるミロクをよそに、ビスマルクとヴィジャは何事もなかったように親しげに言葉を交かわしている。顔見知りだということは理解したが、他ほかはなにも分からない。


「あ、あの」


　黙だまっていても埒らちがあかないので、ミロクはおずおずと手を挙げる。


「ん」


　ヴィジャがこちらを見た。


　鷹たかのように鋭するどい目だが、敵意は籠こもっていない。


「どういうこと……ですか？」


「何がだ」


「ほとんど全部分からないことだらけなんですけど。いや、ベトの人たちが竜に怯おびえていたのは分かったんですけど、あと全部分かりません」


「ああ、簡単に言うと、お前たちと我が国の戦士、双そう方ほうを助けるためにやったことだ」


「…………？」


　ヴィジャの説明は簡単すぎていまいち伝わってこない。


「あそこまで混乱した戦士の気を鎮しずめるには、不ふ審しん者を不審者として拘束するしかなかった。ここで俺が出ていって『彼らは竜に乗ってやってきたが、実は敵ではない』と説明しても、より混乱するだけだ」


「何をしでかすか分からないヤツが来たら、何もしでかさない状態にしてから連れていくのが、一番手っ取り早いのさ」


　ヴィジャの説明をビスマルクが補足してくれた。


　つまりあそこまで怪あやしまれたのなら、ムリに誤解を解こうとせず、この場は「オウガンの手先」として捕つかまえ、危険がなくなったことをパッと見で証明してみせたのか。


「もちろん、後で戦士たちには真実を伝える。手て荒あらな真似まねをしてすまなかった」


　座ったまま頭を下げるヴィジャ。


「い、いえ、そんな」


「謝る必要はねーぞヴィジャ。元はと言えば、こいつの失態だ。ただでさえバカで口下手なのに、あんな誤解招きまくりの説明しやがって。もしもこれでヴィジャに勝ってたら、どーなってたと思うんだ」


「それは……ないです。ヴィジャさんにはどうやっても負けてましたよ」


　自分のミスもあってか、殊しゆ勝しような態度のミロク。


　そう、たとえ場を収めるためとはいえ、ヴィジャは本気だった。


　本気のヴィジャに本気で挑いどみ、負けた。それは事実だ。


　だからこそ、もう一度手合わせしたいという気持ちが湧わいてくる。今度はミロクも剣けんを持って、対等な条件で戦いたい。


「ミロクといったか。お前、目がギラギラしてるぞ」


　ヴィジャに痛いところを突つかれた。


「あ、す、すいません！」


「俺に負けたのが悔しいのか？」


　言いたいことをズバズバと言ってくるヴィジャ。先ほどの行為といい、まだるっこしいのは嫌きらいな性格のようだ。


「悔しいと言うか、もう一度やりたいというか」


　正直に言うなら、ヴィジャのあの強さの秘ひ訣けつを盗ぬすみたいとすら思っている。


「実は俺も似たようなことを考えている。ニンジンで俺とあそこまで渡わたり合える剣士は初めてだ。ジェルメーヌ姫は、面おも白しろい騎士をよこしたものだ」


　ここで初めてヴィジャが笑った。


　年は近いはずなのに、ヴィジャがやけに大人びて見える。こういう雰ふん囲い気きを持つ人は、ミロクが通っている学園の先せん輩ぱい騎き士しにひとりいる。あれはゴツい身体からだと十八には見えない老ふけ顔がおのせいだが、年配者の落ち着いた雰囲気はどちらも持っている。


「あ、そういえば、今ジェルメーヌ姫って」


　そもそもこのヴィジャという男は何者なのか、ミロクは知らない。


　あの衛兵たちの騒さわぎっぷりから察するに、かなり上の立場だと思うのだが。


「そうか。自己紹しよう介かいが遅おくれたな。俺はヴィジャ。ベト神聖国第一王女ミーヤー・ベト・トゥエータの護衛などをしている」


「ど、どうも。ミロク・シーレンです。同じくジェルメーヌ・ジルサニアの護衛などをしています」


　改めてみれば、似たような立場だった。


　しかしミロクはジルサニアでそこまで偉えらくはない。むしろ下したっ端ぱ中の下っ端である。


「ああ、だからビスマルク隊長とも面識があったんですね」


「昔からの親交だからな。世話になっている」


　少し疑問が解消できた。


　納なつ得とくしたところで、ヴィジャが淹いれてくれたお茶を飲む。ジルサニアの紅茶よりも甘い。砂糖を入れたわけではないのだが、これは葉の甘みだろうか。


　紅茶を飲んで、ふとトーラットのことを思い出した。


「そうだ、俺たちがここに来た理由」


　トーラットは大だい丈じよう夫ぶだろうか。


「ああ、それに関しては、少し待ってくれ」


　手を上げて制するヴィジャ。


　ちょうどその時、いいタイミングで応接室の扉とびらが開いた。


「お前たちは下がって良いぞ」


　侍じ女じよに命令して、ひとりで入ってきたのはヴィジャとそう年ねん齢れいの変わらない女性。


　ミロクも見たことがある。


　今しがたヴィジャが話していた王女だ。


　ミーヤー・ベト・トゥエータ。


　織物のようにサラサラの黒くろ髪かみ、艶つやのある小麦色の肌はだ、切れ長の瞳ひとみに厚い唇くちびる。


　上半身は薄うすい布で覆おおっているだけで、大きな胸と細い腰こしが露あらわになっている。反面、腰着は厚手のズボンで脚のラインが見えない。ティアラやピアス、腕うで輪わや服の装そう飾しよく品などのアクセサリーは全すべて金だった。


　美しい。


　清せい楚そで可か憐れんなジュジュとは違ちがう、妖よう艶えんで蠱こ惑わく的な美しさだ。


「久しいな、ビスマルク」


「よっ、お互たがいに元気そうだな」


　ミーヤーの存在を認めるとヴィジャは立ち上がり、ミーヤーを迎むかえる。ミーヤーはチラリとヴィジャを見ると、そのまま椅子に深々と腰こし掛かけて脚を組んだ。


「竜りゆうが現れたと聞いたから、何事かと思うたぞ」


　組んだ脚に肘ひじを載せ、頰ほお杖づえをつくミーヤー。


　だらしない格好だが、彼女がやると尊大に見えるから不思議だ。自然とミロクも萎い縮しゆくしてしまう。


「して、お主たちはジルサニアの騎き士しなのか？　それともオウガンの手先なのか？」


「誤解を招いたことに関しては、謝罪します」


　ミロクが頭を下げる。


「ですが見ての通り、我々はジルサニアの騎士です。赤目隊に所属しています」


「ほう、お主が赤目隊の新入りか。噂うわさには聞いているぞ」


　ミーヤーが薄く笑う。


「して、なぜジルサニアのお主が竜を扱えるのじゃ？」


「そ、それは、俺がオウガンの生まれだからです」


「生まれはオウガンなのに、ジルサニアの騎士なのか？」


「はい──それが、何か？」


「……ふむ」


　何か考えたかと思うと、ミーヤーはいきなり上体を伸のばし、ミロクに顔を近づけた。鼻先が当たるくらいの位置にミーヤーがいる。


「あ、あの！　ミーヤー王女!?」


　ネコが怪しい者を見るかのように、顔をミロクの周囲で動かしながら凝ぎよう視ししてくる。吐と息いきが首筋にかかって、こそばゆい。


　細い指でミロクの顎あごを持ち上げるミーヤー。


「ほぉ、ジェルメーヌが選んだ男は、このような面つら構がまえをしておるのか」


「ちょっ、顔近いです王女！」


「耳まで真っ赤じゃぞ？　フフフ、可愛かわいいのう」


「……ミーヤー」


　ヴィジャが小さく窘たしなめると、ミーヤーは椅子に戻もどる。


「ふむ。怪しい魔ま法ほうはかかっていないようじゃな」


「はぁ……」


　ミーヤーがミロクのどこを調べていたのかはよく分からないが、甘い香こう水すいの匂においのせいか未いまだに心臓がバクバクしていた。


「許せ。最近、オウガンの動きが活発でな」


「……はい」


　オウガン帝てい国こくは並び立つ者がいないほどの軍事力で有名だが、皇こう帝ていが代わってからというもの、奇き妙みような手段で他国にちょっかいを出すようになった。


　それは外から攻せめるのではなく、国の中心人物を操あやつり、内側から攻め入るという方法だ。


　どこから現れたのか不明な魔ま導どう士し集団が、国の重じゆう鎮ちんを言こと葉ば巧たくみにそそのかし、オウガンにとって有利な状じよう況きようを作り出す。


　間者ならまだしも暗殺者まで使ってくるので、ルテア大陸六国家はどこでも警けい戒かいを強めているのだ。


「やっぱり、ベトもオウガンが？」


「うむ。つい最近も騒ぎがあった」


「騒ぎ……？」


　するとミーヤーは立ち上がり、ドアの方へ歩き出す。それを見たヴィジャは影かげのように無言で彼女の背後に付き従う。


「時間が惜おしい。続きは歩きながらするとしようか」


　長い指を折って手招きするミーヤーは、有う無むを言わせぬ存在感があった。








　ベト王宮は、他国からすると奇妙な造りになっている。


　建築方法や内装は同じだ。どこをとっても一流の職人の手が施ほどこされた、偉い人物が住むのにふさわしい宮きゆう殿でんである。


　ではなにが違うのかというと、素材である。


　木造、とは少し違う。


　この宮殿自体が巨きよ大だいな樹木をくりぬいて造られているのだ。


　神話にも登場する「世界樹」と呼ばれる樹きで、秘ひめられた魔ま力りよくは文字通り世界を変えられるほど、という伝説である。


　この王宮に使われているのは、その世界樹の幹。すでに枯かれた樹をくりぬき、形を整え、人が住めるようにした、いわば洞どう窟くつのようなものだ。


　外観からは、そんなことは全然分からない。どう見ても石や木材を組み合わせて造った普ふ通つうの宮殿にしか見えない。


　普通はそんなことできない。いくら大きな木があろうと、それが木である以上人が住めば傷つくし、変形もする。火事にも弱い。


　そのあたりの弱点は、ベトが誇ほこる治ち癒ゆ魔法がクリアしたようだ。木そのものの生命力を高めることによって、ある程度は宮殿そのものが自己修復するのだという。これはジルサニアの付加魔法の使い手も驚おどろいているそうだ。


　そんなベト王宮の廊ろう下かを踏ふみしめながら、ミロクは眼前のヴィジャの背中と、彼が追っているミーヤーの背中を見る。特にミーヤーは薄うす着ぎのまま歩いているので、少し目のやり場に困る。


「先週のことじゃ。大臣の一人が謀む反ほんを企くわだてようとしたところを捕つかまった」


　唐とう突とつに、ミーヤーがそんなことを言った。


「謀反……ですか？」


「父上と妾わらわを殺す算段を考えておったそうじゃ」


　過去形で話せるのが幸いといったところか。


「……妾も子供の頃ころから世話になった、信しん頼らいの厚い男じゃった」


　目を伏ふせるミーヤー。彼女の気持ちは痛いほど分かる。


「その者を辿たどっていくと、やはりオウガンに行き着いた。おそらく手はこれで終わりではなかろう。また第二、第三の謀反が起きる可能性は充じゆう分ぶんにある」


　オウガンの魔の手が伸のびていたのは、ジルサニアやホラキアだけではなかったのだ。


　以前ホラキアで行った六国会談で、オウガンに気をつけようという結論が出たばかりなのに。


「そんなところに、竜に乗ってやって来たんだよオマエは」


　ビスマルクに笑われ、今いま更さらながら恥はずかしくなるミロク。


「まぁ、かえって分かりやすかったがな。普通、あの状況で竜に乗って来るオウガン人など、逆に怪あやしい」


　苦く笑しようするヴィジャに、ミロクの顔がもっと赤くなる。


　だが仕方のないことだったのだ。トーラットの命を助けるためには、一刻も早くベトの医者に診みせる必要があったから。


　本当なら、ここでこうして話している時間さえも惜しいとすら思っている。


　だが優ゆう秀しゆうな医者の力を借りるには、こうしてミーヤーやヴィジャの紹介がなければならない。今はベトに縋すがるしかないのだ。


「ここじゃ」


　ミーヤーが辿り着いたのは、先ほどミロクたちがいた応接室と大して変わらないドア。特別な部屋ではなさそうだ。


　ヴィジャが扉を開くと、中には複数のベッドが並んでいた。ベッドの側そばには、魔法に使うであろう触しよく媒ばいが置かれたサイドテーブルが。


　治ち療りよう室かと思ったのだが、それにしてはベッドがあまり使われていないようだ。六つ並んだベッドのうち、使われているのはひとつだけ。


　そのひとつだけのベッドを使っているのは、トーラットだった。


「トーラット！」


　ミーヤーたちがいるのにも拘かかわらず、ミロクは飛び出してトーラットに駆かけ寄よった。ヴィジャに捕まって以来、行ゆく方えが分からなくて心配だったのだ。


　死んだように眠ねむっており、まったく動いていない。呼吸もしていないのか、胸が上下しているようにも見えない。顔は蠟ろうのように真っ白だ。


「トーラット……」


　身体からだに触ふれようと手を伸ばす。


「触さわるな」


　背後から厳しい声がした。


　振ふり向むくと、すぐ後ろにミーヤーがいた。


「あ……」


「この者は爆ばく発はつの炎ほのおにやられたのじゃったな。今は魔法によって冷れい凍とうしてある故ゆえ、むやみに触れると凍こおった身体の組織が崩くずれる可能性がある。ただでさえ炎によって肌が爛ただれているのじゃ、患かん者じやを苦しめるでない」


「あ、あの、ミーヤー王女！」


　ミロクはミーヤーに頭を下げる。


「お願いします！　トーラットを助けてください！」


　大切な仲間が死にそうな時に、ミロクができることはこれくらいしかない。


　彼はジュジュを守った。赤目隊としての仕事を果たした。そんな男が死ぬべきではないのだ。


「…………」


　しかしミーヤーは首を傾かしげて考える。


「何か問題なんですか？」


「うむ……」


　トーラットを見て悲しそうな顔をするミーヤー。


「ミロクといったか。お主たちの期待に応こたえたいのは山々じゃ。我らベトの民たみは人を癒いやすことを誇りとする。傷ついた者がいれば、治すのが当然じゃ」


「じゃあ……！」


「じゃが、傷ついているのはこの者だけではない。このベト神聖国には、この者と同じような傷を負った者が大勢いる。もっと重い病にかかっている者もいる」


　ミロクにもミーヤーの言いたいことが分かった。


　客人だからといって、特とく別べつ扱あつかいはできないということだ。


「けど、このままじゃ命が危ないって」


「それも同じじゃ。命が危ない者も、大勢いる」


「じゃあ、治してくれないんですか!?」


　ベトまで来て、ミーヤーにも会えた。それなのに治療してくれないのか。


　異国の地でトーラットは死ぬのか。


「そんなミーヤーに、預かってきたモンがあるぜ」


　突とつ然ぜん、ミロクの肩かたに乗ってくるビスマルク。


　その手には手紙が握にぎられていた。城門前でミロクが見せようとした、ジュジュに渡わたされた手紙である。


「なんじゃ……？」


　便せんを受け取り、サッと中をのぞくミーヤー。


　手紙の一行目を読んで、顔色が変わった。


　それから一気に目線が下がる。どうやら手紙はたった数行しか書かれていないようだ。


　わずかな時間の、重い沈ちん黙もく。


　全すべてを読み終えたミーヤーは、手紙を投げ捨てると大きくため息を吐ついた。


　そして、


「も───────！　なんなのよアイツはー！」


　いきなりブチキレた。


　拳こぶしを振り上げて、天てん井じように向かって叫さけんでいる。


「いっつもそんなことばっか言って、挑ちよう発はつしてくるんだもん！　もーヤダ！　なによアイツ！　いっぺん全ての血管にジュース流し込んでやるんだから！　あーもー！」


　じたばたと暴れるミーヤー。


　その姿は先ほどの威い厳げんある王女とはかけ離はなれており、どこにでもいる普通の女の子の反応だった。


「ミーヤー、客人が見てるぞ」


　ヴィジャが前に出てミーヤーを制止するが、聞きやしない。


「ふざけんじゃないわよー！　あのバカ姫ひめ！」


「ミー！」


　ヴィジャの語調が強くなる。


　するとミーヤーはしょんぼりと肩を落とし、涙なみだ目めになる。


「……ふんだ。ヴィジャはすぐカッコつけたがるんだから」


「格好つけるのも仕事だ。それはミーも同じだろう」


「いいもん、どーせミロクだってジュジュの素すの性格知ってるんでしょ？」


「えっ」


　いきなり話を振られて、戸と惑まどうミロク。


「ま、まぁ、知ってます」


「ほらー！　だったら私の苦労だって知ってるでしょー？」


「それは、はぁ……大変ですよね、王女様って」


　だんだんと読めてきた。


　つまりミーヤーもジュジュのような性格なのだ。


　子供の時からの付き合いだと言っていたから、お互たがいの素の顔もよく知っているだろう。本当の意味で幼なじみなのである。だから手紙で挑発するのも、きっと日常のことなのだ。ミロクも妹のシェンランに対して、手紙で軽口くらい書いたりする。


「……あの、失礼ですが手紙、拝見してもいいですか？」


「見ればいいじゃん勝手に！」


　怒おこりながら捨てた手紙を蹴けってよこすミーヤー。足の風圧で少し浮ういたところをミロクがキャッチした。


「俺にも見せてくれ」


　ヴィジャが背後からのぞいてくる。


　ミロクは短い手紙の文面を音読した。


「えー……前略、親愛なるミーヤーへ。トーラットを治さなかった場合、オメーは火傷やけどすら治せないヤブ医者だってこと大陸中にバラすからな！　あと私が直接出向いて、オメーが大好きなカエルの大群をパンツの中に流し込んでやる！……草々」


　なんとまぁえげつないというか、子供のような文面だろう。


　それで本気で怒るミーヤーもミーヤーだ。


「カエル……お嫌きらいなんですか」


「大嫌いよ！　そのこと知ってるのヴィジャとジュジュだけなんだから！」


　そのくらい近しい仲だということは分かった。


　あと、キレ方も人それぞれだということも分かった。ジュジュだと暴力に走るが、ミーヤーの場合、泣きそうな顔で叫ぶ。


「カエルやだ……カエル……」


「大だい丈じよう夫ぶだミー。まだカエルは来ないから」


　うわごとのように呟つぶやくミーヤーを慰なぐさめるヴィジャ。慣れているのか、割とおざなりな態度で頭を撫なでている。


「あの……それで、トーラットのことは……」


「わかってるわようるさいなぁ！」


　ミロクは悪くないのに怒ど鳴なられた。


「こんなん、ツバでもつけとけば治るわよっ！」


　と、寝ねているトーラットにツバを吐はきかけるミーヤー。


「なっ──！」


　これにはミロクもカチンときた。


　王女といえども、やっていいことと悪いことがあるだろう。


「ちょっとアンタ！」


　ミーヤーの肩を摑つかむミロク。


「な、なによ……！」


「いくらなんでも、ケガ人に対して──」


「待て」


　そのミロクの肩を今度はヴィジャが摑んだ。


「見ろ」


　ヴィジャに言われて、トーラットに視線を戻もどす。


　すると微かすかな光が視界に入った。


　あれは──先ほどミーヤーが吐きかけたツバだ。それが光っている。いや違ちがう。ツバではない。ツバだと思っていたものが、いくつもの光の粒りゆう子しに分解され、トーラットの身体に染しみこんでいく。


　体内に染みこんだ光はやがてトーラットの身体全体を発光させた。


　淡あわい薄うす緑みどりの光が収まった時──


「んっ……」


　トーラットの眉まゆが動いた。


　白かった顔に赤みがさしている。


　それどころか、顔や首筋を覆おおっていた火傷の跡あとまで消えているではないか。これではケガを治療したというより、まったく元通りに作り直したような完かん璧ぺきさだ。


「ウソだろ!?」


　あらゆる傷とは、それこそ旧友のように長い付き合いのミロク。彼にはその凄すごさがよく分かる。人間の皮ひ膚ふの特性上、どうしても消えない傷は存在する。火傷もその一つだ。


「刀傷ならともかく、火傷まで……！」


　枕まくら元もとに座っていたビスマルクも驚きよう愕がくしている。


　それにトーラットが負ったのは火傷だけでない。爆ばく発はつで内臓も傷ついたし、骨も折れたと聞いている。


「あー……みなさん？」


　トーラットの目が開いた。


「お、起きた!?　ずっと意識がなかったのに!?」


「あいたたたた……なんか、身体からだがガチガチになってて痛いです」


　それでも上体を起こすトーラット。


　一いつ瞬しゆん前まで瀕ひん死しだったのに、もうそこまで回復しているのか。


「さっきまで凍こおってたから、仕方ないわよ」


　まだ怒った顔のミーヤー。


「あ、ミーヤー様じゃないですか。お久しぶりです。ずいぶんお綺き麗れいになられて」


　起きて早々ミーヤーを褒ほめるのは、トーラットの性しよう分ぶんだろう。女性に優やさしいのではなく、彼の礼れい儀ぎ正ただしさは身体に染みついているのだ。


「ここはベトの宮きゆう殿でん……そうか、ということは……わざわざベトまで連れて来ていただいたんですね。申し訳ないです」
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　一発で状じよう況きようを把は握あくしたのか、照れと感謝と罪悪感が混ざった顔をするトーラット。


「いたた」


　礼をすると、まだ身体が痛むらしい。トーラットはすぐに身体を横にした。そこにビスマルクが毛布をかける。


「あ、あの、ありがとうございました！」


　トーラットが治ったのを見て、深々と頭を下げるミロク。


「もういいわよ。けど、私が治したこと、誰だれにも言わないでよ」


「…………？」


　その理由が分からず、首を傾かしげるミロク。


「はぁーあ……ったく、もー……」


　愚ぐ痴ちを吐きながら部屋を出るミーヤー。扉とびらを開ける直前、よし、と呟いて胸を張る。また王女の姿に戻るために気合いを入れ直したのだろう。


　手紙を読んだ後の豹ひよう変へんぶりは、ジュジュを彷ほう彿ふつとさせる。だがその心はジュジュと違って少し精神年ねん齢れいが低くなるようだ。


「さて」


　ヴィジャはミーヤーについていかずに、トーラットの身体に触ふれる。


「もう命の危険はない。あとは凍った身体をほぐす必要がある。それは俺でもできる仕事だ。トーラットさん、うつ伏ぶせになれるか？」


「あ、はい。おねがいします」


　うつ伏せに寝たトーラットの背中をマッサージするヴィジャ。


　こうなるとミロクはやることがなくなるので、近くの椅い子すに座ってマッサージが終わるのを待つしかない。


「ふたりとも、今日はこの部屋に泊とまってくれ。来客用の部屋というわけではないが、トーラットさんの看病を頼たのみたい」


「おう、分かったぜ」


　ビスマルクもミロクの頭の上に乗っかって休む。


　寝しん室しつではなく病室といった趣おもむきの部屋だが、元気なトーラットと一いつ緒しよにいられるのだから問題ない。むしろ別室で寝ると心配だ。もっとも、ヴィジャのマッサージを受けて気持ちよさそうな声を出すトーラットを見る限り、余計な心配かもしれないが。


「……すまなかったな」


　トーラットの腕うでを揉もみながら、小さくヴィジャが呟く。


「何が……ですか？」


「ミーヤーのことだ。あれだけの治ち癒ゆ魔ま法ほうが使えるのに、トーラットさんを治すのを渋しぶっただろう」


　言われてミロクも思い出す。


　結果的にはトーラットを治してくれたのだから、それでいいと思っていたのだが。


「それは、でも、ミーヤー王女が言っていたじゃないですか。同じような患かん者じやが何人もいるのに、トーラットだけ贔屓ひいきはできないって」


「確かにそれもある」


　ヴィジャは強く頷うなずく。


「だが、それだけではない。ミーヤーの魔法を見たな？」


「……すごい力でしたね」


　正直な感想だ。それ以上に形容しようがない。


「その通り、ミーヤーの治癒魔法はベトでも一番だ。彼女は力を持つ資格があり、またその力を操あやつる才能がある。そんじょそこらの医者が束になっても治せない患者でも、ミーヤーが診みれば一発だ。死んでさえいなければ、誰だろうと治せる」


　淡たん々たんと語るヴィジャ。


　その口調は、それが良いことに繫つながらないと言いたそうだった。


「そのことは、国民には伏ふせてある」


「どうして……ですか？」


　そういえば部屋を出る時も、ミーヤーは他言無用だと言っていた。


　その力があれば、どんな人でも助けられそうなのに。


「ミーヤーひとりでは診きれないからだ。重じゆう症しよう患かん者じやは大勢いる。その全すべてがミーヤーを頼たよってきたら、この王宮はパンクしてしまう。もちろんミーヤーは誰も診ないわけではない。だが彼女の仕事はそれだけではないのだ」


「それって……」


　一瞬、考える。


　そして、どう考えてもヴィジャの発言が立派なことには聞こえないという結論に達する。


　治す力があるのに、それを行使しないのは、つまり今この瞬しゆん間かんにも助けられる命が失われているということだ。


　それは見殺しではないのか。


「ミロク。お前の考えはよく分かる」


　マッサージの手を止めて、ミロクに向き直るヴィジャ。


「個人が持った力は、その限界まで発揮しなければならない──そう思っているな？」


「……はい」


「それは個人でどうにかできる範はん囲いの話だ」


　ヴィジャの目にはなんの感情もこもっていない。怒いかりも、悲しみも。彼にとってはすでに答えが出ている話なのだ。


「魔法を使えば疲つかれる。魔法を使えば時間が過ぎる。それらは限りがあるものだ。限られた力と時間で、誰を救って誰を見捨てるのか選せん択たくをしなければならない。それはミーヤーの感情では決められないことだ」


　肝かん心じんのミーヤーが潰つぶれてしまっては、なんにもならない。ミーヤーの私情に任せて、国にとって大事な人を見捨てることもできないのか。


「贔屓ができないのではない。贔屓をしなければならないのだ」


　ここで言葉を句切って、ヴィジャはハッキリと告げた。





「この国では命に貴き賤せんがある。助けるべき命と、そうではない命が」





　先ほどのヴィジャの説明を聞かなければ、おそらく何らかの反論をしただろう。


　だけどミーヤーの気持ちをジュジュに当てはめると、どうしても言葉が出ない。


　身体と時間を限界まで使って、ジルサニア王国の民たみに笑え顔がおと声を届けるジュジュ。


　ジュジュの声を聞きたがる辺境の村の住民もいるだろう。しかしジルサニアは広い。ジュジュに会いたがる全ての村まで移動して講演を行うには、時間も手間もかかってしまう。


　それと同じことなのだ。


「トーラットさんを助けたのも、ジルサニアにとって必要な人物だからだ。でなければジェルメーヌ姫ひめがここまで運ばせる道理がない」


　トーラットは一流のゴーレム技師だ。もしも死なせたら赤目隊だけでなく、ジルサニアの武装ゴーレムを整備する魔ま導どう士し全てが困る。


　ここでトーラットを助けることは、ジュジュを見返すだけでなく、ジルサニア王国に貸しを作ることになる。オウガンに手を煩わずらわせている今、同盟国の力は欲しい。


「おいおいヴィジャよぉ」


　ビスマルクがケラケラと笑う。


「オメー、ミロクに謝ってたんじゃねーのか？　ミーヤーを庇かばいすぎだっつの」


「む……」


　ヴィジャの動きが止まる。


「まぁなぁ、そりゃオメーはミーヤーのことになると目の色変えて守ろうとするからな。気持ちは分かるが、もうちょっと抑おさえろや」


「そ、それは……すまない、俺は」


「隊長」


　なぜだかヴィジャを庇わなければならない気がして、ミロクはビスマルクの制服をつまみ、持ち上げた。


　ヴィジャはというと、何かミロクに言いたげな顔をして、しかしそのままトーラットのマッサージに戻もどってしまう。


　なんとなく、その表情で分かってしまった。


　彼とミーヤーがどういう関係なのか。


　わき上がる、強きよう烈れつな感情。


「あの、ちょっといいですか」


　この際、知りたかったことを尋たずねてみる。


「なんだ」


「ミーヤー王女とは、どういうご関係で？」


「さっきも言っただろう。俺はミーヤーの戦士だ。ミーヤーを守ることに命をかけ、文字通りこの身を捧ささげた」


　言葉は冷たく聞こえるが、自信に満ちている。


　そしてその言葉は、つい最近聞いたことがある。


　どこでかと言えば、ミロク自身の口からだ。


「……守れると、嬉うれしいですか？」


「ああ。自分の仕事も果たせて、ミーヤーの笑顔も見られる。至福の時だ」


「ミーヤー王女がブチキレた時、一番心を静める食べ物はなんですか？」


「ココナッツプディングだ。ジェルメーヌ姫は？」


「近所のパン屋で売ってるシュガーパンです」


「…………」


　ヴィジャと目が合う。


　お互たがい、同じことを考えたのだろう。


　この強烈な共感シンパシイ。


「苦労……してるんだな」


「……」


　頷き合うふたり。


　なぜだろう、赤目隊とは違ちがった意味で「仲間」ができた気がするのは。もうヴィジャが他人とは思えなくなった。


　同時に思い出すのは、我らが姫のこと。


　今いま頃ごろ、ジュジュは何をしているのだろうか。アーニィとフェリサが一緒にいるだろうから、誰だれかに襲おそわれる心配はないだろうが、それでも何かトラブルを起こさないか心配で仕方がない。


　だがトーラットをきちんと治してもらう使命がある以上、まずはそれをきっちりと完かん遂すいすることに専念しなければ。その仕事もほとんど終わったも同然だが。


「ああ、それからミロク。ちょっと訊ききたいんだが」


　マッサージをしながら、ヴィジャは尋ねる。


「なんですか？」


「お前確か、オウガン帝国のサ・ミロク・オウガン皇子だよな？」


「う……」


　やはりある程度の身分の人間にはバレるようだ。
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「別に咎とがめているわけではない。それでもお前はジルサニア騎き士しだと言い張っていたからな。あのジェルメーヌ姫の性格も考こう慮りよして、それだけの事情があったのだろう」


「……ミーヤー王女もわかってましたかね？」


「たぶんな」


　だからどうしたというわけでもなく、ヴィジャはトーラットの背中を淡々と揉もみ続けるのだった。





　　　　　　　＊





　ジェルメーヌ・ジルサニア。ジュジュという愛あい称しようで親しまれている彼女は昨日まで、それはもう働いた。納のう涼りよう騎士団祭りで開幕のスピーチから会場の視察、夜会の出席、式典のゲスト、それに加えて暗殺者の襲しゆう撃げきというオマケつき。


　それだけ働いたのだから、次の日くらいは休みたかった。


　実際、休むつもりだったのだが。


「んー……」


　このジルサニアで最も落ち着く場所、騎士団詰つめ所しよである「聖書バイブル」の地下。赤目隊に割わり振ふられた部屋の中で、ジュジュは椅い子すに座っていた。


　いつもならばトーラットが淹いれてくれたお茶を飲んでいるところだが、彼は今ベトで治ち療りようをしている。だから何も飲むものが無く、ぼーっと天てん井じようを見上げていた。たまに大通りで買ってきたパンをもそもそと食べている。


「ジュジュ。どしたの？」


　同じく椅子に座って昼食を食べていたアーニィ。


「後片付け……しねーとなぁ」


　呟つぶやくジュジュに、アーニィが首を傾かしげる。


「お祭りの後片付け？　だったら外で金きん童どう隊の人たちがやってるじゃん」


「そっちじゃねーよ」


　パンをちぎって口に入れ、ジュジュはまた考える。


　もふもふと咀そ嚼しやくしながらジュジュが思うのは、先日のこと。


「昨日、私が襲われた時さ──」


「うん」


「結局、捕つかまったのってひとりだけだったじゃん。いや、オウガンの暗殺者たちは大量に捕まえたけど」


「え、ちょっと待って、どういうこと？　なに、ひとりって？」


　話についていけずにジュジュを制止するアーニィ。


「ジルサニアの裏切りモンのことか？」


　ジュジュが言いたいことを答えてくれたのは、フェリサだった。椅子に逆向きに座り、背もたれに顎あごを乗せている。


「そう、それそれ」


　パンを飲み込み、ジュジュが指を立てる。


　休日だというのに、アーニィもフェリサも「聖書バイブル」にいるのは、朝からトーラットを運ぶミロクを見送ったためだ。


「思ったんだけどさー。あれだけの大おお騒さわぎを起こしておいて、ジルサニアの内通者がひとりだけとは思えねーんだよ。絶対あと何人かいるって」


「オラもそう思う」


　フェリサも肯こう定ていする。


「うーん……」


　しかしアーニィは首を傾げたまま。


「そりゃ、アイツひとりで全部やったわけじゃないと思うけど……でもさ、もう事件は終わったんだから、そう簡単に手出ししてこないんじゃない？」


「だからといって、放ほうってはおけねーよ。どんな手を使ってでも見つけ出して捕まえなきゃ、また似たような事件が起きるぜ」


「あー、後片付けって、そういう意味なのね」


　先ほどの言葉の意味を知り、納なつ得とくするアーニィ。


「んだども、どーやって調べる？」


「うん、そうだよ。捕まえるっていっても、その前に逃にげられちゃったら意味ないよ」


　もうすでに身の危険を感じて逃げているかもしれない。


　そうなった場合、その逃げ場所も探して追いかける必要がある。


「そりゃ簡単だ」


　ジュジュはあっさりと答えを示す。


「知ってるヤツに訊けばいい」








　ジルサニア王国で罪を犯おかすと、まず収容所へ入れられる。そこで騎士の取り調べを受けたり、場合によっては簡単な処しよ罰ばつを受けたりする。裁判が必要な場合は、また別の裁判所へ移動したりもする。懲ちよう役えき刑けいが確定した者は牢ろう獄ごくへ入れられ、救いようのない者は処しよ刑けい場に行くことになる。


　ところがジルサニア騎士団黒こく鎖さ隊が担当する、騎士団内部での犯罪については勝手が異なる。


　捕ほ縛ばくされた犯罪騎士は収容所ではなく「聖書」の地下にある専用の牢獄へ入れられる。これは国民から悪感情を隠いん蔽ぺいする意味もあるのだが、第一の理由は裁判と処罰が短時間で済むという点にある。


　騎士の犯罪は、一いつ般ぱん人じんのそれより遥はるかに重い。


　普ふ通つうの人が聞けば「そのくらいの軽いものに？」と思うような罪でも、場合によっては一生牢獄から出られなかったり、あるいは処刑人の得物の出番がくる。


　必要があれば拷ごう問もんもする。騎士団の汚お点てんを全て掃そう除じするために、ひとりの犯罪騎士から仲間の情報を喋しやべらせたりする。潔けつ癖ぺきな騎士団を作るためには、必要なことだ。


「……三度目だ、ここに入るの」


　ジュジュが開けるのは、「聖書」地下三階にある牢獄。


　付加魔ま法ほうによる光がなく、壁かべに挿ささった松明たいまつの灯あかりだけが頼たよりの、暗い石の部屋。鉄の牢ろうで仕切られた部屋の数は二十以上。実際に使用しているのは、その半分以下だ。ほとんどの罪人は、すぐにこの牢獄を出てしまう。


　汗あせと糞ふん尿にようで鼻が曲がりそうな臭においがする床ゆかを、ジュジュは大おお股またで歩く。本来なら牢番が付き添うのだが、内密の話があると言って強ごう引いんに人ひと払ばらいをさせた。


　その後ろを無言でついてくる、アーニィとフェリサ。


　やがて三人の女の子が辿り着いたのは、牢獄の端はし。


　ひとりの男が座っている部屋だった。


「よぉ」


　ジュジュが鉄の扉とびらを蹴けると、男は顔を上げる。


　顔は傷だらけで、血と泥どろで汚よごれている。血が付いた長い髪かみが顔に張り付いて気持ち悪そうだ。騎士団の制服は脱ぬがされ、今は茶色く汚れた服を着せられている。両手には拘こう束そく用の籠こ手てが嵌はめられていた。


　それなのに、男の目には生気が宿っている。


　まるで今の境きよう遇ぐうに絶望していないかのようだ。


「……やぁ、ジュジュ。元気？」


　彼──ディアートは笑え顔がおで手を振った。




２　緑の月二十七日　眠る鳥すら起こし




　ジェルメーヌの使者という立場にあるため、一応ベトではそれなりにもてなされた。


　国家ぐるみの賓ひん客かくというわけでもなく、かといってただの旅人でもない。言ってみれば仕事上の泊とまり客きやくといった程度だが。


　それでも内部事情を知るジルサニアからの客は、ベトがちょうど欲しかったもので、国王が会いたいと申し出た。ミーヤーやヴィジャの頼たのみもあって、ミロクとビスマルクは謁えつ見けんすることとなった。


　ベト国王は御おん年とし五十五歳で、いまだ活力に満ちた表情をしている。ベト人特有の濃こい色の肌はだに、立派な黒くろ髭ひげが威い厳げんを醸かもし出している。服装は薄うす緑みどりの簡素なものだったが、それが逆に誠実さを表している。


「お初にお目にかかる、ジルサニアの騎士たちよ」


　玉座から立ったままの姿勢で、ベト国王は笑いかけた。


　聞くところによると、国王は玉座には滅めつ多たなことでは座らないという。自らの健康さをアピールしているのだとか。


　謁見の間は、柱の代わりに樹木が立っていた。「聖書バイブル」の講堂ほどの広い空間なのでそこまで目立たないが、室内に広葉樹がズラリと並んでいる景色は、少し動どう揺ようしてしまう。それに樹木の内部にさらに木を生やすことについても、考えさせられる。


「はっ」


　玉座の前で膝ひざを突つくミロクとビスマルク。


　樹木のおかげなのか、はたまた薄緑の壁のせいか、謁見の間でも堅かた苦くるしいイメージはなく、ミロクもリラックスして国王に接することができた。


　それでもミロクが口を開く数は少ない。あくまでビスマルクの部下として控ひかえめに膝を突いた。


「この度たびは無理な願いをお聞き届けくださって、我ら一同心苦しい気持ちですが、それ以上にベトの寛かん容ようさと優やさしさに多大な感謝を伝えとうございます」


　口くち下べ手たなミロクではなく、一行の代表としてビスマルクが謝辞を述べた。


「ビスマルクか。相変わらずウサギなのだな」


　その口ぶりではベト国王もビスマルクに何度か会っている様子だ。


「残念だが、未いまだにウサギを人間にする魔法は開発されていないぞ」


「……ま、期待しちゃいませんけどね」


　態度をコロッと変えて苦く笑しようするビスマルク。


「だが、その傷は感心せぬ」


「え？」


　思わず顔を上げてしまうミロク。


　国王がおもむろに近づいてきて、ビスマルクの側そばに屈かがんだ。


「あ──」


　手のひらをビスマルクの胸あたりに向けると、そこから淡あわい緑色の光が放射され、小さな身体からだ全体を包み込む。魔法で何かを癒いやしているのは理解したが、ビスマルクのどこに傷があったのかミロクは知らない。


「うむ、これで良い」


「ありがとうございます」


　また苦笑して、ビスマルクが頭こうべを垂れる。


「傷、どこにあったんですか？」


　見た目は何も変わっていないように見える。だからミロクは思いきって尋たずねてみた。


「見える外傷ではない。これは魔法傷だな」


　ベト国王が説明してくれる。


「隊長、魔法傷受けてたんですか？」


「昨日、少しな」


　魔法によって生じる傷でも、普通は目に見えることがほとんどだ。体内に残る傷でも、特に優すぐれた魔ま導どう士しならば割とすぐに発見できるという。


「でも、ミーヤー王女は見つけられなかったな」


　軽く言ってしまうビスマルクだが、国王の前でよくそんなことが言えるものだ。


　しかし国王は気を悪くしたりせず、


「傷と呼べるほどの痕こん跡せきではないからな。前回会った時に比べて、ビスマルクの挙動がおかしかったから、注意深く見てみただけだ。ミーヤーにはわからないだろう」


「……恐おそれながら、どうしてミーヤー王女にはわからないのですか？」


　今度はミロクが尋ねる。顔を見られないように、頭を垂れたまま。


「あやつは戦いに慣れていない。魔法同士の戦いは、外傷以外にも傷を残す。たとえばエルガンディアの循じゆん環かん魔法などは、体外も体内もまるで変化がないのに、人を癒したり殺したりする。魔力そのものの流れを変えるからだ」


「では、隊長が受けたのも……」


「同じくエルガンディアの放出魔法だな。しかし普通の放出魔法であれば、火傷やけどなり負うのが普通なのだが……おそらく外傷を残さないよう、暗殺用に改良されたものか」


　そんなものを、ビスマルクはいつくらったのか。


　ミロクには話してくれなかった。


　ビスマルクを見ると、仕方ないと言わんばかりに立ち上がる。もともと小さいので、立っても膝を突いているミロクより小さい。


「ええ、オウガンの魔導士にやられましたよ」


「やはりな」


　得心したように頷うなずく国王。


「ミーヤーが治したというジルサニア騎き士しも、オウガンにやられたのだったな」


「ええ」


　正確にはオウガンに寝ね返がえったジルサニア人の仕し業わざなのだが、あえて訂てい正せいするほどのことでもない。


　国王は辛つらそうに頭を抱かかえると、大きくため息をつく。


「我がベト神聖国もオウガンの奸かん計けいに手をこまねいている最中なのだ。信しん頼らいできる者に裏切られ、予想もしなかった場所から命を狙ねらう矢が飛んでくる」


「心中、お察しします」


　ビスマルクの言葉に、ベト国王が頷く。


「だからといって、嘆なげいてばかりはおられぬ。対策を練りたい」


「そこで我々が呼ばれたのですね」


　ミロクも分かった。


「うむ。オウガンの──ビスマルクを襲おそった魔導士も含ふくめて、情報が欲しい。もちろん我が国も提供は惜おしまぬ。ジルサニアとベト、ひいてはオウガンに対たい抗こうする意志のある国全てで情報交こう換かんをすべきだ」


「──はい」


　ミロクの心臓が鳴る。


　オウガン帝てい国こくを離はなれて、やりたかったこと。


　それが実現しつつある。


　いや、ミロクが動かなくとも、大陸中がオウガンと戦うために剣けんを取ってくれるかもしれない。そうなれば死んだ兄や、本国で戦っているシェンランに報むくいることができる。


「わ、私も尽じん力りよくいたします！」


　思わず顔を上げて叫さけんでしまった。


「うむ、よろしく頼むぞ」


　国王と目が合い、強く頷いてもらった。


　それだけでミロクの気持ちが昂たかぶる。


　このまま他の国にも竜りゆうで飛んで行こうかと思うくらい昂こう揚ようした気分だったが、


「しかし、なんだな」


　ベト国王がふと呟つぶやく。


「ミロクと言ったな。今気づいたのだが、お主、どこかで見たような──それと、その声はもしや──」


「あーっと、国王」


　遮さえぎるように手を出すビスマルク。


「こいつについて色々思うところはあると思うが、目をつぶってやってくれないだろうか。けして悪い奴やつじゃねーんだ」


「──ほう」


　返事はしてみたが、色々なことを問うている目の国王。


「こいつはジルサニアの騎士で、俺の部下だ。ジュジュのお墨すみ付つきだ。だから信用してくれ。これ以上、変な騒さわぎを起こされたくない」


「他ほかの者ならともかく、ビスマルクの言うことなら信じるしかないな。あいわかった、その者については忘れよう」


「恐きよう縮しゆくにございます、国王様」


　わざとらしく恭うやうやしいお辞じ儀ぎをするビスマルク。


「……」


　出自について不問にしてもらったことは感謝すべきなのだろうが、そうさせたビスマルクは一体何者なのか、ミロクは気になって仕方がなかった。


　気になると言えば、彼の出自の方がよっぽど謎なぞなのだ。








　謁見の後、ミーヤーとヴィジャを交えて夕食をとることになった。


　簡素な内装の代わりに、壁かべ一面に花が飾かざられている部屋だった。壁から直接枝が生えている箇か所しよもあり、まるで森の中にいるかのようだった。


「ベトでは植物の扱あつかいが、そのまま礼れい儀ぎに繫つながる。昔から『花一輪も育てられない』という侮ぶ蔑べつの言葉があるからな」


　ヴィジャの説明に、ミロクは深く頷く。


「守れる命は、守るってことか」


「ああ。植物も人間も同じだ。命を育てるには情に流されない確かな目と、大切なものを慈いつくしむ愛情の両方が必要になるからな」


　丁てい寧ねいに説明しながら、隣となりで薄うすいパンのようなものを食べているミーヤーのテーブルを拭ふくヴィジャ。ミーヤーが何かこぼす度たびに、ヴィジャが掃そう除じしているのだ。


「あー、ありがとヴィジャ」


　ニコニコしながらスープを飲むミーヤー。


　さすがに食事中は面めん紗さを取っているが、それだけではなくアクセサリ類も全すべて外していた。理由を訊くと、金が多く含まれているので非常に重いのだという。


「ったく、客人の前でだらしない真似まねをするな」


「え～、だって、久しぶりに飾らずにごはん食べられるんだもーん」


　彼女の言葉に噓うそはないらしく、本当に嬉うれしそうに食事をしていた。


　いつもは国王や家臣たちの前で、かしこまった晩ばん餐さんを開いているのだろう。テーブルマナーも気にせず、食べたいものをいくらでも食べられる今日の夕食は、それ自体がミーヤーにとってごちそうなのだ。


「ジュジュも一いつ緒しよが良かったなぁ」


「明日あした、来ますよ？」


　屈くつ託たくのない笑え顔がおで微ほほ笑えまれ、少し照れるミロク。


「けどミーヤー王女、ジュジュとは仲悪いと仰おつしやってませんでしたか？」


「悪いよー」


　あっさりと答えるミーヤー。


「でもさ、子供の時から一緒だし。こうやって気楽にごはん食べられる仲だし」


　それは仲が悪いとは言えないのではないか。


　腐くされ縁えん、というやつか。


「騒がしいのがお嫌きらいでなければ、明日ジュジュも同席してくれるでしょう」


「そっか。ならまたみんなでごはん食べられるね！」


「ええ、だから安心してください」


「ミロクもまた来ていいからねー。あ、今度はふたりきりでごはん食べようか」


「ゴフッ！」


　世間話の如ごとくとんでもないことを言い出すミーヤーに、スープを喉のどに詰つまらせるミロク。咽むせながら水を飲み、落ち着きと気道を取とり戻もどそうとする。


「な、なに言ってるんですかミーヤー王女」


「えー、だって可愛かわいいもんミロク」


「ですから、そのようなお戯たわむれを、その」


　どうしてこの姫ひめはミロクにこんな冗じよう談だんを言うのか、まったく理解できない。ビスマルクならこういう時、上手うまい切り返し方を心得ているのだろうが、本人は酒を飲んで笑っているばかりだ。ウサギに酒って大だい丈じよう夫ぶなのか。


「ミロクは、今付き合ってる子とかいるの？」


「いえ、そのような人は……」


「じゃあさ、ジルサニアの女の子ってどういう──」


「こらミーヤー。はしゃぎすぎだ」


　とうとうヴィジャが助け船を出してくれた。


「ミロクが困っているじゃないか。あまりふざけるものではない」


「なによ、ヴィジャには関係ないじゃん」


「関係の問題じゃないだろう」


　文句を言い合いながらも、ヴィジャの口調は柔やわらかい。悪口の応おう酬しゆうを楽しんでいるふしがある。


　ミーヤーが元気に喋しやべっているのは、ヴィジャにとっても楽しいのだろう。


　ふたりの関係がよく分かる構図だ。


「あ、そういえばさ。念のために訊くけど、ミロクはケガしてなかった？」


「ケガ？　何のことです？」


「ヴィジャとやりあったじゃない。その時にケガしなかったかなって。私、ビスマルクの魔ま法ほう傷きずも見み逃のがしてたから、ちょっと気になって」


「それなら大丈夫です。ヴィジャはギリギリのところで止めてくれました」


　もう少し抵てい抗こうしていたら、骨の一本や二本は折られていたかもしれない。


　ヴィジャの拘こう束そくも絶ぜつ妙みようのタイミングだった。


「ミロクの武器がまともだったら、もう少し傷が増えていただろう。俺も手加減などできなかったからな」


「いや、剣を持ってもヴィジャに勝てたかどうか」


　本心だ。


　騎士団に入ってからというもの、強敵と渡わたり合う機会が増えた。技術や気き迫はくもそうだが、それ以上の概念でも強いと感じる者と戦うと、自分が研とぎ澄すまされていくような気持ちになる。


「ヴィジャの剣は、他の剣けん士しとは違ちがってた」


　色々な意味で恐おそろしい剣だった。


「……ミロクには、そう見えるのか」


　ヴィジャも興味深そうに尋たずねる。


「ああ。踏ふみ込こみが恐ろしく深かった。まるで斬きられても平気なんじゃないかと思えるくらい、命を投げ出してる。あの自信はどこから来るんだ？　どうやって見切ってるんだ？　ヴィジャは何か特とく殊しゆな訓練とか受けたのか？」


　あの重い一いち撃げきを思い出す。


　大きく振ふりかぶり、振り下ろす。スキとリスクだらけの戦い方で、ミロクは負けた。一度でもニンジンが入れば勝っていたかもしれないのに。


「別に自信があるわけでも、見切っているわけでもないぞ」


「え？」


「ただ単に、斬られても平気なだけだ」


　ヴィジャの答えは簡潔すぎて、ミロクも目を丸くする。


「服の中に鎖くさり帷子かたびらとか着て……なかったよな？」


「ああ。俺は斬られても死なないんだ」


　ヴィジャの隣でミーヤーがクスクスと笑っている。


「どんな傷を受けても、ミーヤーが治してくれる。たとえ首を落とされても、ミーヤーが瞬しゆん時じに治してくれるんだ」


　そんな馬ば鹿かな、と笑うことはできなかった。


　一瞬でトーラットを死の淵ふちから蘇よみがえらせたミーヤーなら可能だ。


「俺はミーヤーとある契約をした。だからミーヤーから離はなれていても、その魔ま力りよくはある方法によって俺の中に届く。だから死なない」


「ヴィジャはベトの戦士から〝不死アンデツド〟って呼ばれてるくらいだもんねー」


「なるほど……」


　死なないのであれば、死を恐れる必要はない。


　だからあんな踏み込みができたのだと、深く納なつ得とくするミロク。


「だったらミロクは勝てないってことか？」


　ビスマルクの質問には、ミロクもヴィジャも首を振る。


「勝ち負けの問題だったら、ミロクにも勝機はある」


「ええ。相手に負けを認めさせるだけなら、なんとか。殺し合いだったら絶対にムリですけどね」


　要は相手に「負けた」と思わせれば、勝ちだ。


　優すぐれた剣士にとって、生死はそれほど重要ではないのだ。


「だからミーヤーがいなければ、俺なんてただの凡ぼん人じんさ」


　自じ嘲ちようするヴィジャ。


「そんなことないっ！」


　それを即そく座ざに否定するミロク。


「ヴィジャは一流の使い手だ！　剣けんを交えた俺には分かる！」


　いきなり怒ど鳴なるミロクに、食しよく卓たくが静まりかえる。それに気づいたミロクは照れてしまい、モゴモゴと謝りながら俯うつむいてしまった。


　しばしの沈ちん黙もくの後、ミーヤーがクスクスと笑い、ビスマルクもヒッヒッヒッと意地の悪い笑い方をする。


　そんな中、ヴィジャだけはミロクの方を向いて、


「……ありがとう」


　苦笑ではなく、感謝の気持ちがこもった笑みを向けてくれた。


「ありがとうね、ミロク」


　なぜかミーヤーも礼を言う。


「ヴィジャが褒ほめられると、私も嬉しいよ」


「そういうものですか」


「うん！」


　果たしてミロクが誰だれかに褒められた時、ジュジュは喜んでくれるだろうか。


　仮に喜んでくれたとしても、今のミーヤーのような屈託のない笑顔は出せまい。よほどヴィジャに好意を持っていなければ作れない笑顔だ。


「いつもこんな感じなんですか？」


　隣のビスマルクに尋ねてみると、


「ああ。仲イイだろ。ヴィジャの家はな、代々ベトの戦士の家系だったんだが、ある時ミーヤーがヴィジャの父親に守られたことがあってな。それからは家ぐるみで仲良くなったんだわ」


「年の近い戦士がいなかったからな。子供の頃ころからミーヤーは俺を頼りっきりだった」


　補足するように呟つぶやくヴィジャ。


「頼りっきりじゃないよ～！」


　ミーヤーが抗こう議ぎするが、ヴィジャは鼻で笑う。


「だったらそろそろ自立してくれ。何かの仕事で俺がいない時は、どうするんだ？　周りには気き丈じように振る舞まっても、どんなポカをやらかすか、俺はいつも心配なんだ」


「むー……」


　怒おこるミーヤーだが、ヴィジャは涼すずしい顔のまま。


「ヴィジャ！　客人の前で失礼であろう！」


　王女の顔を取り繕つくろっても、


「ミー。まだ頰ほおにソースがついている」


「あ……」


　指し摘てきされて、頰を拭ぬぐいながらシュンとするミーヤー。


「……だいじょぶだもん。いつもは、ひとりでもちゃんとできるんだから」


　少したどたどしい口調で、ヴィジャを見るミーヤー。いつものやりとりなのだろう、ヴィジャは少しだけ微笑みつつ、彼女の視線を受け流している。


　だけどミロクは知っている。ミーヤーの仕事を誰よりも高く評価しているのもヴィジャなのだ。だからトーラットを治ち療りようした時も、庇かばうような発言をした。


「ふん」


　まだ怒っているミーヤーに、そんな彼の気持ちは伝わっているだろうか。





　　　　　　　＊





　あてがわれた寝しん室しつ──病室とも呼べる──に戻ると、トーラットが立っていた。


「やあ、おかえりなさい」


「トーラット！　もう起きても平気なのか？　寝ねてろよ！」


「や、本当に大丈夫なんです。ご心配おかけしました」


　心配するミロクに、トーラットは元気なことをアピールする。笑顔でストレッチをするトーラットは、本当に完治しているように見えた。


「さっき、そこの姿見で見てみたんですけど、火傷やけども全部消えてるんですよ」


　服の袖そでをまくって身体からだを見せる。火傷どころか、アザひとつ存在しない。


　ミーヤーの治ち癒ゆ魔ま法ほうの凄すごさは大陸一だ。神話で名も無き神が起こした奇き跡せきに近いものがある。これで死者も蘇そ生せいさせられたら、まさしく神様だ。


「すごいですねぇ、ベトの医い療りよう技術は」


　自分の肩かたを揉もみながら、トーラットが感心する。


「僕もゴーレム技師だから人体について勉強しているんですが、ヴィジャくんのマッサージも一級品でした。相当勉強しているんでしょうねえ」


「ヴィジャのはたぶん、ミーヤー王女を揉んでるからじゃないかな……」


　口に出してから、ミロクは考える。


　ミーヤーは治癒魔法の使い手なのだから、マッサージで筋肉をほぐす必要はないのではないか。そういう魔法も会得していても不思議ではないだろう。


　──いや、それでもきっとヴィジャに揉ませている。


　これから先ジルサニアの付加魔法が発達して、自ら歩かなくても良い時代が来たとしても、ジュジュがミロクにパシリをさせるという確信があるからだ。


「隣となりの国だってのに、どうしてこうも違うのかねぇ。長年生きてるが、不思議だぜ」


　窓まど際ぎわで葉巻を吸っているビスマルク。


　王宮の外がよく見える。日は落ちて暗いが、城下町の灯あかりで宝石のように輝かがやいていた。あそこに並ぶ白い家並みは、最初石造りなのかと思ったが、実は全て木造らしい。なんでも石より固い木材を使っているのだという。


　ホラキアに遠えん征せいした時も感じたが、それぞれの国が魔法を行使して住みやすい環かん境きようを作ってきた歴史は、非常に面おも白しろい。おそらくこの家を形作る木材を育てるのにも、治癒魔法が応用されているのだろう。


「あ、そういえば、どうでした？　国王様とか」


　トーラットが振り返る。


「おう、なんとかなりそうだ。オウガンに関しては、ジルサニアだけじゃなく他国とも協力して情報交こう換かんするってさ」


「討とう伐ばつする、と言わないところがベトらしいですね」


「仕方ねぇよ。軍を派は遣けんできる距きよ離りじゃねーし、うかつに国を空けたら魔導士たちの餌え食じきになるかもしれねぇし」


　今まではオウガンの脅きよう威いと言えば、竜りゆう騎き兵へいの機動力だった。


　だが最近では魔導士による内部工作の方が目立ってきている。


　内部工作というのは目立ってはいけないものなのだが、それはミロクたちが暴あばかなければ、彼らは現在も暗あん躍やくしていたかもしれない。その結果、潰つぶれる国もあったかもしれない。


　少なくともジルサニアとホラキアに関しては、魔導士を退けたと言っていい。ベトはどうか、まだ分からない。現在進行形で魔導士が動いている可能性もある。


「……魔導士、か」


　ベッドに腰こし掛かけ、ミロクが呟く。


　魔導士には心当たりがありすぎる。


　ミロクがまだオウガン帝てい国こくにいた頃、謎なぞの死を遂とげた兄の葬そう儀ぎを取りしきった魔導士たち。彼らは今、オウガン帝国皇こう帝ていゴウトの側そばにいる。


　ジルサニアの祭りに乗じてジュジュを暗殺しようとしたのも、その魔導士のひとりだ。


　名を、モズという。


　ビスマルクが教えてくれた。


「モズ……」


　本名ではない。優すぐれた魔導士は、命を守るために顔も姿も素す性じようも隠かくす。だからこれは魔導士仲間での通り名だろう。


　そのモズがベトに来ている可能性があると、ここまで来る道中でビスマルクが教えてくれた。なんでも祭りの時に戦ったそうだ。


　彼が負った魔法傷は、そのモズにつけられたものだ。ビスマルク曰いわく、モズはあらゆる魔法に精通しているが、とりわけ人を操あやつるのが上手うまいのだという。


　それは、ミーヤーが話していた、大臣のひとりが謀む反ほんを企くわだてたという話を裏付けるものだ。そのことはベト国王との謁えつ見けんでも話し、注意を喚かん起きした。


「ミロク。難しい顔してんじゃねーよ」


「わっ」


　いきなり目の前にビスマルクがいた。


　ニヤついた顔から察するに、ずっと前からいたらしい。


「ベトのことばっか心配しても仕方ねーって」


「でも、魔導士が来てるかもしれないんでしょ？」


「可能性は高い。だが俺らジルサニア騎き士しの出る幕じゃねーだろ。なんのためにベトの戦士団があると思ってんだ？」


　ヴィジャをはじめとするベトの戦士たちは、気き性しようは穏おだやかだが強い。その強さのほとんどはホラキアと同じ、しぶとさにあると言われている。


「ミーヤーとヴィジャだっているんだから、大だい丈じよう夫ぶだっての」


「……ですよね」


　他国のことを心配する前に、まず自国の問題を解決せねば。


　ジルサニアにも、まだ裏切り者はいるかもしれないのだから。


「さ、そろそろ寝ましょうか」


　手を叩たたくトーラットに、ミロクもビスマルクも頷うなずく。


　寝ることが決まれば、あとは早い。ランプの火を消して即座にベッドに潜もぐり込むと、まずビスマルクが寝ね息いきを立て、ミロクも徐じよ々じよにまぶたが重くなっていく。


　毎日のように疲つかれているため、寝ようと思えば即そく座ざに眠ねむれ、狙ねらった時間に起きられるスキルが身についていた。


　それなのに、今日のミロクは眠れなかった。


　なぜだか分からないが、胸むな騒さわぎがする。


　剣けん士しとしての勘かんだろうか。


　何かに襲おそわれそうな──


「……気のせい、だよな」


　悪い予感を振ふり払はらって、目を閉じる。


　明日あしたにはジュジュたちも追いついて来る。またあれこれ命令されるだろうから、眠って英気を養わねば。


　そう思いながら寝返りを打つ。


「ん」


　手に、何かが触ふれた。


　硬かたくはない。むしろ柔やわらかくて、サラサラした──


　人の手。


「!?」


　ミロクの腕うでが、何者かに摑つかまれた。


　声を上げようと、息を吸い込む。





　　　　　　　＊





　少し時間を戻もどし、場所を移動して──ジルサニアの夕方。


　狂くるったような絶ぜつ叫きようが「聖書バイブル」地下の牢ろう獄ごくに轟とどろくが、それに反応する者はいない。


　ここでは尋じん問もんの名を借りた拷ごう問もんなど日常茶さ飯はん事じだ。剣けんを尊ぶ騎士といえども、犯罪者には容よう赦しやしない。


「やめろぉおおおおおおおっ！」


　嗄かれた声で必死に叫さけぶのはディアート。手と足をベッドに縛しばり付けられており、どれだけ叫んでも身動きがとれない。


　そんな彼に向かって、ジュジュは天使のような微ほほ笑えみを浮うかべる。


「じゃ、次の作文な。えーと、ようねん部、四ねんせい、ディアート・カーリン。『なつやすみの思いで』──ことしのなつは、ヴィクトルとあえないので、おじいさまといっしょにきしだんにいきました。おじいさまは、こくおうさまとおともだちなので、ぼくは、すごいとおもいました」


「やめろって言ってんだろこのクソ姫ひめェ！」


　ブチキレて叫ぶディアートの声は確かに届いているだろう。


　それでもジュジュは作文を読むのを止やめない。血管が切れそうなほど浮いたディアートの顔を見ては、一文一文を大きな声で読み上げていく。歌うような美声で、はっきりとした声こわ色いろで、拙つたない作文をなぞっていく。


　何が起きても来るなと牢ろう番ばんに言いい含ふくめていなければ、確実に大おお騒さわぎになっているであろう絶叫がこだまする。


「おじいさまは、むかしはこくおうさまのてきでした。だけど、いまは、おともだちです。すごいとおもいます──二回すごいって言ってるな」


「うるさいな！　反復表現だよ！」


　丁てい寧ねいなツッコミを入れつつ、ディアートはベッドに縛られた手足を動かし続ける。


「でもさ、これどういうこと？　アンタのおじいさん、昔は敵だったって」


　ジュジュの隣で作文の整理をしているアーニィが尋たずねる。するとディアートは途と端たんに貝のように口を閉とざしてしまう。
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「黙だまったってムダだぜ？　調べてあるんだからよ」


　作文をヒラヒラさせるジュジュ。


「……死ねばいいのに」


　素す直なおな感想を口にするディアート。


　ジュジュは作文をアーニィに渡わたすと、別の作文を手にとる。


「簡単な話さ。ディアートん家ち──カーリン家はもともとツッキーニの貴族だったんだ。それがジルサニアにやってきたって話」


「全然簡単じゃないよ。なんでツッキーニ人なのにジルサニア騎士になったの？」


　ツッキーニとはジルサニアの北東に位置する国だ。


　ルテア大陸を縦に割ると、戦争が起きると言われている。


　南北で同盟を結び、東西で争っているからだ。ジルサニアの真東にはホラキア王国があるが、そのホラキアの北に位置するツッキーニもまた、敵国のひとつだった。


　現在はオウガン帝国に対する警けい戒かいを強めているので、表だった争いはない。


　が、敵国であることには変わりない。


「なんでも私のお祖父じい様と剣のライバルだったらしいぜ。そこから友情が生まれて、何がどうなったのか知らねーが、国に居づらくなったカーリン卿きようがジルサニアを頼たよったのが始まりらしい」


「関係ないだろ、そんなこと……」


　うんざりした表情で吐はき捨すてるディアート。


「俺のお祖父様が過去に何をやったか話して、なんの得があるんだよ？」


「べつにー」


　スッとぼけるジュジュに、ディアートの顔がより険しくなる。


「ていうか、お前ら何しに来たんだよ！　俺の作文を読むためだけに来たのかよ！」


「だとしたらどうすんだ？　作文はまだあるぜ？　オメー、私にあんな真似まねしといてタダで済むと思ってんじゃねーだろうな？」


　ディアートはつい先日、ジュジュを殺そうとした。


　それだけではない。仲間である暗殺者を手引きし、「聖書バイブル」を破は壊かいし、あまつさえビスマルクにその罪をなすりつけようとした。


　その上、どさくさに紛まぎれてジュジュの身体からだを揉もみしだいたり舐なめ回したりもした。ミロクがブチのめしてくれたが、どうしても自分で仕返しをしないと気が済まないのだ。


「…………」


「……なんだよ」


　ジュジュはしばらくディアートを睨にらむ。


　そうして自分の感情について冷静に考える。


　殺したいほど憎にくければ、殺す権限はある。利用価値があるから殺さないのであれば、誰だれか適当な拷問吏に必要な情報を吐かせれば良い。


　だがジュジュはディアートを殺さないし、大した責め苦も与あたえない。


　どうしても、直接会って確かめたいことがあったのだ。


「レディに対して、口の利きき方がなってねぇな」


「アンタ、女性には優やさしそうに見えたんだけどな」


　鼻で笑うジュジュの後ろで、アーニィも苦く笑しようしている。


「ふざけんなバカ。どんな女にも優しいと思ったら大おお間ま違ちがいだ。むしろお前らみたいに俺を舐めきった、全すべてを知ったふうな態度の女は大だい嫌きらいだ」


　そう言ってジュジュを睨むディアート。


　先日も似たようなやりとりをしたことを思い出す。確かミロクでもヘコむほどの罵ば倒とうを浴びせたような気がする。あれはディアートでなくとも、ジュジュを嫌って当然のことだと思う。


「ディアート。お前のじいさん、カーリン卿な」


　唐とう突とつに話題を変えるジュジュ。


「…………？」


「お前のことを知って、自殺を図はかった」


「なんだって!?」


　ディアートの顔色が変わる。


「大丈夫だ、死んでない。部下の騎士たちと、それから国王ちちうえが必死に説得した」


「……そうか。ありがとう」


　ディアートは明らかに安あん堵どしていた。祖父のことを大切に思っているのだろう。


「やけに素直じゃねーか」


「お祖父様は関係ない。これは俺だけがやったことだ。カーリン家なんて関係ない。俺自身の罪だ。他の人たちを巻き込みたくない」


「お前の事情だけで罪が終わるなら、誰も苦労しねーんだよ」


　正論をグサリと刺さすジュジュ。


　ディアートがいくら言おうが、こうして祖父を含めた周囲の人たちに迷めい惑わくがかかっているのだ。今いま更さらどうしようが手て遅おくれである。


「……フェリサ。さっき読んだ作文貸してくれ」


「ん」


　先ほどからフェリサは読み終えた作文を眺ながめてはクスクスと笑っている。なにやらジュジュ以上にツボにハマるところがあったらしい。


「もういっちょ行くか。ようねん部、三ねんせい、ディアート・カーリン、『りょこうのこと』」


「やめろバカ！　もういいだろ！」


　ディアートの制止は自動的に右の耳から左の耳へ抜ぬけていくようにできているらしい。ジュジュは心底楽しそうに作文を読み始めた。


「このあいだ、おじいさまとツッキーニにいきました。ヴィクトルはげんきでしたが、びょうきがしんぱいです。はやくよくなってほしいです。あと、ジルサニアとツッキーニもけんかしてほしくないです──ウヒャヒャヒャヒャ！　イイ子じゃねーか、ディアート・カーリン三年生！」


　手を叩たたいて笑うジュジュ。その後ろでアーニィもケラケラと笑っている。


　ディアートは泣きそうな顔で、しかしもう抵てい抗こうする気力も失うせたようだ。絶望的な表情で残ざん虐ぎやくな拷問を受け入れている。


　永遠に続くかと思った拷問だが、それはすぐに質問に変わった。


「なぁ、ディアートよ」


　ヒラヒラと作文を見せた後、ジュジュはその一部分を指さした。


「このヴィクトルってのは誰だ？」


「……知るかよ」


「知らないワケはないよな？　言っただろ？　全部調べてあるんだよ」


　ジュジュが作文と一いつ緒しよに取り出した、一枚の紙。作文用紙は古く変色しているが、こちらの紙は新しい。それもそのはず、つい先ほど作成したメモだ。


「ヴィクトル・ベネジン。十八歳。ツッキーニ王国フラジェシキ地方に在住」


「なっ──」


「フラジェシキ幼年学校を卒業した後、病にかかって家で静養中。父親は鍛か冶じ屋やだけど、ヴィクトルは病弱で家を継つげないらしいな」


「やめろぉぉぉぉおっ！」


　ディアートの叫びが轟く。


　彼の望み通り、ジュジュはメモを読むのを止めた。


「そいつは関係ない！　なんでそんなことまで調べてるんだ！」


「お前の作文にやたらと出る名前だよなぁ、ヴィクトルって。だけど登場するのは作文だけじゃない。宅配業者に協力してもらったぜ。お前が稼かせいだ金の一部を、このヴィクトルってヤツに送金してるらしいじゃねーか」


「…………！」


「それも毎回、とんでもねー額だ。それでいてディアートは見返りをもらった形けい跡せきはない。ただヴィクトルに金を送っているだけ──」


「関係ないって言ってるだろ！」


「ヴィクトルの病気を治すために、金を送っていたんだな？」


「黙れよ！　このクソアマ！」


　手も足も出ないディアートが反はん撃げきした。


　芋いも虫むしのような体勢で近くにあった小石を齧かじり、ジュジュに向かって吐き出したのである。ただの石つぶてだったそれは、鋭するどい音を立ててジュジュを狙ねらう。


　口から吐き出された瞬しゆん間かん、石は弾だん丸がんのように尖とがった形になっていた。


「危ない！」


　アーニィが足を伸のばし、石を弾はじいた。木き靴ぐつに当たった小石は、ヒビが入るほどの威い力りよくだった。もしも身体に当たっていたら、場所によっては内臓まで達していただろう。


　ディアートがツッキーニの変化魔ま法ほうを少し使うことは、調べてあったのに。油断したことを恥はじるアーニィとフェリサ。


「この……！」


「やめろアーニィ」


　いきり立つアーニィを手で制するジュジュ。


　攻こう撃げきされても冷静な彼女は、椅い子すから立ってディアートの前へ進む。


「ジルサニアを裏切って、オウガンの手引きをしたのも、このヴィクトルってヤツの病気を治す金を稼ぐためだったのか？」


　ディアートがヴィクトルという友人に金を送っていたことは事前の調べで判明している。だが動機は本人の口から聞かないと分からない。


　もしもヴィクトルの病を治すためだとしたら──


　ディアートの評価が少し変わる。


　ただの悪人から、ただの馬ば鹿か者ものになるだけだが。


「違ちがうっつってんだろ」


　底意地の悪い笑えみのディアート。


「俺がヴィクトルに金を送っていたのは事実だ。認めるさ。だけど、あいつの病気はもう治らない。金でどうこうできるものじゃないんだ」


「じゃあ、なんでだ？」


「教えて欲しかったら──土ど下げ座ざでもしろよ」


　笑うディアートの頭が鷲わしづかみにされ、床ゆかに叩き付けられた。


「ぐっ！」


　フェリサだ。


　無言でディアートの顔面を何度も床に打ち付け、鼻を折ろうとする。


「もういい、やめろフェリサ」


「…………」


　ジュジュの命令で、ようやくフェリサはディアートから手を離はなす。彼女もアーニィも、何かあったらすぐにディアートを殺すつもりだ。その覚かく悟ごで来ている。


「……フン」


　鼻血を出して倒たおれたまま、ディアートはそれでも笑う。


「……ミロクがいなけりゃ何もできないくせに」


「ミロクは私の命令でベトに行ってる。トーラットを治してもらいに」


「そうかいそうかい。だけど、ベトが安全とは限らないよ？　オウガンの標的がジルサニアだけだとは、まさか思ってないよね？」


　挑ちよう発はつだと分かっていても、ハラが立つ。


　そんなこと、百も承知で送り込んだのだ。


「今いま頃ごろミロク、オウガンの魔ま導どう士しにやられてるんじゃない？　もしそうなったら、危険なベトに派は遣けんした姫ひめ様さまに責任があるよねぇ？」


「……ミロクは、死なない。そう信じたから行かせたんだ」


「あっそ」


　まったく動じないジュジュに、ディアートも毒気を抜かれる。


「だったらベトの女の子とイチャイチャしてるさ、きっと。あっちの女の子はキレイだって評判だし」


「それは絶対にないだろ」


「ないね」


「ねぇな」


　女子三人から即そく座ざに否定され、


「あー、うん、ミロクに限ってないな」


　ディアートもあっさり発言を翻ひるがえした。





　　　　　　　＊





　誰だれなのかはすぐに分かった。


　香こう水すいの匂においだ。


　音もなくベッドに潜もぐり込む影かげ──いや、影に見えたのは長い黒くろ髪かみだ。甘い香かおりのする髪かみの下には、妖よう艶えんに微ほほ笑えむ女性の顔。


　面めん紗さをつけているが、暗がりでも誰なのかバレバレだ。


　──ミーヤー！


　音を出さないためか、アクセサリは外している。冷たい肌はだがミロクに密着すると、熱い吐と息いきが耳にかかった。


　──何やってるんだ!?


　声を出そうとして、喉のどが動かないことに気づいた。


　呼吸はできるのに舌も喉も痺しびれている。


　──な、なんだこれ!?


「フフフ……」


　馬乗りになった状態で、ミーヤーが微笑む。


「静かにしててね」


　そんなことを言われても、声が出せない状じよう況きようでは何もしようがない。


　手足を動かそうにも、やっぱり痺れて動かない。


　どういうことだ。何か薬でも嗅かがされたのだろうか。


「動かないでしょー？　治ち癒ゆ魔ま法ほうって、こういう使い方もできるのよー」


　悪戯いたずらっぽく笑いながら、ミーヤーの手はミロクの寝ね間ま着きのボタンをひとつひとつ外してゆく。冷たい手が寝間着の隙すき間まから侵しん入にゆうして、胸に触ふれる。


　──殺す、つもりか。


　いや、そうではないだろう。もしもそうならミロクに気づかれないように殺すだろうし、治癒魔法で喉や手を止めたのだ、やろうと思えば心臓や血の流れを止めることだって可能なはず。


　──じゃあ、何しに来たんだ？


　ミロクの疑問が伝わったのか、ミーヤーは長い指でミロクの頰ほおに触れた。


　その後、首筋にキスをする。


　くすぐったいような、だけど痺れるような快感がミーヤーの舌を通じて伝わってきた。声を出そうとしても、まるで動かない。


「ミロク……ジュジュとは、こういうことしないの？」


　こういうこととは、どういうことだ。


　問う間もなく、ミーヤーの唇くちびるが首筋から下がる。手が背中に回され、ぎゅっとしがみつかれる。細い髪の毛がミロクの肩かたにかかり、吐息がさらに近く感じる。


　甘い匂いと、次の行動が予測できない恐きよう怖ふに、ミロクの脳がパンクしそうになる。


　本当は、どういうことか分かっている。


　だけど認めたくない。


　だって、ミーヤーはあれほどヴィジャと仲良くしていたではないか。誰がどう見ても好き合っているふたりなのに、ミロクを襲おそいに来る理由が分からない。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、誰も来ないから」


　ミロクの身体からだから顔を離して微笑むミーヤーは、蕩とろけそうな表情を浮うかべていた。


　その笑顔が──


　なんだか、とても切なそうに見える。


　改めて、美しい姫だと思った。
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　その愁うれいを帯びた笑顔さえ、なんだか計算尽ずくのように感じるほど完かん璧ぺきで、それが感かん触しよくと匂いを伴ともなってミロクに迫せまる。


　理り屈くつでは、完全に理解している。


　だけど、騎き士しとして、剣けん士しとして誓ちかった想おもいさえも吹ふき飛とばしてしまいそうな気持ちになる。ミロクだって男だ。逆らえない本能はある。


「やっぱり、胸むな板いたが傷だらけ。戦ってる男の人、私は好きよ」


　細くて長い指が、ミロクの胸をなぞる。


　ただ触れられているだけなのに、気持ちいい。


「好き──」


　手に続いて髪の感触。


　ミーヤーが顔の位置を下げたのだ。


　間近に見えるミーヤーの目は澄すんでいて、その奥にとても深いものを感じる。


　──本当に、彼女は俺を？　


　違うに決まっている。


　だけど心の片かた隅すみに残る、「もしも本当だったら」という気持ち。これは警けい戒かいなのか──それとも願望なのか。


　誘ゆう惑わくというものの恐おそろしさは──ジュジュで懲こりたはずなのに。


　そこで、正気に返った。


　どんな気付け薬よりも強力だ、彼女の名前は。


　──やめてくれ！


　叫さけぼうとしたが、どうやっても声が出せない。


　身体のどこに力を入れても、不思議な力でかき消されるようだ。


　──ミーヤー王女！　やめろっ！


「何が言いたいの、ミロク？」


　首を傾かしげるミーヤー。





「やめろ、と言いたいに決まっているだろう」





　そのミーヤーの後頭部をスパーンとはたく人物。


　ミーヤーの身体が前のめりに倒れ、彼女の頭とミロクの頭がぶつかる。


「いてっ！」


　火花が見えたと思った時には、ミロクの身体は自由になっていた。


　その瞬しゆん間かん、ミロクは脱だつ兎との如ごとく逃にげ出す。シーツを摑つかんでベッドから転がり落ち、少しでもミーヤーから離れようとした。


　這はうようにしてベッドから離れると、先ほどの人物の脚あしに手が触れた。


「大丈夫か、ミロク」


　暗がりだから顔はよく見えないが、その白い服と優やさしい声は覚えている。


「ヴィジャ！」


「ミーヤーが部屋からいなくなったから、ある程度予想はつけていたが……まさかこんなことをしているとはな」


「た、助かったぁ……」


　床にへたり込むミロク。


　なんだか泣きそうだ。どんな屈くつ強きような敵を前にしても臆おくすることはないと思っていたのに、今のは本当に怖こわかった。立つ力も残っていない。


「な、なんだ？　どうした!?」


「何ですか!?　て、敵？」


　今頃ビスマルクとトーラットが起きてきた。


　ミーヤーに身体も声も封ふうじられていたからムリもないが。


「……ジルサニアの皆みな様さまが、どうしたのかと訊きいているぞ、ミー」


　怒いかりの籠こもったため息を吐つくヴィジャ。


　その目を見たのだろう、ベッドの上でミーヤーがビクッと震ふるえる。


「ヴィ、ヴィジャ？　あのね、冗じよう談だんだよ？　えっとね、ホントにしちゃうつもりはなくって、ちょっとミロクと遊ぼうと思ってね、その」


「そこに座れ！」


　ヴィジャは壁かべを思いっきり殴なぐる。


　ドン、という強い音にミーヤーもミロクも震える。


「……はいぃ」


　ベッドの上に正座するミーヤー。


　壁にかけてあったランプに火を入れると、ヴィジャは手を後ろに組んでミーヤーを凝ぎよう視しした。


「いくらなんでも客人に対して失礼だろう！　お前が王女だとかうら若き淑しゆく女じよとか、そういう以前に、相手の気持ちを考えろ！　そして、同時にお前は王女としての自覚がなさすぎる！　もしもミロクが悪人だったら、お前は今頃──」


　ヴィジャとミロクの目が合う。


　子犬のように震えているミロクを見て、ヴィジャが首を振ふる。悪人ではないのだと信じてくれたようだ。そもそも後から現場に来たくせに、ミロクの方からミーヤーを誘さそったとは微み塵じんも思っていない。


　もしかして、前科があるのか。


「とにかく、ただの戯たわむれで済むことと済まないことがある！　それを理解しろ！　分かったな、ミー！」


「……はぁい」


　しょんぼりと縮こまって頷うなずくミーヤー。


　ヴィジャはもう一度ミロクの方を向き、


「そういうことだ。大変申し訳ないことをした。許して欲しい」


　と、頭を下げた。


「非はこちらにあるのは重々承知しているが、できるならばこの件については内密にしていただけまいか」


　誰に意見を求めるでもなく、ミロクはこくこくと頷く。これ以上この問題を大きくして欲しくなかった。


「ありがたい。では我々は失礼させてもらう。ほら行くぞミー」


「いた、いたた、ちょっと、ひとりで歩けるよ～」


　ヴィジャに腕うでを引っ張られながら退室するミーヤー。


　ドアが閉まっても、しばらく誰も喋しやべれなかった。


「えーと……それで、何があったんですか？」


　いまだ事態を把は握あくできていないトーラットが尋たずねる。


　が、答えるべきミロクは泣きそうな顔で自分の身体を抱だきしめるばかり。


「まぁ、なんだ……よほど怖い思いしたみたいだな」


「こ、怖かったです……！」


　本当に怖かったのだ。


　ミーヤーが何をしているのか理解できたし、それ自体が何の危険もないことは承知しているつもりだ。


　だけど。


　ジュジュのことを考えると、とても怖かった。


　記き憶おくの中のジュジュが何を意味しているのか、ミロクにもよく分かっていない。


　ただジュジュの騎士として、それだけは越こえてはいけない一線だったと思う。あの時、たとえミーヤーの身体に指一本でも触れていたら、とても後こう悔かいしただろう。


「お茶を淹いれましょう。このままじゃミロク、眠ねむれそうもないでしょうし」


　立ち上がり、湯をもらいに外に出るトーラット。もうそこまで快復していることに驚おどろくと同時に、看病すべき人にそこまでやらせて申し訳ないと思うミロク。しかし他者が見たならば、明らかにミロクの方が病気に見える顔色だった。


「……もう、安全だよな」


　胸に手を当て、深呼吸をする。


　やがて戻もどってきたトーラットのお茶は、優しい味がした。


　感謝と共にお茶を飲み干したミロクは、今度こそ安あん眠みんを求めて夢の世界へ旅立つ。





　　　　　　　＊





　誰だれにも見つからないようにミーヤーの寝しん室しつに戻ると、ヴィジャはようやく摑んでいた手を放はなした。


　部屋の中央にある巨きよ大だいなベッドに倒たおれ込むミーヤーは、ここに来るまで一言も喋らなかった。反省しているのもあるだろうが、下手へたに声を出してこの場を誰かに見られたくなかったからだ。それはヴィジャもミーヤーもわきまえている。


「……いたた、アザができるよ」


　痛そうに手首をさするミーヤーだが、この程度の力でアザなどできないことをヴィジャは知っている。仮にできたとしてもミーヤーの治ち癒ゆ魔ま法ほうならば呼吸をするより簡単に治せることも知っている。


「まだ、怒おこってる？」


「当然だ」


　上うわ目め遣づかいのミーヤーから視線をそらし、テーブルを見る。


　寝ねる時以外はつけているアクセサリと、化け粧しよう品と香こう水すいが置かれていた。わざわざ化粧までしてミロクの部屋に行ったのか。


「……ごめんなさい、ヴィジャ」


　か細い声は、本当に反省している時のもの。


　長年付き合っているから、そういう感情の変化も手に取るように分かるヴィジャだが、それでも分からないことは多い。


「なぜミロクにあんなことをした？」


「だって、トーラットは治したばかりだし、ビスマルクはウサギだし……ヴィジャはさっき──」


「つまり誰でも良かったのか」


「そういう言い方しないでよっ！　本気じゃなかったんだから！」


「では何のためだ」


　強い口調で尋ねると、ミーヤーは黙だまってしまう。


　しかしヴィジャが無言で睨にらみ付けると、逆らえないと思ったのかポツポツと囁ささやくような声で白状した。


「…………ったの」


「？」


「寂さびしかったの！　それだけだよ！」


「それだけって、お前」


　これはヴィジャも聞き返さざるを得ない。


「なんで寂しくなるんだ？　別にいつもと変わらないだろう？　誰かが亡なくなったわけでもないし、ミロクたちだってジェルメーヌ姫ひめが来るのを待つって言っている。何が寂しいんだ？」


　それにヴィジャは毎日ミーヤーと一いつ緒しよにいる。


　悲しい時も嬉うれしい時も、常に彼女の側そばにいたつもりだ。


　──なのに、寂しいのか。


　ヴィジャの胸の内に、小さなトゲのような感情がわき起こる。


　が、それを顔に出したりはしない。


「……ううん、それも噓うそ」


「お前なぁ」


「本当は、少し怖かったの」


「怖い？」


　それもまた聞き捨てならない話だ。


　なにしろこの世にミーヤーが恐おそれるものはないと思っていたからだ。


　どんな危険に遭あおうとも、彼女が死ぬことはない。


　ミーヤーの戦士、ヴィジャが守るからだ。


　万が一ヴィジャが守れなかったとしても、大陸で最さい高こう峰ほうを誇ほこる治癒魔法の使い手であるミーヤーを殺すのは難しい。おそらく文字通り細切れにしても復活できるだろうから。


「何が怖いんだ？」


「……わからないの」


「わからない？」


「けど、嫌いやな予感がする。良くないことが起きそうな気がするの」


　女の勘かんというものを、ヴィジャは信じる。


　それによって助けられたことは何度もあるし、逆に危険になったこともある。ミーヤーの場合、治ち療りようと勉強のおかげで人より感覚が鋭するどい。経験による身体からだの違い和わ感かんを感じ取ることができる。


　それ以上の霊れい的てきな勘に関しても、ミーヤーは人並み以上だ。それが王女の資質なのだろうか。


「……そうか。じゃあ、何かあったらすぐに呼べ。駆かけつける」


　指で壁を示すヴィジャ。彼の部屋は隣となりにあるのだ。


「やだ」


　ところが、ミーヤーはヴィジャの腕をとる。


「お願いヴィジャ。ここにいて。行かないで」


「どうしたんだミー？」


　悲痛な彼女の顔に、首を傾かしげる。


　何を恐れているのか具体的には分からないが、ここはミーヤーの動どう揺ようを抑おさえなければならないと感じ、ヴィジャはミーヤーの手をゆっくりと外した。


「大だい丈じよう夫ぶだ。俺は絶対に駆けつける。だから安心して寝ろ」


「やだ！　ヴィジャ、ここにいてよ」


「ミー……」


　意固地なミーヤーに、少しうんざりするヴィジャ。


　別に初めてのことではない。似たようなことは何度かあった。その度たびに心配してきたし、その心配は全すべて杞き憂ゆうに終わった。


　だけど、今日は少し違ちがう。


　──どうして、真っ先にミロクのところに行ったんだ。


　自分が彼女に信用されていないのだろうかと考え、すぐに打ち消す。


「寝るんだ。何も考えず。治癒魔法を使えば簡単だろう。夢も見ずに眠れるように、自分に魔法をかけるんだ。明日あしたになれば、ジェルメーヌ姫も来るさ」


　ミーヤーの髪かみに触ふれ、ヴィジャが微ほほ笑えむ。


「……ん」


　ベッドに腰こし掛かけて、ミーヤーが頷いた。


「迷めい惑わくかけてごめんね、ヴィジャ」


「いいさ」


　ミーヤーがベッドに寝ね転ころんだのを確かく認にんしてから、ヴィジャはランプの火を消す。


「おやすみ」


「ああ、おやすみ」


　手を振ふって、ヴィジャは暗くなった寝室から出る。


　ドアを閉めると、念のために周囲を確認するが、怪あやしい気配はない。さらに念を押してヴィジャは魔法を使う。手のひらから緑色の光が零こぼれて、一いつ瞬しゆんにして散る。


　周囲の生物を探す魔法だ。命に反応する光を放ったのである。


　しかし虫やネズミなどの小動物以外に怪しい生命は存在しないようだ。毒虫の類たぐいもいない。いつもどおりのベト王宮である。


「ふう……」


　今日はいつもより慌あわただしかったが、明日はさらに疲つかれるだろう。朝になったらジェルメーヌ姫の好物を用意させるために、料理長へ言こと付づけをしておかねば。


　寝る前なのに気を引き締しめて、ヴィジャは隣の自室へ戻った。
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「じゃあ次のメシだ。今度はチキンの照り焼きなんてどうだ？」


「よし、言おう」


　手て枷かせを外してもらったディアートが、チキンにかぶりつく。


　牢ろう獄ごくでの食事も乙おつだなどとうそぶいていたが、ジュジュもアーニィもこんな臭くさい牢での食事などごめんだった。ちなみにフェリサは慣れていると言っていたが。


「魔ま導どう士しの数までは分からない。けど、それぞれの国に最低でもひとりは担当がいるらしい。俺に依い頼らいをしてきた魔導士がそんなことを言っていた」


　こぼれる肉にく汁じゆうも丁てい寧ねいに舐なめ取りながらディアートは質問に答えた。


「てことは、少なくともルテア大陸六国家にひとりずつ、計六人はいるってことか。その魔導士集団は」


「少なくとも、ね。俺に依頼をした『モズ』って魔導士がジルサニア担当だとハッキリ言ったわけでもないし」


「モズ……」


　ジュジュもその魔導士の名前を知っていた。


　確か──ビスマルクと過去に関係があった魔導士ではなかったか。どこかで名を聞いたことがあると思うのだが、完全に思い出せない。


「その魔導士集団、名前とかあるのか？」


「知らないよ。俺が関かかわったのはモズだけだ。こうやって俺が自白することも考こう慮りよに入れてたんだろうな。他ほかに大したことは喋しやべらなかったよ」


「ほー、喋らなかったのか」


「ああ、口の堅かたい魔導士だったよ。惚ほれ惚ぼれするくらい秘密主義だったね」


　真顔できっぱりと言い切るディアート。


　彼の目を見るジュジュ。


「ディアート。ローストビーフ食いたくないか？」


「そういえば魔導士が言っていたな。今思いだした」


　ジュジュが差し出したローストビーフの切きれ端はしを摑つかむと、一口で食べるディアート。先ほど読んだ作文によると、かなり高名な貴族の家いえ柄がらだというのに、行ぎよう儀ぎなどまるで気にしていない。もっともジュジュがそれを咎とがめる資格はまったくないが。


「で、何を思いだしたんだ？」


「魔導士たちの目的」


「私の命じゃねーのか？」


「それもあったんだけどね。俺が命令されたのは、アンタの命ともうひとつ──その左手だよ」


「……！」


　そういえば、襲おそわれた時もそんなことを言っていた。


　ジュジュの左手には、ジルサニアのゴーレム技術の粋すいが詰つめ込まれている。ミロクにとっては中に詰め込まれた宝ほう剣けんが大事と思うだろうが、技術的に見れば左手の「宝ほう物もつ庫こ」の方がよほど貴重なのだ。


　奪うばわれれば、ジルサニアの付加魔法の秘法が知られる。


「付加魔法を手に入れて、どーするつもりなんだ、魔導士は？」


「付加魔法だけじゃないよ。ひとつの国に最低ひとり、って言ったじゃん」


「まさか、あいつら全ての国の魔法技術を盗ぬすむつもりか!?」


　ルテア大陸の六国家、オウガン帝てい国こくを加えて七つの国は、全て異なる魔法体系を持っている。ジルサニアの付加エンチヤント、オウガンの使役フアツシネイシヨン、ホラキアの強化リインフオース、ベトの治癒ヒーリングのように、国ごとの特色が出ている。


　国が技術を隠かくしている、というのもあるが、魔法を行使する時に重要視されるのは「血」だ。その国の大地で生きた血統が、魔法の資質になる。


　しかしそれは努力で克こく服ふくできるもの。


　ジルサニア人でも、ベトの魔法を使おうと思えば使える。著いちじるしく効果は下がるものの、けして不可能ではない。


「色んな方法で魔ま力りよくを高めた連中に、全ての国の魔法が行き渡わたったら……」


　その事態を想像して、ジュジュは悩なやむ。


「いったい、どんな悪事ができるんだ……？」


「そこまでは俺も分からないなぁ。想像はしてみたんだけどね」


　それだけ可能なことが多いのだ。


「もしも世界征せい服ふくとか企たくらんでたら、どうするの？」


　アーニィの疑問は、鼻で笑うことができないほどの現実味がある。


　なにしろ「大陸中を敵に回している」と言われているオウガンだが、本当に大陸全てを敵に回したら勝ち目はない。いくら軍事国家といえども、六対一では絶対に負ける。


　それを覆くつがえすだけの技術を作ることはできるのだろうか。


「やっぱり軍の増強に繫つながるのかな」


「それか軍なんか必要ないくらい、強大な魔法だね」


　ジュジュの疑問を補ほ足そくするディアート。


「つーか、なんでお前まで交じってんだよ！　囚しゆう人じんは囚人らしくしてろ！」


「へいへい」


　ジュジュに恫どう喝かつされると、舌を出してディアートは身体を伸のばす。食べるために身を屈かがめ続けていたために固まってしまったようだ。


「まぁいいや、ディアート。最後の質問。デザートだ」


「いいよ。答えられることなら、なんでも」


　ジュジュはディアートにブドウを一ひと房ふさ渡わたす。


「そうやっていつも素す直なおにしてればいいのにな、お前」


「別に。善意でやってるわけじゃないさ」


「じゃあ、なんだよ」


「俺が答えを出せば出すほど、お前たちも魔導士たちも悩んで苦しむだろ。どうせ死し刑けいになるんだ。そうやってアタフタしてるお姫ひめ様さまを見るくらいしか、楽しみがないんだよ」


「ケッ」


　腹を立てたジュジュは、ディアートに渡したブドウから十粒つぶくらいむしり取って口に放ほうり込んだ。ディアートは抗こう議ぎしようとしたが、苦く笑しようだけに留とどめた。


「ディアート。お前の他ほかに、魔導士と密約した裏切り者は誰だれだ？」


「知らない」


「お前……」


「いや、本当に知らないんだよ。マジでマジで。だってそうだろ？　そんな奴やつを知ってたら、ひとりでジュジュを殺そうとなんてしないって。俺もその人に助けを求めたと思うよ？」


　ディアートの言う通りだ。それに共犯者の存在を隠すのであれば、先ほど言っていた楽しみが無くなってしまうだろう。


「けど、いないはずはないだろうね。俺の他にも暗殺者を連れて来たヤツがいる。騎き士し団の──たぶん内勤の人たちだね。それくらいは予想してるだろうから、洗ってみたら？」


　おそらく数日後にディアートの処分が決まる。


　十中八九死刑になる。ディアート本人も覚かく悟ごしてのことだろう。


「帰るか。明日も朝礼あるし。その後はベトに行くからな」


　ジュジュが椅い子すから立ち上がると、アーニィとフェリサはディアートの食器を片付け始める。


「またね、ジュジュ。ごちそうありがとう」


　気楽に手を振るディアートを、ジュジュは一度だけ見た。


　そして、ふと思った疑問を口にする。


「あのさ、ディアート」


「なに？」





「知ってたか？　野や郎ろう同士じゃ、子供は作れないんだぜ？」





　含ふくみ笑わらいと共にこぼれる冗じよう談だん。


　それを聞いたアーニィとフェリサが小さく微ほほ笑えむ。


　意地の悪い感情と、汚きたない言葉はわざと使った。悪質だが、あくまで冗談のつもりだ。


「……なんだと？」


　だがディアートは違ちがった。


「もう一度言ってみろ……ジュジュ」


　目つきが変わった。


　低く唸うなるような声を出すディアートに、ジュジュは立ち止まって笑う。


「なんだ、いっちょまえに怒おこったのか？」


「……殺してやる」


「自分はいくら悪く言われても、身内なら黙だまっていられないか？」


「殺してやる、このクソ以下のドブネズミが！　絶対に殺してやる！」


　吠ほえ猛たけるディアートを上から見下ろし、ジュジュは踵きびすを返した。


　刺ささりそうな鋭するどさの罵ば声せいを背中に受けながら、ジュジュたちは牢獄を後にする。


　暗い牢獄には、ディアートの呪じゆ詛そだけが残っていた。




３　緑の月二十八日　死の風に逆らい




　ベト神しん聖せい国こくの夜明けは、悲鳴で迎むかえられた。


「あ、ああ、うわああああああぁああっ！」


　最初ミロクは獣けものが鳴いているのかと思った。


　それがミーヤーの侍じ女じよが放った絶ぜつ叫きようだと知ったのは、現場に駆かけつけた後だった。人間、とっさの時には奇き妙みような声が出るものだ。


「な、なんだ!?　どうした!?」


　ミーヤーの部屋は、ミロクたちの寝しん室しつの真上にあった。


　そのため、眠ねむい頭を覚かく醒せいさせてビスマルクたちを起こして駆けつける頃ころには、すでに大勢の人が集まって何か作業をしていた。


「どうしたんですか！　何があったんですか!?」


　頭にビスマルクを乗せたまま近くにいた男を捕つかまえて話を聞くと、彼は無言で室内を指さす。


　そちらを向いた途と端たん、むせ返るような血の臭においがした。


「これは……!?」


　部屋の中には数人の魔ま導どう士しが集まっていた。


　治ち癒ゆ魔ま法ほうを誰かにかけているようだが、この部屋の主あるじを考えると、対象はひとりしかいないではないか。


　──まさか、ミーヤーが？


　彼らから少し離はなれたところに立っているヴィジャを見つけると、ミロクは人をかき分けて室内に入った。


「ヴィジャ！」


「おい、君！　部外者は──」


　背後から咎とがめる声がするが、


「構わない。彼らは部外者ではない」


　ミロクたちを見つけたヴィジャが制してくれた。


「ヴィジャ！　何があった!?」


「……ミーヤーが」


　普ふ段だんははっきりと物事を喋しやべるヴィジャも、青ざめた顔をしている。


　ベッドの上のミーヤーを見るが、集まった魔導士の背中で視界が遮さえぎられてしまう。


「うわ、ひでぇな」


　頭上のビスマルクは見えたようだ。


　気になってミロクも魔導士の背中越ごしにミーヤーを見た。


「……！　ミーヤー王女！」


　ミロクが歴戦の剣けん士しでなければ、嘔おう吐としていたかもしれない。


　好こう奇き心しんで見るものではなかった。


　ミーヤーの胸は、今、血と臓物で隠かくされていた。


　裂さかれた胸部から血と臓器が露ろ出しゆつしており、身体からだはもちろんベッドの大半が血の海になっている。


　身体を治癒魔法の光が覆おおっているが、血の色の不快感は消えない。


「…………！」


　惨さん状じようを見た途端、猛もう烈れつな後こう悔かいがわき上がる。


　昨夜ミーヤーが部屋を訪おとずれた時、もう少し引き留めていればこんなことにはならなかったのではないか。彼女の命を奪うばったのが何者か知らないが、助けられたのではないか。


「くそっ！　ミーヤー王女……！」


　悔くやしくて悔しくて、怒いかりがこみ上げてきた。


　年若い女性に対し、こんな惨むごたらしい殺し方をするなんて。


「ちくしょう！　いったい誰が殺したんだ!?」


「いや、死んでないぞ」


「え？」


　こんな時でも冷静なツッコミを飛ばすヴィジャ。


　そしてミロクの怒りも一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とんだ。


　おそるおそる、もう一度魔導士の背中越しにミーヤーを見る。


　グロい現場は変わらない。ミーヤーは胸を切られて血ち塗まみれだ。


　その周囲では、魔導士たちが震ふるえる手でミーヤーの傷口に魔法をかけている。


「狼狽うろたえるな！」


　怒ど鳴なったのは、患かん者じやであるミーヤーだった。


「その手はなんじゃ、お主ら！　それでも世界最高の治癒魔法の使い手か!?」


「も、申し訳ございません」


　ひとりの魔導士が汗あせを拭ぬぐいながら頭を下げる。


「謝るヒマがあったら手と魔ま力りよくを動かせ！　妾わらわの命こそが、ベトが生きている証あかしなるぞ！　それを為なしているのは、妾が選んだお主たちの力じゃ！　恐おそれることはない！　自信をもって、いつものようにやればよい！」


「はっ！」


　冷水のように目の覚める言葉を浴びせられ、魔導士たちの目に光が宿る。


　その声に、ジュジュと同じものを感じた。


　力を持った、王たる資質を含む声だ。


「ミロク。むこうを向け。妾の裸はだかと傷がそんなに見たいのか？」


　しっしっと手を振ふりながら王女の声で喋るのは、まさしくミーヤーだった。しかし胸の傷はニセモノではない。


「っ……！　すいません」


　とりあえず命令通りに後ろを向く。正直、この状じよう況きようではミーヤーの裸などまったく興味がないが。


「けど、なんで生きてるんだ？」


　当然の疑問を口にするミロク。


「そりゃミーヤーは治癒魔法に関しちゃ大魔導士だからな」


　ビスマルクの答えに、一応は納なつ得とくする。トーラットのケガも一瞬で治してくれたし、ヴィジャがどんなに傷ついても治してくれると言っていた。


「だから生きてるのか……って、それだったらおかしくないですか？　どうして魔導士が集まってミーヤーを治してるんです？」


「お……そういやそうだな」


　頭上でビスマルクも考え込む。


「妾は心臓を貫つらぬかれたのじゃ。さすがにこれだけの傷をひとりで治すには、少々骨が折れる。だから力を借りたのじゃ」


　背後でミーヤーが教えてくれた。


　サラリと言っているが、心臓を貫かれれば普ふ通つう死ぬ。


　自分に治癒魔法をかければ治るのだとしても、ミロクには想像できない世界だ。


　だが、それでも生きているのだ。本当に安心した。


　死ねば全すべて無に還かえる。


　これ以上、大切な人がいなくなるのは嫌いやだ。


　死んだ兄のことを思いだし──


　次に、兄の葬そう式しきに来た、あの魔導士集団のことを思いだす。


「そうだ！　誰だれがやったんだコレ！」


「今全力で調べている」


　そう言うヴィジャをふと横目で見ると、顔面が蒼そう白はくを通とおり越こして土つち気け色いろになっていた。手が震えており、まともに立つのも危あやうい。


「ヴィジャ……？」


「すまんミロク。少しいいか？」


　そう言って、ヴィジャはミーヤーの部屋から出る。


　部屋の出口には帯刀したベトの戦士たちが集まっていて、人ひと払ばらいをしていた。その戦士たちの脇わきをすり抜ぬけて、ミロクとビスマルクも部屋から出た。


「あ、みなさん！　すみません遅おくれてしまって！」


　ちょうどその時、トーラットが歩いてきた。


「まだ筋肉が硬くて、走ると痛いんですよ。それで、何があったんです？」


「それも話すから、みんなこっちへ」


　歩き出すヴィジャに、皆みんながついていく。


　ミロクもそれに続こうとした時、何かの気配に気づいて振り返った。


「…………？」


　ミーヤーの部屋の前にいた戦士、集まった野や次じ馬うまが一いつ斉せいにこちらを見ている。


　明らかに好意的ではない目で。


「…………」


　今度こそ、学んだことを生かす時だ。


　疑われるような行動を取ってはいけない。








　ヴィジャに案内されたのは、ミーヤーの部屋のすぐ隣となり──つまりヴィジャの部屋だった。隣りん室しつの豪ごう華かな家具とは対照的に、こちらはベッドと本ほん棚だなのみの簡素な風景である。


「深夜、ミーヤーが何者かに心臓を刺さされた」


　出来事を簡潔に話すヴィジャ。


「……それって、すごいことだな」


　ビスマルクの感想もまた、簡潔だった。


　最初、それがどれだけすごいのか分からなかったミロクだが、話を聞いてようやく理解した。


　まず王女が刺されたという事実。これは誰にとっても一大事である。


　そして犯人は深夜、誰にも気づかれずにミーヤーの部屋まで来た。隣室にはヴィジャもいるし、廊ろう下かには衛兵や使用人がいる。それらの目をかいくぐってミーヤーの部屋まで来たのだ。


「見くびるわけではありませんが、ベトの警備はどのようにして？」


　トーラットが質問すると、ヴィジャは手のひらを差し出す。


　ぽっ、と緑色の光が浮うかんだ。


「これは治癒魔法を応用した警けい戒かい機能だ。周囲の命を感じ取る。戦場などで見つかりにくい負傷者を見つけるためのものだが、不ふ審しん者しやを探さぐるのにも使えるんだ」


「つまり、生きている人ならその魔法にひっかかるんですね？」


「ああ……それに頼たよりきった俺がバカだった」


　緑の光を握にぎりつぶすヴィジャ。


　彼の苦く悶もんの表情の理由は、ミロクでも分かる。守りたかった人を守れなかった悔しさは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。自分自身がやられるよりも屈くつ辱じよくだ。


「じゃあ、誰にミーヤー王女は刺されたんだ？」


「本人が言っていたが、小さな人形のようなものだったらしい」


「人形……」


　魔法でそれを遠えん隔かく操作したのだろうか。


「うーん」


　しかしミロクは考える。


「なんか現実的じゃないよな……殺すんだったら、人形じゃ力不足な気がする。魔法で動かすっつっても、刃は物ものを人の胸に刺して殺すんだったら、すごい力が要いるだろ？」


「犯人の目的はミーヤーを殺すことじゃない」


　ヴィジャは自分の胸を指さす。


「これは部外者に言っていいのか迷ったが……ジェルメーヌ姫ひめの親衛隊になら構わないだろう」


　そう前置きして、ヴィジャは周囲に誰もいないことを確かく認にんする。


「確かジルサニアのジェルメーヌ姫の左手には、ゴーレムでできた『宝ほう物もつ庫こ』があるんだったな？　ジルサニアの付加魔法の秘密が隠されているという」


「……ああ」


　頷うなずいてから、ミロクは気づく。


「まさか、ミーヤー王女も？」


「そうだ。ミーヤーの心臓にはベトの秘宝である『種たね』が埋うめ込まれていた。それが彼女の奇き跡せきの秘密だ。あの『種』には生命の全てが詰つまっている」


　トーラットを一発で治したのも、心臓を貫かれても生きていたのも、そういう事情があったからか。


　ミーヤーが万ばん人にんを治さず、選ばれた人だけを診みていたのも、その「種」の秘密を隠すためだったのだ。


「ん？……埋め込まれていた？」


　どうして過去形なのだ。


「まさか！」


「そうだ──犯人はミーヤーの『種』を奪うばった」


　部屋中に衝しよう撃げきが走った。


　それだけ言うと、ヴィジャは大きくため息を吐ついて椅い子すに腰こし掛かける。


「それをおめおめと許した俺は……最低だ」


「ヴィジャ」


　ミロクが何か言いかけると、ヴィジャは手を上げて制する。


「わかっている。すぐに元に戻もどる。だが、少しだけ愚ぐ痴ちを吐かせてくれ。そうすることのできる人間が、今は治ち療りよう中なんだ」


　ミーヤーのことか。


　彼女の心臓にある「種」が奪われた。


　だとすると、どうして彼女は生いき存ながらえているのだろうか。「種」がなくとも、もともとそのくらいできる能力があったということか。


「昨日……ミーヤーがあなた方の部屋に行ったのは、何かを感じ取ったからだ。俺はそれを信じることができなかった……くそっ！」


　頭を搔かき毟むしるヴィジャ。


　ミロクもビスマルクもトーラットも、彼の煩はん悶もんを黙だまって見ていた。彼には彼の矜きよう持じがある。下手な言葉をかけて、それを壊こわすことはできなかった。


　彼には仲間というものがいないのだろうか。


　赤あか目め隊のような気の置けない同どう僚りようがいれば、少しは悲しみを分かち合うことができるのに。昨日の衛兵たちとの会話を聞く限り、別に国の中で孤こ立りつしているようにも思えないのだが。


　それこそ、彼の問題だ。口を出すべきではない。


　やがて大きく息を吐くと、ヴィジャは立ち上がる。


「……すまなかった。なかなか人には見せられない姿でな」


　少しだけヴィジャが笑う。


「さて、仕事の話に戻ろうか」


　ヴィジャの視線の先にいるのは、トーラット。


「はい？　僕ですか？」


「もう一度言うが、ミーヤーの証言では『小さな人形のようなものに襲おそわれた』ということだ。ゴーレム技師のトーラットさんに尋たずねるが、ジルサニアのゴーレムは小型化して人を襲うことはできるか？」


「まさか、ヴィジャ！」


　ミロクたちを疑っているのか。


「全ての可能性は考えておくべきだ。どうなんだ、トーラットさん？」


「……可能、です」


　少し考えてから、トーラットは正直に話した。


「ただしジルサニアの武装ゴーレムとは違ちがい、小型のゴーレムに人を刺させるとなると、よほどの魔ま力りよくが必要になります。先ほどミロクが言いましたが、刃物を人の胸に刺せるほどの物理的な力を、魔法で補うわけですから」


「つまり不可能ではないのだな」


「はい」


「そうか──」


　目を伏ふせるヴィジャ。


　こういう時は何か弁解すべきなのかと迷うミロク。だが昨日それで失敗しているので、今は何も言わないでおこうと決めた。


「残念だが、あなた方の立場は非常に悪い」


「ま、そうだろな」


　気楽に返すビスマルク。


　彼はつい先日、爆ばく破は事件の容疑者に仕立て上げられたばかりだ。疑われ慣れているというのか、こういう事態にも動じていない。


「昨夜のミーヤーの訪問を耳にしている使用人もいる。王宮では今いま頃ごろ、あなた方が王女と口論していたと騒さわがれている」


　それは否定できないだろう。実際に争っていたのだ。しかしそれはヴィジャの説教がほとんどだ。あれだけの大だい音おん声じようで怒ど鳴なれば、聞いていた人もいるに違いない。


「加えて、あの竜りゆう」


　ミロクが乗ってきた竜のことだ。


　現在は廏うまやの隣に繫つないであるという。そもそもはアレのせいで疑われることになったのだ。


「騒そう動どうを起こしたジルサニアの連中が来た翌日に、ミーヤーが刺された。これに因果関係を感じる者は少なくない」


「……確かに」


　客観的に見れば、そうだ。


　まず間違いなく、ミロクたちが疑われてしまう。


「だけど、俺たちじゃない！　なんでトーラットの傷を治してもらった恩人にそんなことしなけりゃならないんだ！」


　とうとう我が慢まんできなくなって弁解するミロク。


　しかしヴィジャの答えは冷れい徹てつだった。


「突つき詰めて考えれば、あなた方が本当にジルサニア騎き士しなのかも分からない。名を騙かたるオウガンの暗殺者である可能性もある」


「あくまで、可能性の話ですよね？」


「そうだ」


　トーラットとヴィジャが同時に見たのは、我らが隊長ビスマルク。


　さすがに喋しやべるウサギを騙る者はいないだろう。


「それに直接の犯人ではないにしろ、実行犯を手引きすることはできるだろう。騒動を起こしている間に、王宮に侵しん入にゆうさせたりな」


　ヴィジャの言っていることは、全て仮説だ。


　しかしそれを真っ向から否定することはできない。全て、実行できる可能性はあるのだ。


「それで、僕たちはどうなります？」


「すまないが、また拘こう束そくすることになる」


　ヴィジャは申し訳なさそうな態度だ。


　彼とて本当にミロクたちを疑っているわけではない。あくまで可能性の話をしているのだ。本当に信用していないのなら、目の前で弱音など吐いたりしない。


　少なくともミロクとヴィジャは、剣けん士しとして認め合った仲だ。


　剣は噓うそをつかない。ミロクの剣に込めた想おもいも、ヴィジャには伝わっているはず。


「大だい丈じよう夫ぶだ。俺とミーヤーが証言できる。あなた方は犯人じゃないと。だから少しの間だけ我慢して欲しい。真犯人が見つかるまでだ」


　頭を下げるヴィジャ。


　これが威い圧あつ的な男の横おう柄へいな取り調べだったら、一も二もなくミロクたちは逃にげ出しただろう。しかしこう丁てい寧ねいに謝られると、不思議と言う通りにしてしまう。


　ヴィジャも話術を駆く使ししているのではなく、誠心誠意ミロクたちを慮おもんぱかっての行こう為いだ。その気持ちは自然と伝わってくる。


「今週は俺、捕つかまってばかりだな。これで三度目だ」


　苦笑するビスマルク。


「俺は昨日と今日で二度目です」


「僕もお祭りの時と合わせて二度目ですよ」


　しかも全部、無実だ。


　赤目隊の女性陣じんは一度も捕まっていないというのに、つくづく犯罪者に間違われやすい男たちだった。





　　　　　　　＊





　おそらくは、ヴィジャが最上級の部屋を用意してくれたのだろう。


　それでも鉄の柵さくと石の壁かべでできた牢ろう獄ごくは、快適とは真逆の空間を提供してくれる。たったひとつの寝しん台だいと毛布しかないのは、後で届けてくれるからだろうか。


「暑いなぁ……」


　制服の襟えりをゆるめるミロク。


　壁にもたれかかっているのだが、その壁ですら熱い。確かに今は夏だが、ベトの王宮は涼すずしかった。確か王宮の元となった世界樹が自ら温度調節をしているからだとか。


　その世界樹の恩おん恵けいにすらあずかれない場所、というわけか。


「うー……」


　床ゆかで溶とけそうになっているビスマルク。


　彼は被毛で覆おおわれているので、より暑く感じるだろう。


「ここ、地下何階なんだろ」


「おそらく……七階か、八階といったところですかね」


　日の光がまったくない地ち下か牢ろうを見回すミロクに、トーラットが曖あい昧まいに答えた。彼は固まった身体からだをほぐすためにストレッチをしている。


「地下何階まであるのかな、ベト王宮は」


「よくは分かりませんが、一番下は墓地になっているそうですよ」


「墓地？」


「地下墓所カタコンベと呼ばれる、集合墓地です。ベトでは一カ所に人を集めて弔とむらうらしいですよ。本に書いてありました」


　巨きよ大だいな樹きの下で眠ねむる死体。


　それはつまり、養分になっているということか。


　ルテア大陸の名も無き神は、死者の魂たましいは天国か地じ獄ごくに連れて行くとされているが、肉体については地方によって弔い方が異なる。魂が入ってなければ、神様は無関心らしい。


　死んだら土に還かえるという考えもあれば、木の養分になって生き続けるという考え。どちらも、ミロクは理解できる。彼の故郷であるオウガン帝てい国こくも、埋まい葬そう方法は地方によって違っていた。


「てことは、墓所の管理人も大変だな」


　変な観点から話を振ふるビスマルク。


「広い墓地なんでしょうねー。個人ではなく、国の一大事業になるでしょうね」


「掃そう除じだけでも一日じゃ終わらないだろうな」


　まだ見ぬ墓地の管理人に敬意を払はらう三人。


　そんな世間話ができるほどには、この牢獄は快適だった。


　それでも探せば愚ぐ痴ちはいくらでも出てくる。


「かぁー、ったく何が悲しくて野や郎ろう三人で牢屋に入れられなくちゃなんねーんだよ。涼しくなる要素がいっこもないときたもんだ」


「アーニィやフェリサがいたとしても、別の牢屋に入れられますって」


「まさか牢屋にジュジュを呼ぶわけにもいきませんしね。王女を牢獄に入れた、なんて知られたら赤目隊全員クビにされるかもしれません」


　いくらなんでもそれはないだろう、と全員で笑う。


　ジュジュが牢屋に入る姿など、想像もできない。


「お、そうだトーラット。お前のカミさんには、出張に出かけてるって伝えてあるからな」


「ああ、それはありがたい。心配かけるわけにはいきませんからね」


　安あん堵どするトーラットは、ポケットから何かを取り出す。


　それは小さな魔ま導どう球きゆうで、ゴーレム技師が操作をする際に使うものだった。


「何してるんだ、トーラット」


「ちょっとクロトポリカを起動させます」


　魔導球をいじると、淡あわい光を出す。その光を指で押さえたり離はなしたりするだけだが、おそらくは高度な操作をしているのだろう。


「ベトの戦士に取り上げられなかったのか？」


　ここに来る途と中ちゆう、武器などの怪あやしい物品は全て没ぼつ収しゆうされた。ビスマルクの爆ばく薬やくがほとんどだが、トーラットも金属の棒などを渡わたしていたのを見たのだ。


「フフフ、秘密のポケットはいくつか持っておくと便利ですよ」


　メガネをクイッと上げて意味深に笑うトーラット。とにかく隠かくし通せたということだけは理解できた。


「これを、こうして……よし、あとは呼べば来ますよ、クロトポリカ」


　操作が終わったらしく、また魔導球を懐ふところに戻もどす。


　その様子を見る限り、クロトポリカの出しゆつ撃げき準備を整えていたようだが、果たしてそんなことが可能なのだろうか。なにしろここはベトだ。隣となりの国から魔ま法ほうが届くのだろうか。


　だがトーラットの自信満々な態度を見ると、成功したように思える。


　仕組みを尋たずねても、おそらく理解できまい。


「ん？　どうしました、ミロク」


「……本当にクロトポリカ、来るのか？」


「ええ、来ますよ？」


　意を決して尋ねてみたのに、あっさり回答されてしまった。ということは、本当に来るのだろう。あとは、実際にクロトポリカが来るような場面に出くわさないことを祈いのるしかないだろう。


「ん……？」


　足音が聞こえたので、外を見る。


　柵の向こうに小さな箱を持った男が立っていた。


「すまないな。嫌けん疑ぎが晴れるまで、もう少し待っていてくれ」


　ヴィジャだった。


　柵の隙すき間まから箱を差し出す。


「お、サンキュ！」


　箱の中にはパンと飲み物が入っていた。特に飲み物がありがたかった。暑くて死にそうだったから。


「ミーヤーの具合はどうだ？」


　なぜか入れてくれたニンジンを取り出し、さっそく齧かじるビスマルク。


「問題ない。今、高位の医師団が治ち療りようにあたっている。もう傷は塞ふさがりつつある。あと少しすれば、元通りになるだろう」


「よかった」


　ミロクもほっとする。


「だが『種』の行ゆく方えは未まだ分からない」


　どちらかといえば、そちらの方が重要な件だ。


　ミーヤーの力の源であり、ベト神聖国の秘宝が盗ぬすまれたのだ。きっとこの牢獄の外では多くの人が血ち眼まなこになって捜していることだろう。


「てことは、なんだ？　俺らその『種』が見つからない限り、出られないのかよ？」


　ニンジンを齧り折ると、半分になったそれを突きつけるビスマルク。


「大丈夫だ。すでにジェルメーヌ姫ひめから連れん絡らくが来ている。今日中に到とう着ちやくするそうだ。そうすればここから出られる」


「そうか」


　牢獄に入っていることをジュジュが知ったら、どう思うだろう。


　特にどうとも思わず笑うかもしれない。それこそ疑われるのに慣れている部隊だ。言い方を変えれば怪しい集団とも呼べる。


「すまないな。俺はあなた方を牢獄に入れて監かん視しすることしかできない。今の俺では、何かあった時にあなた方を気にしながら戦う余よ裕ゆうがない」


「戦う、余裕……？」


　そういえば今朝けさからずっとヴィジャの様子がおかしい。ミーヤーが刺さされて動どう揺ようしているのは分かるが、それにしても落ち着きがない。


　ミロクは尋ねるべきか迷う。


　個人的な悩なやみに立ち入るのは、勇気がいる。おせっかいと突つっぱねられると、双そう方ほうが傷つくからだ。


「なぁ、ミーヤー王女を守れなかったこと、後こう悔かいしているのか？」


　だけど今は、ヴィジャの方が話したそうにしているように見えた。だからミロクは意を決して口を開いた。


「……ああ」


　小さく頷うなずくヴィジャ。


「初めてだった。ミーヤーを傷つけたのは」


　彼の視線は腰こしの曲刀シミターに注がれている。


　小さな頃ころからミーヤーと一いつ緒しよだと言っていた。ずっと守ってきたのはミーヤーだけでなく、自らの誇ほこりも含ふくまれていた。


「ミーヤー王女は、ヴィジャに対して何か言ってたのか？」


「……『気にするな』と言っていた」


「んなこと言われても、無理だよなぁ」


「ああ」


　ミロクも理解できる。祭りでジュジュが襲おそわれた時、言いようのない怒いかりに支配された。それはジュジュを傷つけた犯人だけでなく、守れなかった自分に対しても。


　その怒りから逃のがれるのは、難しい。


　仮に相手が生きていて、直接許しをもらったとしても、自分が自分を許さない限り怒りは消えないのだ。どうやって自らを許すかは、自分次し第だいだ。


　ミロクの場合は、ジュジュよりずっと深いケガをしたトーラットをベトまで運ぶことで、一時でも罪の意識から逃れようとした。ミーヤーにトーラットを治してもらった時、心から嬉うれしかった。同時に自分の中の汚けがれた気持ちが、少しだけ洗い流された気がしたのだ。


「だから、俺は絶対に犯人を捜し出す」


　曲刀の柄つかを握にぎりしめ、ヴィジャは強い口調で呟つぶやいた。


「犯人をミーヤーの前に差し出し、解かい剖ぼうさせてやる」


「怖こわいことサラッと言うなよ」


「俺がやるより、ずっと痛めつけることができるからな」


　ミーヤーの治ち癒ゆ魔ま法ほうは人体を癒いやす力だ。その癒しの力を使えば、人間を破は壊かいすることも容易だろう。特にミーヤーのように人体に詳くわしい者が使えば、より効果的にいたぶることができる。


「……けど」


　さらに強い力で柄を握るヴィジャ。


「俺は──前のように戦えなくなった」


　震ふるえる声。


「ミーヤーがいないと戦えないんだ」


　その気持ちも分かる。


　ミロクだってジュジュがいないと戦えない。祭りの時にはっきりと確信した。ジュジュの手から出る宝ほう剣けんも、ジュジュを守るという使命感も、ミロクを奮い立たせる契けい機きなのだ。彼女がいなければミロクは騎き士しではなく、ただの荒あらくれ剣けん士しだ。


　ヴィジャがミーヤーを想おもう気持ちは、おそらくミロクのそれと同じだ。


「だからこそ、この恐きよう怖ふをなくすためにも『種』は取り戻したい。ミーヤーと俺自身、両方のために。もっと簡単に言えば、ミーヤーに笑われたくないから」


　彼の言いたいことが、なんとなく分かる。


　つまりミロクたちに──


「じゃあ、俺は任務に戻る。愚痴を聞いてくれてありがとう」


　クルリと背中を向けるヴィジャ。


「えっ!?」


　思わずズッこけそうになり、ヴィジャも立ち止まって振り返った。


「なんだ、どうしたミロク？」


「どうしたじゃない！」


　鉄てつ柵さくを摑つかんで体勢を整えるミロク。


「なんだよ、そこまで話しておいて！」


「あ、ああ。悪いとは思っている。会って間もないお前に愚痴を聞かせて──」


「じゃなくて！」


　鉄柵からはみ出るくらいに顔を近づけるミロク。


　たじろいでしまうヴィジャに向かって、全力で叫さけぶ。





「助けてくれって言いたいんじゃないのかよ!?」





　静まり返る牢ろう獄ごく。


　ビスマルクとトーラットは、腕うでを組んでうんうんと頷いている。ミロクの意見に同意してくれるようだ。


　ヴィジャはというと、少し首を傾かしげた。


　そして口元に手を当てて何やら考え込んでいる。


　ミロクから視線をそらして、顎あごに触ふれてさらに考えた後、


「……ああ、そういう手段があったか」


「おいっ！」


「すまん」


　恥はずかしそうに顔を赤らめるヴィジャ。


「なにぶん、ずっとひとりでミーヤーを守ってきたんだ。そういう申し出は、久しぶりに聞いたから」


「そう、それだよ」


　口を挟はさんだのはビスマルク。


「普ふ通つう、親衛隊とかあるもんだろ？　なんで全部ヴィジャがやってんだよ。今みたいに調子の悪い時とか、誰だれがサポートするんだ？」


「俺も、前にミーヤーに進言したことがあるんだ。だけどアイツは『俺以外に守られたくない』と駄だ々だをこねて……」


「かぁー、おアツいねぇ。室温がさらに上がっちまいそうだ」
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　頭を搔かいて呆あきれるビスマルク。


　ミロクとトーラットも苦く笑しようしている。


「と、いうわけだからさ。ヴィジャ」


　場の雰ふん囲い気きが和なごんだところで、改めてミロクは申し出る。


　彼の力になりたいと。


「ん……？」


　小さな揺ゆれが起きたのは、その時だった。





　　　　　　　＊





　ミーヤーの治療は昼過ぎまでかかった。


　普ふ段だんの状態ならば、心臓を貫つらぬかれた程度の傷は一いつ瞬しゆんで完治できる。しかし「種」を奪うばわれたミーヤーの魔ま力りよくでは、命を守るので精せい一いつ杯ぱいだった。彼女が治癒魔法で出血を止めている間に、数人の医師が傷を塞いで新しい血液を注入する。


　言葉にすると簡単だが、生きて動いている心臓を相手に行う作業なので、難易度は果てしなく高い。しかしベト神聖国でもトップレベルの魔ま導どう士しが集まれば難なく終えることができた。


「お主たちに感謝する。よく助けてくれた」


　濡ぬれた布で胸の血を拭ふき取り、綺き麗れいになったところで布を巻くミーヤー。血色が悪いが、用意されたジュースを口に含むとみるみるうちに快復する。


「いえいえ、王女の命を救うことができ、我々も幸いでございます」


「普段であれば、このような機会は滅めつ多たにありませんからな」


　施せ術じゆつが終わり、魔導士たちも疲つかれてはいるが安心した笑えみを浮うかべている。


「無事に『種』が戻もどったら、もうひと働きしてもらうぞ。今度は『種』を妾わらわの心臓に埋うめ込むのじゃからな」


「はぁ……それなのですが、どうやら捜そう索さくは難航しているようで」


「それはそうじゃ。なにしろ誰にも気づかれずに妾の心臓を抉えぐった輩やからじゃ。隠かくし場ば所しよも深く考えておろう」


　侵しん入にゆう者の存在に気づかなかったことを暗に責められている気がしたのか、魔導士たちは口をつぐんでしまう。


「そ、そのことなのですが王女」


　ひとりの魔導士が何か言いかけるが、


「そういえば──ジルサニアから来た騎士たちはどうしている？」


　ミーヤーの問いに、魔導士たちが戸と惑まどう。


　その反応を見て、何かあったと察したミーヤー。眼めを細め、先ほどより低い声でもう一度尋たずねる。


「どうしているのじゃ？」


「そ、それは……現在、地ち下か牢ろうにて」


「なぜ地下牢に入れる必要がある！」


　親子ほどの年ねん齢れい差がある娘むすめに怒ど鳴なられ、腰を抜ぬかしそうになる魔導士たち。


「申し訳ございません、ですが、嫌けん疑ぎが晴れるまでは地下牢に入れるようにとヴィジャが申しておりまして」


「ヴィジャが？」


「は、なにしろ昨日きのうの今日です。あのように怪あやしい来訪をした者たちであれば、何かしらの事情で疑われるのが必ひつ須すでしょう。それでしたら、さっさと容疑を晴らして欲しいと、ジルサニアの方々も望んで牢に入りまして」


「あの者たちは犯人ではない！　妾は見たのじゃ！　妾を刺さしたのは人形じゃった！」


「それも存じておりますが、ジルサニアのゴーレムにも小型のものが」


「ゴーレムを見たのなら、はなから『ゴーレムを見た』と言うわ！　妾を襲ったのは枯かれ草くさで編んだ人形じゃ！　あれはジルサニアのものではない！」


「なんと……！」


　魔導士たちが一瞬だけ黙だまる。


　おそらく「だったら早く言え」と言いたかったに違ちがいない。


　それを察したミーヤーはゴホンと咳せき払ばらいをする。


「伝達の不備は妾のせいじゃ。それは謝罪しよう。じゃが、妾は胸を刺されたのじゃ。動転して伝えるべきことを伝え忘れても仕方あるまい？」


「はぁ、その通りでございます」


「わかったら、さっさとジルサニアの客人を牢から出すのじゃ！　これは妾の命令じゃぞ!?」


「で、ですが……ミーヤー様のお身体からだは」


「それなら私が診みる。お主たちは行け」


　齢よわいにして五十はくだらない初老の魔導士が命じる。


　ミーヤーもよく知っている男で、昔から世話になっている。十年以上前から、ベト王宮の医師長を務めている名医である。


「で、では失礼します」


　一も二もなく魔導士が走って部屋から出てゆく。これ以上ミーヤーの怒いかりを買うと何をされるか分からない。


　それにどのみちほぼ治ち療りようは終わっているのだから、この部屋に留とどまる理由もないのだ。


　ドアが閉まり、部屋が静かになると、ミーヤーはまたベッドに寝ね転ころぶ。治ったとはいえ、完全に元通りというわけにはいかない。


「……してフェイラーヴ。お主はなぜ残ったのじゃ？」


　信しん頼らいしているとはいえ、忌いま々いましげにフェイラーヴという名の医師を睨にらむミーヤー。


「はぁ、姫ひめ様さま。少々精神を落ち着かせていただけますでしょうか」


「妾が落ち着いていないとでも？」


「誰が見てもそう思います」


「…………」


　少しだけ口を尖とがらせると、ミーヤーは胸の前で両手を合わせる。手と手の隙すき間まから生まれた緑色の光が両手に伝わり、そこから肩かたに移動し、やがて心臓に達する。


　光が心臓に留まると、ミーヤーは大きく息を吐はいた。


「ふぅ」


　治ち癒ゆ魔ま法ほうの一種で、気持ちを落ち着かせる効果がある。心臓の鼓こ動どうを操あやつる魔法なのだが、これにミーヤーが独自のアレンジを加え、好きな匂においや味を直接脳が感じられるようにしてある。


　気持ちだけ満腹になった状態で、ミーヤーは改めて魔導士フェイラーヴを見た。


「これで良いか？」


「はい。良いお顔をされております」


「して、何じゃ」


　フェイラーヴは恭うやうやしく頭を下げると、何かをミーヤーに差し出した。





「実は、私の首をはねていただきとう存じます」





　彼が持っていたのは、曲刀シミター。


　それを差し出したまま、動かない。


「……待て」


　それはいくらなんでも驚おどろく。先ほどの治癒魔法がなければ、パニックを起こしていたかもしれない。ミーヤーの部屋に置いてあった護身用の刀を、いつ取り出したのかも分からなかった。


「待てフェイラーヴ。妾は用もないのに人の首をはねるほど、血に飢うえているように見えるのか？」


「いえ、けしてそのようなことは」


「ならば理由を話せ」


　ミーヤーは差し出された剣を取ると、彼の手の届かないところに置く。


　フェイラーヴは下げていた頭を上げると、ミーヤーの顔を見つめる。


「理由は簡単でございます。此この度たびの事件、私が招いたことでございます」


「お主が？」


　半信半疑どころか、完全に疑っているミーヤー。


　彼の性格や能力を知っている王女としては、とても信じられない。


「左さ様ようでございます。姫様の胸を刺したのは、私です」


「噓うそをつけ。妾を刺したのは人形だ。お主に人形を操る魔法は使えまい」


「確かに──直接刺したのは私ではございません。ですが、人形の手引きをしたのは私でございます。使用人たちを欺あざむき、ここまで連れてきたのは私なのです」


　つまり人形を操る魔導士は別にいて、彼は人形を隠す役目だということか。それなら可能かもしれない。


　可能だとして、フェイラーヴがそれをする理由が分からない。


「姫様は、私には反逆などできないとお思いですかな」


「そうじゃ。お主は父上どころかお祖父じい様さまからの信頼も厚い、優すぐれた魔導士だ。ベトを裏切る理由などないはず」


「はい。私はこの国を愛しております」


　そう言うフェイラーヴの目は澄すんでいた。噓を言う目ではない。


「ですから、私が姫様を害しようとしたのは、個人的な理由でございます」


「個人的な……？　妾は、お主に何かしたのか？」


「…………」


　フェイラーヴの目に涙なみだが浮かんでいるのを、ミーヤーは見た。


　彼女を刺す手引きをしたことを、後こう悔かいしているのか。だとしたら、なぜ実行したのだ。そういう分別はある人物だと思っていたのに。


「……もう、十三年前になります」


　フェイラーヴが語るのは、ミーヤーが五歳の頃ころの話。


　その時、何か大きな事件があったのだろうか。


「私の息むす子こが死にました」


「…………！」


「当時流行はやっていた奇き病びようのせいです。花か崗こう病びようというものをご存じでしょう？」


　それはミーヤーもよく知っている。十三年ほど前にベトで流行った病気の名前だ。ベトの国で異常繁はん殖しよくした植物の花粉が引き起こす病気で、治せる方法は限られていた。現在は原因の植物から薬が発見されたおかげで、かかる人は少ない。


「あの時、それを治せる魔導士は少なかった。ですが私は必死で魔導士を探した。その甲か斐いあって、ようやくひとりの魔導士を見つけたのです」


「それでも……ダメだったのか？」


「はい。理由は──同じく花崗病にかかっていた、やんごとなき方の治療をしなければならなかったため、です」


　ミーヤーの心臓が強く鳴った。


　心当たりが、ある。


「妾わらわ……か」


「はい」


「それは、なんと申せばいいのか……」


「いいえ、姫様が気に病やむ必要はないのです。私の息子と姫様の命を天てん秤びんにかけたのは、その魔ま導どう士しですし、それを理り不ふ尽じんだとも思いません。貴女あなたはベトに必要な人物です」


「じゃが、妾は……」


「良いのです。全て、過去のこと。致いたし方かたなかったことなのです」


　直立不動のまま、涙をこらえるフェイラーヴ。


「……ずっと、そう思っていたのです」


「フェイラーヴ？」


「なのに、あの時。あの男にそそのかされた時。私は、なぜか姫様を猛もう烈れつに憎にくんでしまった。息子が助からなかった理由を姫様になすりつけようとしたのです……！」


　とうとう布で顔を覆おおい、大声で泣き出すフェイラーヴ。


「どういうことじゃ？」


「わかりません……！　わからないのです……！　あの時に限って、私の中の憎ぞう悪おが膨ふくれあがり、あの男に協力してしまったのです！　魔が差した、としか言えないのです！」


　あとはもう、泣くばかりだった。


　質問を重ねようにも、くずおれて泣き続けるフェイラーヴは何も話してくれそうになかった。


　実行犯を手引きした犯人は、これでわかった。


　だが彼をそそのかしたという「あの男」とは誰だれなのか──考えるまでもなく、オウガンの人間だろう。大臣に謀む反ほんを企くわだてさせたのも、おそらくそいつだ。


「フェイラーヴ。最後にひとつ答えよ」


「…………！」


　泣き顔のままこちらを見上げるフェイラーヴ。


「妾の『種』はどこにあるのじゃ？」


「それは……」


　フェイラーヴが視線を動かす。


　彼が見ているのは、床ゆか。


「下？」


　床の下の、そのずっと先だった。





　　　　　　　＊





　ベト王宮の最下層。


　木の根を想像すると、太い幹からさらに枝分かれして広がっている。この王宮を形作る世界樹も例外ではなく、およそ幹の二倍の範はん囲いにわたって根が網あみのように張られている。その根に包まれているように、ぽっかりと開けた空間がある。


　広さはベト神聖国首都であるバイディール市の約四分の一ほど。


　その広大な地下空くう洞どう全てが、墓地であった。


　地下にある墓地、と聞けば暗くてじめじめした場所を連想しがちだが、それだと墓参りに来る人たちが困るので、墓はか守もりたちによって最大限明るくする工夫が施ほどこされている。


　一日中つきっぱなしの照明は、王宮の世界樹から取れるヒカリゴケを改良したものを使っており、日光より明るくすることができる。


　さらに迷うことがないようにそれぞれの区画に案内板を設置したり、脚あしの悪いお年寄りのために足の遅おそい乗用動物を貸し出したりしている。


　さらに特筆すべきは、墓地全体に咲さく花。墓を彩いろどるために植えられた花が、世界樹の力によって異常に繁殖し、土が見えないほどに埋うめ尽つくしている。景観としては最上なのだが、そこで働く者にとってはゴミが見つけにくいという欠点もある。


　そのため王宮に勤める戦士たちにとって、墓地の勤務は「美しい」「やりがいがある」「非常に楽」という、とても好まれる職場になっていた。


「おや？」


　今日も今日とて掃そう除じをしながら巡じゆん回かいをしている若い墓守が、ある物を発見する。


　視界の端はしにキラリと光る何かがあったのだ。


「なんだろう？」


　宝石の類たぐいだろうか。よく恋こい人びとの死を悼いたんで指輪やネックレスなどを供えていく人がいるのだが、そのまま放置しては盗人ぬすつとに取られる可能性がある。こういうものは墓の下に一いつ緒しよに埋めてあげるのが良い。


「あ、やっぱり」


　花に隠かくれていたのは、指輪だった。


　墓標の下に無造作に置かれている、宝石をあしらった指輪。


　拾って埋めようと、墓守が身を屈かがめる。


「あれ……？」


　あることに気がついた。


　指輪が、嵌はめられている。


　古今東西、指輪を嵌めるべき場所は指だ。


　墓標の下の地面に落ちているはずの指輪が嵌められているとは、どういうことか。


「な、なんだ、これ……どうなって……？」


　指が突つき出ていた。


　死んで腐くさった指が、花の間から生えているのだ。


　そんなはずはないのに。普ふ通つう、死者は深く埋められる。仮に生きていたとしても、自力で這はい上がれるほど浅く埋めることはないのだ。


　指が増えた。


　指輪を嵌めていた指と、その両りよう隣どなりの指。


　続けて、全ての指──手、手首。


　生えている。


「な、なぁっ！」


　墓守の腰こしが抜ぬけた。


　緊きん急きゆう時じに仲間を呼ぶための笛を取り出す。が、手が震ふるえて上手うまく摑つかめない。やっとの思いで笛を口に持っていくことができたが、今度は上手に息が出ない。


　墓守がまごまごしている間に、手首だったものが、上半身まで露ろ出しゆつしていた。花の茎くきを摑み、むしり取っている。


　死体だ。あれは確かに死んでいる。


　肉は腐り落ち、髪かみは抜け、骨が露出し、服も腐ふ食しよくしてボロボロだ。


　それなのに、土から這い出している。まるで生きているかのように。


「な、なんだ！　なんなんだ！」


　こんな現象、聞いたことがない。


　死者が動き出すなどというのは、木がひとりでに歩き出すくらい不自然なものではないか。自然の摂せつ理りに反している。


　笛を吹ふいた。


　高く細い音が地下墓地にこだまする。


　反はん響きようが返ってきた。


　いや、違ちがう。


　別の誰かも笛を吹いている──


　と、いうことは。


「っ！」


　肩かたを摑まれた。


　振ふり返かえらなくても分かる。肩に伝わる固かたい肌はだ触ざわり。木の幹のように生気のない、五本の指の感かん触しよく。


「ひ、ひいっ！」


　振り返らずに、その場から走った。


　あちこちで笛の音が聞こえる。


「だ、誰か！　誰かいないか！」


「おお！　なんなんだコレは!?」


　十字路で同どう僚りようと出くわした。


　彼はすでに腰の曲刀シミターを抜いている。


「し、死体が、死体が墓から出てきて！」


「こっちもだ！　どうする!?　上に知らせないと！」


「それよりも一いつ般ぱん客きやくの避ひ難なんを優先させるべきだろ！」


　予期しない出来事に、ふたりともパニックになりながら話すが、会話がまとまらない内にあちこちで悲鳴が聞こえてきた。


「な……」


　大勢の足音が聞こえた。


　振り向くと、死体。


　墓から這い出した死体が歩いている。


　それも一体や二体ではない。十、いや二十、いやもっと多くの死体が歩き出しているではないか。歩ほ幅はばも体勢もバラバラで、中にはかろうじて骨で立っているような死体も。歩きながら崩くずれて倒たおれる死体もあれば、それを踏ふみ越こえてくる頑がん強きような死体も。


　美しい花を蹂じゆう躙りんするように生まれてくる異い形ぎように、空気すらも淀よどんでくる。


「冗じよう談だんだろ……誰かが仕組んだ冗談に決まってる……！」


「は、はは……だよな……そうだ、そうに違いない……」


　笑いながらも、墓守は曲刀を抜く。


「なぁ、俺たちだけでも逃にげる……か？」


　体格のいい同僚が、震える声で尋たずねる。


　墓守は周囲を見回し、訊き返す。


「逃げるって……どこにだよ……」


　十字路はすでに死体で溢あふれかえっていた。


　もう十や百という数ではない。


　見回す限り、死体。この地下墓地カタコンベにある墓の数だけ、死体が歩いている。


　その中では生者の方が異質に感じられるほど。


　遠くの方で絶ぜつ叫きようと争う音がした。


　そして、それはすぐに止やんだ。


「た、助けて……」


　墓守の悲痛な願いを聞き届けてくれる者はいなかった。


　ここはベト王宮の地下墓地。


　全ての死者が集まる、物言わぬ死者の町だった。








　爆ばく発はつ的てきに増ぞう殖しよくした死体の群れは、やがて地上に通じる階段を上り始めた。


　動きは遅いし、列を作ることもないので、階段には死体が溢れかえる結果となる。脚がもげた死体が転び、その死体につまずいた死体をさらに死体が踏み越えてゆく。


　凄せい惨さんな現場だが、それでもまだ上を目指す死体は減らない。


　そうしてとうとう一体目の死体が階段を上りきる。


「な、なんだあれは！」


　発見したのは、ミーヤーから地ち下か牢ろうの番人に話を通すように言われていた魔ま導どう士したちだった。地下牢へと続く階段は、墓地へ下りる階段とは別にあるのだ。


「し、死体だ！　死体が歩いている！」


　これまで様々な患かん者じやを診みてきた経験豊かな魔導士たちは、一いつ瞬しゆんで何が起きたのか理解できたようだ。現実を現実と受け止める心の余よ裕ゆうがある。


　しかし、対策までは分からなかった。


「どういうことだ!?　ミーヤー様に知らせないと！」


「バカ、それどころじゃない！　戦士たちに連れん絡らくしろ！」


　などと言い争っている間に、階段を上った死体が次々に現れる。蛇じや口ぐちの取れた水道のように、際限なく溢れてくる。


　少ない口論の時間で、地下の廊ろう下かは死体で埋めつくされようとしていた。


「く、くそっ！」


　ひとりの魔導士が前に出る。


「はぁああああっ！」


　両手を突き出し、魔ま法ほうを行使した。


　手から生まれる緑色の光は治ち癒ゆ魔法の証あかし。それが先頭の死体の腹に触ふれると、ガラスを砕くだいたかのように粉々になった。衝しよう撃げきで吹き飛んだ死体が、周囲の死体を薙なぎ倒していく。


　治癒魔法といえども、使い方によっては人を傷つける武器になるのだ。


　だが、死体にとってはどうか。


「あ、あああぁああ！　だ、誰だれか！」


　先頭の死体は魔法によって粉々になった。


　だが後から続く別の死体たちによって、魔導士の身体からだが摑まれる。


「た、助け──」


　叫さけび声ごえを上げる間もなく、魔導士は死体の海の中に呑のまれていった。悲鳴は一瞬で、やがて何も聞こえなくなる。


「ひぃぃぃぃっ！」


「に、逃げるんだ！　戦士たちを呼べ！」


　階段から際限なく上ってくる死体どもに、残りの魔導士たちは背中を向けて逃げ出した。それを走って追うようなことはしなかったが、死体はさらに増え続ける。








　騒さわぎが起きても、地下牢はしばらく静かだった。


「なんか、上でやってるな」


　葉巻に火を点つけながらビスマルクが呟つぶやく。


　ミロクにも声が聞こえた。なにか集団で争っているようだ。誰かが攻せめてきたのだろうか。しかし、王宮にいきなり攻めてくることがあるのか？


「様子を見てくる。少し待っていてくれ」


　そう言ってヴィジャが走り出そうとするが、


「な、なんだ……!?」


　彼の足が止まった。


　ミロクたちもそちらを見る。


「うわぁあっ！　な、なんだよアレ!?」


　思わず大声を出してしまった。


　暗い通路の奥から歩いてくるのは、遅おそい足取りの死体だった。遠目でも死体だと分かるのは、首と片かた腕うでが取れているからだ。


　異質だと気づいたのは、その死体の異様な白さ。人間というより──何かが人間の姿をマネしているような違い和わ感かん。その正体は死体の身体から生えている枝のようなもの。


　──何かの植物が死体にまとわりついている。


　その死体に続いて、さらに奥から似たような死体の群れがやってきた。数を数えようかと思ったが、両手の指でも足りないことは一目で分かる。


「ベトの余興じゃないですよね？」


　トーラットの笑いも引きつっている。


「ヴィジャ！　ここから出せ！」


　檻おりに飛び付くビスマルク。


「すまない、俺はカギを持っていないんだ！」


　曲刀を抜くヴィジャ。


　少しだけ震えている手を、気合いで律しようとしている。


「だから、ひとりで戦おうとするなってば！」


「まったくだ」


　ミロクの発言に同意しつつ、ビスマルクは懐ふところから豆まめ粒つぶサイズの魔導球を取り出す。


　それを檻の鍵かぎ穴あなにチョンと入れる。


　何が起きるのか察したミロクは、すぐに檻から離はなれて後ろを向いた。


「緊きん急きゆう事態だ。恨うらむなよ」


　ビスマルクが懐のスイッチを押すと、檻のカギが爆ばく発はつした。魔導球の大きさに似合った、小さな爆発だ。だが鉄のカギは粉々に砕け散っていた。


　爆薬は取り上げられたと言っていたのに、どこに隠かくし持もっていたのか。


「……見なかったことにしておいてやる」


「ありがとよ」


　曲刀を構えるヴィジャの隣となりに、ミロクが立つ。


　ビスマルクのことは言えない。ミロクも胸ポケットのニンジンは渡わたさなかった。ヴィジャも知っていたのに、あえて取り上げようとしなかった。使うことはないと信じてくれたからだろう。


「ミロク」


「ん？」


「すまないが助けて欲しい。この数は俺でも無理だ」


　間の悪い懇こん願がんに、またズッこけそうになる。


「いちいち遅いな！」


「……すまん。よくミーヤーにも言われる」


　真面まじ目めなのだがどこか抜ぬけているのだ、この青年は。


　だが、彼の言葉に逆らうつもりもない。


「行くぞヴィジャ！」


「ああ！」


　ミロクが走り、ヴィジャが跳とんだ。


「だぁぁあっ！」


　突つき出したニンジンが死体の胸を突き、群れを扇おうぎ状じように吹ふき飛ばす。倒れた死体に別の死体が重なっただけで、脆もろいものは崩れてゆく。


　ガラガラと無機質な音がするのは、やはり植物のせいだ。木の幹のような肌はだが重なったために生じる音。


「ふっ！」


　ミロクが倒しきれなかった死体は、ヴィジャが斬きり伏ふせる。


　胴どう体たいを真っ二つにされてもなお立とうとする死体の頭を蹴けり飛ばす。慈じ悲ひなどいらない。どう見ても友好的な態度には思えないからだ。上の悲鳴と怒ど号ごうを聞けば分かる。


「…………っ！」


　次の敵に斬りかかろうとしたヴィジャ。


　その動きが、急に止まる。


「どうしたヴィジャ!?」


　なにか攻こう撃げきをされたのか。確認するために、ミロクはニンジンで周囲の死体を突き飛ばしながらヴィジャに近づく。


　ヴィジャに外傷はなかった。しかし手を押さえている。


「何かされたのか、ヴィジャ！」


「違ちがう……！」


「じゃあ──」


　ヴィジャが強く握にぎりしめている手。


　まるで痙けい攣れんしているように大きく震ふるえていた。





「……怖こわいんだ……！」





　絞しぼり出すようなヴィジャの声。


「えええっ!?」


　聞き違いかと思った。


　だがヴィジャの身体は崩くずれている。身を守るために剣けんを引いており、最初に出会った命知らずな構えがすっかりなくなっていた。


「どうして!?」


　あれだけ強い剣技を持っているのに、ここに来て臆おく病びよう風かぜに吹かれたのか。


　そんなに死体が怖いのか。確かに醜しゆう悪あくな外見だが、そんな見た目に拘こだわって剣が鈍にぶるような優やさ男おとこではなかったはず。


「……俺の強さのほとんどは、ミーヤーがくれたんだ。傷ついたらミーヤーが治してくれる。腕うでを切り落とされても、ミーヤーならくっつけてくれる。だが、『種』を奪うばわれた今、ミーヤーは前ほど治癒魔法を使えないんだ……！」


「そんな──」


　そんなことはない、と否定しようとして思い止とどまるミロク。


　ヴィジャの強さの源は、まさにそこだ。死なないという確信があるからこそ、あそこまで思い切った踏ふみ込こみができた。


　だけど信しん頼らいしていたその治癒魔法がなくなった今、斬られれば死ぬかもしれない。


　ミロクに例えるなら、魔法か何かで今まで培つちかった剣技を忘れさせられた状態で敵てき陣じんに放ほうり込まれるようなものだ。「武器」がない、というのはとても怖い。


　命いのち綱づなを外された状態で、前と同じように振ふる舞まうのは無理だ。


「周りから〝不死アンデツド〟と呼ばれた俺も、死ぬようになったら意味がないんだ……！」


　彼が求めた助けとは、こういうことだったのか。


　もう少し、前向きに考えてみる。


　つまり「種」を取とり戻もどしさえすれば、元のヴィジャに戻るのだ。


　それかミロクのように、大切な人の側そばに駆かけつけて、自らを鼓こ舞ぶさせるか。


　どちらにせよミーヤーの安否が気になる。すぐに助けたい。


「トーラット！」


　危ないから下がっていろ、と言おうと思ったのだが、彼は彼で別のことをしていた。


「ふむ……」


　崩れた死体に近づき、何かを調べている。


「なにやってんだトーラット！　危ないぞ！」


「平気ですよ。だけど、ちょっと気をつけてくださいね」


「ああ。こいつら、ただの死体じゃない」


　ビスマルクも追つい随ずいする。


「……？」


　ミロクもあることに気づいた。


　どうやら単純な行動しかできないらしく、闇やみ雲くもにこちらに向かっているだけ。


　たった一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうだったが、かなりの死体を倒たおした。


　なのに、体液がまったく流れていない。


　血も涙なみだも涎よだれも、零こぼれていないのだ。


「見てください」


　死体の胸から、トーラットが植物の根のようなものを引きちぎる。全ての死体に共通して、植物と同化したような姿になっていた。だから重なると、木材のような堅かたい音がしたのか。


「どうやら植物に寄生されているみたいです。ヴィジャくん、心当たりはありますか？」


「ない。動物に寄生する植物は知っているが、こんなに大量の人間を操あやつる植物なんて聞いたこともない」


「操る……？」


　変なところに食いついたビスマルク。


「おいヴィジャ。今、操るって言ったか？」


「ああ。こんなもの、自然にできてたまるか。誰だれかがやったに決まっている」


「だよな」


　ミロクも思い出した。


　確かミーヤーを刺さしたのは、人形のようなものだと言っていた。人形を操る魔ま導どう士しがいるとすれば、似たような技術で死体を操ったのではないか。


　ビスマルクが話した、モズという魔導士を思い出す。


　モズがベトに来ているのだとしたら、狙ねらいはビスマルクなのか？　いや、だとしたら死体を使うなどという回りくどい真似まねはしない。


「考えるのは後だ！　今は──」


「ミーヤーだろ？」


　間かん髪はつ入れずに口を出すビスマルク。


「っ……悪いか！」


「悪くねぇよ。個人的にも、政治的にもな！」


　懐から魔導球を取り出すビスマルク。


　今度は拳こぶしくらいの大きさだ。爆発の威い力りよくは先ほどの比ではない。


「植物と死体の脂が混ざれば、よく燃えるだろ……よし、俺が突とつ破ぱ口こうを開く！」


「おい、待て！」


　何をするか察したヴィジャが止めようとする。


「隠し持ってたのは謝るさ！　行くぜ野や郎ろうども！」


「そうじゃない！　こんな地下で爆発させたら、壁かべが──！」


　ヴィジャの制止も聞かずに、ビスマルクが魔導球を投げる。


　直後、大爆発が地下の壁を揺ゆるがした。
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　死体の歩みは鈍のろかったが、情報は風より速く上に届いた。


「地下の死体が蘇よみがえって、歩き出した!?」


　ベト国王はそれを聞いた時、まず耳を疑った。次に報告した戦士の頭を疑おうと思ったが、彼の真しん剣けんな表情と、身体からだに負った傷を見て態度を改めた。いくら滑こつ稽けいな喜劇に見えても、それが自分の身に降りかかれば立派な悲劇だ。


　ベト国王として、しなければならないことがある。


「もっと詳くわしい状じよう況きようは分かるか？」


「は、はっ！　現在、死体の群れは地下二階の礼拝堂まで来ております！」


　地下の礼拝堂は王宮の式典などを行うための場所で、広大である。だがそれでも地下墓地カタコンベの広さには敵かなわない。すぐに飽ほう和わして上へ溢あふれてくるだろう。


「城にいる戦士たちは？」


「現在、総出で食い止めております！　死体どもを地上にあげまいと戦っておりますが、なにぶん死体と戦うのは初めてで」


　それはそうだ。今までこんな事態に出くわした戦士などいるはずがない。国王とて同じだ。


　しかし経験がないことを理由に敗北して良い道理はない。


「死体の特とく徴ちようは？　どのように攻撃してくる？」


「自分が戦った経験でもよろしいですか？」


「構わん。少しでも情報をくれ」


「はっ。死体は集団で歩くだけです。武器を持って戦うようなことはいたしません。ですが集団といっても数が尋じん常じようではないので、押し潰つぶされるだけでも──」


「こちらの攻撃に、抵てい抗こうはしないのか？」


「はい、まったく。死体なので痛みも感じないようで、斬きっても斬っても後から湧わいて出てきます！」


「ふーむ……」


　椅い子すに座ったまま国王は考える。


　敵は軍隊のようでいて軍隊ではなく、魔ま物もののようだが人の形をしている。


　まるで人間の形をした水が洪こう水ずいを起こしているようだ。


「目的はなんだ？」


　呟つぶやく国王。


　それに反応したのは国王の隣となりにいた魔導士のひとり。


「それは死体どもの目的でございますか？」


「ああ。死体が自然に生まれたものにしろ、人じん為い的に作られたものにしろ、歩いて階段を上って地上を目指すのであれば、何か目的があるに違いない。闇雲にうろつくだけなら、地下墓地から出てこなければいい」


　目的が分かれば、自おのずと対策も分かりそうなものだが、現状では何も分からない。


　それよりも当面の対策を取るべきだ。


「まずは非戦闘員の避ひ難なんだ。それからバイディールにいる全すべての戦士を集結させ、死体の掃そう討とうにあたらせろ。負傷した者もいるだろうから、ティリッカ寺院から大だい僧そう正じようを呼んでこい。戦える神官も全て連れてくるんだ」


「はっ！」


　報告をした戦士は一礼すると、すぐに走り出す。


「ああ、待ってくれ」


　それを呼び止めるのは、先ほど国王に意見を求められた魔導士。


「なんでしょうか？」


「闇雲に剣で戦っても仕方ない。死体を押し戻すだけで良いのなら、丸太や巨きよ大だいな板を使うといい。槍やりなどよりずっと効率的だ」


「なるほど、それはいい」


　国王も魔導士の意見に同意する。死体に痛覚があるとも思えない。だったら物理的な力で押し潰すのが最も効率の良いやり方だ。


「承知しました！」


　戦士はもう一度力強く礼をすると、全力で駆け出す。


　彼が扉とびらを閉めると、国王は立ち上がる。


「よし、行くぞ」


「国王様、どちらへ？」


「逃にげる」


　国王の言葉は簡潔だ。


　魔導士や側近たちに動どう揺ようの色が走る。


「王宮にいる全ての人間を逃がしてからな。死体どもは我がベトの戦士たちがなんとかしてくれると信じよう。しかしこの騒さわぎに乗じて、私の命を狙う者が現れる可能性がある。しばらく身を潜ひそめて機を窺うかがう」


「かしこまりました。では、手の空いた戦士を使って、皆みなを避難させましょう」


　一礼する側近たち。


「それから──生者は逃げるが、死者は逃がすなよ」


「は？」


「この事件は王宮で片を付ける。歩く死者が一体でも町に出たら、大おお騒さわぎになる。けして外に出すな。生きている者は全て外に出し、死せる者はここで葬ほうむれ」


　言うだけなら簡単だ。


　しかし民たみのことを考えると、他ほかに手はない。


「なに、問題はない」


　迷う側近たちに、ベト国王は笑いかける。


「どれだけ王宮が荒あらされようとも、たかが死体の群れに世界樹は折れんよ」


　それは先祖代々世界樹を守ってきた、ベト王家としての自信だった。
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　ベト王宮から次々に人が逃げ出してゆく。


　身ひとつで走る者もいれば、荷車に書物を積んで押している役人もいる。それらを誘ゆう導どうする戦士たちも、混雑に追われて徐じよ々じよに怒ど鳴なり声ごえになる。


　地下から這はい出してくる死体の群れは、国王の側近の指示通り、丸太や巨大な板で出口を塞ふさいだ。まだ地下に生きている人が残っているとも思われたが、もう生きてはいないだろうという冷たい判断が下された。


　事実、その作戦を行う前に魔導士たちが地下の生体反応をサーチしたが、生きている人間は誰もいなかった。ネズミなどの小動物も逃げ出してしまっている。つまり現在、ベト王宮の地下には死体しかいないということだ。


　地下と地上の間の階段で、戦士たちはいつ終わるとも知れない戦いに徐々に疲ひ弊へいする。もともと階段は狭せまいので、生者も死者も数人しか行き来できない。だから交代で丸太を持っては、上ってくる死体を叩たたき落おとす作業が繰くり返かえされる。








　そんなベト王宮の地じ獄ごくを、遠くから眺ながめる影かげ。


　王宮の役人たちが避難している広場の片かた隅すみから、夕日の向こうに佇たたずむ世界樹を見つめている。


「ほ、ほ、本当、だ…………モズの言った、と、通り、だ、だった」


　黒いローブを着ており、顔には仮面。


　ただし仮面は半分割れており、そこから見える素す顔がおはというと、包帯で隠かくれていた。悪あく魔まのように血走った目だけが外気に触ふれている。


「き、今日にし、して、よ、良かった」


　彼はオウガンに集つどう魔導士のひとり。


　仲間内からはハチドリと呼ばれている。


「す、すごい、す、すごいな、こ、この『種』は」


　ハチドリが持っているのは、ガラスの箱に入った「種」。


　植物の種子のような形ではなく、真球に近い。人工的な物体のようにも見えるが、その威力はたった今、目まの当あたりにしているところだ。


　彼がやったことは、それほど大したことではない。


　ミーヤーから「種」を奪うばい、それを使ってある植物を育てただけ。


　問題はその植物の方だった。


「お、俺が、つ、作った、苗なえ──よ、よかった、こんな、こんなに早く、実験、で、できた。『種』の、お、おかげだ」


　ハチドリの計算では、まともに育てると数年は芽が出ないという、苗。


　宿主に寄生すると血管や臓器に根をのばし、自らが筋肉になって自律する。


　さらに魔法によって簡単な信号を送ると、操作もできる。


　ただし複雑な指令はできない。せいぜい「行け」と「止まれ」くらいのものだ。ハチドリはこの「行け」という命令を少しだけ書かき換かえた。


　このベトに存在する全ての魔導士──その長を殺せ、と。


　寄生植物は宿主の腐くさった脳に刺し激げきを与あたえる。蘇った死者たちの記き憶おくの中で、最も偉えらい者を殺そうと歩き出す。


　たったそれだけの、簡単な命令だ。


　この品種改良だけで、ハチドリの半生を費ついやした。


　本来ならその倍の年月をかけて、ゆっくりと苗を培ばい養ようするつもりだった。実験体である枯かれ草くさの人形を作るのにも、七年かかったくらいだ。


「さぁ──み、見ていろ、モズ、ゴ、ゴウト」


　もともとモズのやり方は気にくわなかった。
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　国の重じゆう鎮ちんを寝ね返がえらせるという、不確定なやり方では生ぬるい。確かに成功すれば大きな見返りがあるだろうが、だったら最初から何者にも負けない武力を用意すればいいのだ。そうすればオウガン帝国は最強になれる。


　裏切り者も、忠臣もいない。


　まさに命令をこなすだけの、理想の軍隊ではないか。


「こ、これこそ、が、わ、我々の、軍隊だ」


　太陽が王宮の向こうに隠れる。


　日の届かなくなったベト神聖国の悪夢が、これから始まる。




４　緑の月二十八日　月光を浴びて




　夜が訪おとずれた。


　王宮内でも、それがはっきりとわかった。


　死体たちの動きが活発になったのである。それまでは歩くか敵にかじりつくかのどちらかの行動しか取れなかった死体たちが、とうとう地上に出た。


　むしろそれまでは日の光を嫌って外に出たがらなかったように感じられる。日が落ちた直後に板のバリケードを破られた戦士は後にそう語った。


　一いつ緒しよにいた仲間の戦士は、ほとんど何も考えられなかった。まるで鉄てつ砲ぽう水みずのようにバリケードから押し寄せてくる死体の群れに、ただ逃げることしかできなかったのだから。


　夜の死体はまさに恐きよう怖ふの象しよう徴ちようだった。


　単純に力と勢いが違ちがうのだ。仮に死体一体の力が本来の十分の一ほど強くなったとしても、それが千を超こえる集団になれば脅きよう威いというより天災になる。


　死体の勢いは板のみでは押おさえきれず、ベトの戦士たちは丸太で応戦する。


　だが数は一向に減らず、陣じん形けいを組んで応対した戦士を埋うめ尽つくすような形で死体の群れは王宮を蹂じゆう躙りんした。


　唯ゆい一いつの幸いは、普ふ通つうの人間に対して興味を抱いだかなかったことだろう。


　死体に明確な目的地があることは、初期の段階から分かっていた。


　道を通せんぼしたり、攻こう撃げきしてくる人間に対して反撃はしても、背中を見せて逃げる人をわざわざ追ったりはしなかった。


　そのため、ベト軍が一時撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた時、死者は押し潰つぶされたわずか二十名に留とどまった。もしも死体の群れが血に飢うえた魔ま物ものだったら、総勢一万のベト軍はとっくに全ぜん滅めつしていただろう。


　ベトの魔導士が調べたところによると、逃げ遅おくれた者は二十名ほど。死者は上へ上へと階段を上っているから、生きた人たちも上の階で隠れているものと思われる。


　しかし、それらの情報を得たところで、助けに行くのは困難だ。王宮の門は完全に封ふう鎖さされており、どこから侵しん入にゆうしても死体の群れに潰されるだけだ。


　こうなったら、あとはもう手段は二つしか残っていない。


　ベト軍を再集結させ、綿密な作戦を立てて、死体の群れを根絶やしにするのを息を潜ひそめて待つか──


　自力で脱だつ出しゆつするか。








　ビスマルクの魔導球は、偶ぐう然ぜんにも突とつ破ぱ口こうを開いてくれた。


　壁かべに開けた穴が、階段に通じていたのである。もちろんそこからバタバタと死体の群れが落ちてきたが、ミロクとビスマルクのふたりで吹ふき飛とばした。


　そこからミーヤーの部屋に向かおうと思ったのだが、なんと地上への階段が全すべて封鎖されているではないか。バリケードの下には死体がみっちりと詰つめ込まれており、人間が物理的に通れなくなっていた。


「別の道はないのか!?」


「あるにはあるが……」


　そう尋たずねたミロクに、ヴィジャはとある方法を提示する。


「天てん井じよう裏うらの通路などを通り抜ぬけるんだ。時間はかかるが、死体と戦わずに脱出できるぞ」


「ミーヤーの部屋にも行けるか？」


「ああ。裏道なら俺は誰だれよりも詳くわしい」


　ヴィジャはミーヤーの付き人になった幼少期から、ずっと王宮で遊んできたと語る。奔ほん放ぽうなミーヤーは王宮全てを使ってかくれんぼをしたりするので、抜け道や隠れ場所などに自然と詳しくなったのだという。


「しかし問題があってな」


　ヴィジャが見るのは、長く下に延びる階段。


「抜け道への入り口に辿たどり着つくには、やはり死体を蹴け散ちらさねばならん」


　死体はとにかく上へ上へと行進しており、ミロクたちには邪じや魔まなだけだ。すでに何十体も倒たおしているが、まるで減る気配がない。


「その抜け道ってのは、どのくらいの距きよ離りなんだ？」


　ミロクの頭上で魔導球を構えるビスマルク。


「すぐ近くだ。ここを下りたところに扉とびらが三つあるんだが、どの部屋からでも通じている」


　簡単に言うが、階段は死体でいっぱいだ。


　無言で迫せまってくる足音が、よけいに恐怖心をあおる。


「じゃ、まずはそこまで走るぜ」


　ビスマルクの言葉に頷うなずくミロクとトーラットとヴィジャ。


　ミロクはニンジンを、トーラットは指揮棒を、ヴィジャは曲刀シミターをそれぞれ構える。


「ヴィジャ！　行けるだろうな！」


「……なんとか、やってみる」


　彼の声は精せい彩さいを欠いており、強さが感じられない。


　やはり怖こわいのだ。


「もうちょっと大きな武器が欲しいところですねぇ」


　痺しびれた手を振ふるトーラット。彼も指揮棒で死体を殴なぐり飛ばしているのだが、徐じよ々じよに手が疲つかれてきたようだ。


「武器、か……」


　ミロクにも限界が近づいている。


　体力は底なしなのだが、武器のニンジンがそろそろ壊こわれそうなのだ。ジルサニアの付加魔法とベトの治ち癒ゆ魔ま法ほうがかかったアミュレットを巻き付けてある、特別なニンジンなのだが、やっぱり野菜の防ぼう御ぎよ力などたかがしれている。ところどころが欠けて、芯しんが折れそうなのだ。


「ジュジュがいればなぁ……」


　この場にいない主人を想おもう。


　彼女の宝ほう剣けんなら、こんな死体などあっという間に蹴散らせるだろう。それこそジュジュを危険に晒さらすというリスクも無視できるほどに、ミロクは強くなる自信がある。


　だから今のミロクは、ヴィジャと同じ立場なのだ。


　守るべき主君がおらず、特別な力も持っていない、ただの剣けん士し。


　ヴィジャの恐怖が少し理解できた。


　ただひとつだけ違うのは、今現在ミーヤーが危険な状じよう況きようにあるかもしれないということ。


「ミーヤー、無事だといいな」


「ああ。確かめるだけでいいんだ」


「部屋にいなければ、逃にげてるってことだよな」


　この騒さわぎだ。すでに避ひ難なんしていることを願うミロク。


　だが、ヴィジャは悲観的だった。


「あいつは……ここに残っていそうだな。なんのかんの言いながら、ケガをした人間は放ほうっておけないんだ」


「……なるほどね」


　なんとなく、そんな気がした。


　ミーヤーとジュジュは、どことなく似ている気がするのだ。


「っしゃオメーラ！　またひと働きするぞ！」


「おおっ！」


　ビスマルクの号令の下もと、四人は物言わぬ死体の群れに突つっ込こむ。


　武器がボロボロでも、特とつ攻こう隊たい長はミロクだった。


「どぉけぇぇええええええええええっ！」


　全身の体重をかけたニンジンの突き。


　防ぼう御ぎよ魔ま法ほうによって反発する力が、死体を吹き飛ばす。たった一体の死体が十体以上の仲間を薙なぎ倒していく。


　ここにいる死体を全滅させる必要はないのだ。とりあえずは、ミーヤーの元へ辿り着ければそれでいい。だから道を開くために必要な死体だけを倒していけばいい。


　植物に寄生されているせいで血しぶきが上がらないのが、とても助かった。血を見ないので罪悪感が生まれにくく、無意識に手加減することもない。


　ミロクによって薙ぎ倒された死体を踏ふみ越えて、階段を滑すべるように下りる。


　階段が終わると、廊ろう下かに三つの扉が見えた。


「う、うああぁあああっ！」


　ミロクの真似まねをして、絶ぜつ叫きようしながらヴィジャが周囲の死体を切きり裂さく。彼もコツを覚えたようで、剣けんで斬きるのではなく、押すようにして身体を倒していた。


　その斬り方は体重のかけ方が普ふ段だんと違うらしく、命知らずな踏み込みをしなくても死体を押せるようだ。


「これなら──！」


　ヴィジャの顔がやる気に満ちている。どうにか戦意は取とり戻もどしたようだ。


　一方、ビスマルクとトーラットはいまいち戦いにくそうだ。そもそもトーラットは戦せん闘とうは苦手な方だし、ビスマルクは発破のタイミングが摑つかめずに困った顔をしている。室内だとふたりとも戦力が半減するようだ。


「どこでもいい、みんな部屋に入れ！　どの部屋にも抜け道がある！」


　普段なら夕飯の献こん立だてを考えている間に辿り着く距離を、亡者の軍団が埋め尽くしている。たった四人で切り開く血路は、しかし一いつ滴てきの血も流れない不気味なものだった。


　そうしてやっと辿り着いた部屋。


　すぐに扉を開けて、中に飛び込む。


「ふぅ……」


　中には誰もいなかった。死体も扉を開けることはできないようだ。どこかを目指して歩いているようだが、それ以外の難しい作業はできないのだろう。これなら非戦闘員でも生き延びることができそうだ。


「だけど、なんで死体が歩いて……」


　ミロクが疑問を口に出そうとすると、


「おい止やめろ。その話題は後だ」


　ビスマルクが強い口調で止める。


「けど、隊長も気になりませんか？」


「気になりまくりだよ。けどな、今はミーヤーの無事を確認して逃げることが先決だ。余計なことを考えるとお前は弱くなるからな。ただひとつの目標に向かって走れ！」


　何も言い返せなかった。


　そうだ、今はミーヤーの安否の確認が先だ。もはやこの数の死体を全滅させようなどという気は起きない。


　対象の近くまで来れば、ヴィジャが周囲の生命体を感知する魔ま法ほうを使ってくれるという。安否の確認だけなら、それで充じゆう分ぶんだ。ミーヤーが逃げていなかった場合は、その時にビスマルクが考えてくれるはずだ。


「こっちだ。この天てん井じようの穴から隠かくし通路に行ける」


　ヴィジャが机の上に椅い子すを置き、天井の一角を押すと、簡単に板が外れた。そこにスルスルと入って行くのを見て、ミロクたちも続く。


　穴に入った瞬しゆん間かん、淡あわい緑色の照明がついた。ヴィジャの魔法だ。


「本当は、空気を通すための道なんだ。だけどミーヤーはこの穴を抜け道に使っていた」


　腹ばいになって進むヴィジャ。


　ミロクもトーラットも、なんとか通れる。ビスマルクに至っては、少し身を屈かがめるだけで歩くことができる狭せまさだった。


　そのまましばらく無言で天井裏を進む。


　やがてヴィジャが止まり、前方を照らし出す。


「気をつけろ。ここから縦穴になる。ここの梯はし子ごを登る」


　そこは地下から屋上まで続く、巨きよ大だいな縦穴だった。


　ヴィジャの光に照らされて、虫が逃げ出して行くのが見えた。普段はここで虫や小動物が暮らしているのだろう。


　ついつい忘れがちになるのだが、ここは世界樹をくりぬいた王宮だ。幹の中に空くう洞どうがあっても不思議ではない。


「ここも、何か意味がある空間なのか？」


　ビスマルクの問いに、ヴィジャは上と下を交こう互ごに見ながら答える。


「雨水を地ち下か茎けいに直接送り込むための仕し掛かけだ。木は潤うるおい、水は濾ろ過かされて飲み水にもなる。神聖な水ということで、飲むのは禁じられてるけどな」


「よくできてるなぁ。その水、やっぱり飲んだらうまいのかな」


「いや、マズかった」


「……禁じられてるんじゃないのか」


「ミーヤーに付き合わされたんだ」


　横穴から縦穴に続く梯子を摑み、ミロクは空を見上げる。


　日はすっかり落ち、三日月が皓こう々こうと輝かがやいていた。





　　　　　　　＊





「この植物、どうやらある信号を発するようですな。それによって死体が動いているのかと思われます」


　死体の死体（？）から植物の一部を抜ぬき取った魔導士が冷静に分ぶん析せきするのを、ミーヤーは汗あせだくになりながら聞いていた。小麦色の肌はだが濡ぬれて輝くほどに発はつ汗かんしているのは、治癒魔法を連続で使ったからだ。


「して、止める方法は？」


「申し訳ございません、もっとマシな環かん境きようで調べられれば、止める信号の発生方法も分析できそうなのですが、いかんせんこの状況では」


「ええい、じれったい！」


　吐はき捨すてて、ミーヤーは治癒魔法の施せ術じゆつに戻る。


　状況は最悪だった。ミーヤーの部屋の扉とびらの前にはありったけの家具を寄せ集めたバリケードができている。そのため部屋の三分の一ほどのスペースが埋うまってしまっていた。


　それでも死体たちは扉をノックし続ける。これだけの家具を集めても、食い破られそうなほどに死体が興奮しているように思える。


　しかしミーヤーは死体にかまっているヒマなどない。


　この部屋で倒たおれている生者の治ち療りようが最優先だ。


　生き残った者は七人。彼らを連れてミーヤーの部屋まで逃げたのはいいが、その中で治癒魔法が使えるのはミーヤーと、ふたりの魔導士だけだった。


　そして重傷を負った者は、四人。瀕ひん死しの者が一名。


　他ほかのケガは魔導士に任せ、ミーヤーはその瀕死の男の治療に心血を注ぐことにした。


「姫ひめ様さま……もう、おやめください…………」


　かすれる声で手を伸のばす患かん者じや。


「何を言うかフェイラーヴ。妾わらわを傷つけた贖しよく罪ざいか何か知らぬが、死体どもから妾を守って格好良く死ぬなど、許さぬぞ」


　フェイラーヴは首を嚙かまれており、頸けい動どう脈みやくから出血していた。他の国ならば即そく死しレベルのケガだが、ミーヤーの力なら生いき存ながらえさせることができる。「種」がなくとも、昔から培つちかった経験で治せるのだ。


「いいかフェイラーヴ。お主を治しているこの魔法、もともとはお主から教わったものなのだぞ？　妾はまだお主に教えてもらいたいことがいくつもある。だから死ぬな。これは命令じゃ」


「で、ですが……姫様の魔力は、もっと他の患者に」


「くどい！　命には貴き賤せんがある！　妾にとって、今最も貴い命はお主じゃ！」


　緑色の光がフェイラーヴの首から全身に伝わっていく。やがてフェイラーヴは涙なみだを流しながら目を閉じた。死んだのではなく、身体が治ったおかげで自らの治ち癒ゆ活動、つまり身体が睡すい眠みんを欲ほつしたのである。


「ふぅ……」


　フェイラーヴの命を助けたと確信した瞬間、疲つかれがのしかかってきた。


　心細いのだ。


　ミーヤーに力を与あたえてくれる「種」と、ミーヤーに元気を与えてくれる大切な人が側そばにいない。


　残っているのは王女としてのプライドのみ。


　その唯ゆい一いつの武器をしっかりと握にぎりしめ、ミーヤーは気き丈じように笑ってみせる。


「皆みなの者！　助けはもうすぐ来る！　だから安心せよ！」


　自分も含ふくめたこの場の全員に言い聞かせる。


　言葉に噓うそはない。生体サーチにひっかかる生者がこちらに向かっているのを感じるのだ。あと少しだけがんばれば、きっと助かる。


　願わくは、その助けが──


「あ、うわわぁあっ！」


　扉の方から声と轟ごう音おんがした。


　死体が一体、バリケードから飛び出したのだ。椅子やベッドなどの家具の、小さな隙すき間まをぬるぬるとかいくぐって、ここまでやってきたのだ。そのため、死体の両りよう腕うでは脱だつ臼きゆうしており、脚あしも片方折れている。


　だが死体はそれでも戦せん闘とう意い欲よくを失わなかった。口を開け、汚よごれた犬歯をむき出しにしている。


「姫様！」


　治療中の魔導士が、すぐに死体に立ちはだかった。


　武器はなにもないが、いざとなったら素す手ででも戦うつもりだったのだろう。


「あっ！」


　しかしやる気に満ち溢れていた魔導士を、死体の方がスルーした。


　狙ねらいはミーヤー。


　魔導士など眼中になかったかのように、走り込んできた。


「くっ！」


　恐きよう怖ふを押し殺して身構えるミーヤー。


　治ち癒ゆ魔法を応用すれば、この死体くらいなら倒せるはず。


　攻こう撃げき用の魔法を考え、両手に展開させようとした、その時だった。








「らぁぁぁああああっ！」


　間に合った。


　真上から振ふり下ろしたヴィジャの剣けんが、ミーヤーに飛びかかろうとしていた死体の首をはね、それでも歩みを止めない強ごう情じような胴どう体たいをミロクのニンジンが吹ふき飛とばした。壁かべに叩たたき付けられた死体は、座ったような姿勢で動かなくなる。


「ふう、ようやく着いたか」


　遅おくれて天井から飛び降りてくるビスマルク。綺き麗れいに着地をした彼に続いて、おっとり刀でトーラットが降りてきた。


　あの縦穴からまた横穴に入って、腹ばいで進むとこの部屋に辿たどり着ついた。暗くて周囲が分からない上、どの横穴も特とく徴ちようがないものだから、ヴィジャのように完かん璧ぺきに記き憶おくしている者がいなければ辿り着けなかっただろう。


「ミーヤー！」


　ミロクが振り向くとヴィジャがミーヤーに駆かけ寄よっていた。


「ヴィジャ……」


　まるで長年会っていなかった恋こい人びとが再会を果たしたような気持ちになる。ヴィジャとミーヤーを見ていると、不思議とそんな感情がわき上がる。


　ミーヤーの表情がころころ変わる。


　最初は信じられないと言いたげに口を開け、そしてヴィジャの顔を見て安あん堵どし、次に泣きそうな顔になる。


　会えたのが、心から嬉うれしかったのだろう。


　両手を伸ばしてヴィジャを迎むかえようとするのだが、


「……よく来てくれた。感謝する」


　ミーヤーは健けな気げにも感情を押し殺した。


　周囲には臣下の魔導士やケガ人がいるのだ。素すの自分を出して困こん惑わくさせるわけにはいかないのだろう。


　ところが、


「あー、なんか今の着地で埃ほこりが目に入った」


　などと言い出すビスマルク。


「なぁ、あんたらもそうだろ!?」


　すると魔導士や倒れていたケガ人までもが、


「そうですな、私も治療が続いて目が霞かすんで参りました」


「ワシも年だから、目がショボショボしてきたわい」


「私は急に窓の外が見たくなりました」


　と、ミーヤーから目を背そむける。


「お主ら……」


　呆あきれたような顔のミーヤーだが、目め尻じりに涙が浮うかんでいたのが見えた。


　それから後は、ミロクもなぜか急に壁の模様が気になって仕方がなくなったので、見ることはできなかった。


「ヴィジャぁ……！」


　ただ、泣きそうなミーヤーの声だけはしっかりと聞こえてしまった。


　ビスマルクの黒眼鏡に見えなくもない壁の模様を指でなぞりながら、心底良かったと思うミロクだった。


「ん？」


　ふと、右手が疼うずいた。


　なぜか分からない。


　意識の中にジュジュがいた。


　──近くに、いるのか？


　彼女の左手と契けい約やくしたせいだろうか。漠ばく然ぜんとジュジュの存在を感じるのだ。


　ということは、ジルサニアの援えん軍ぐんが駆けつけてくれたのだ。


　そうと分かった瞬しゆん間かん、ミロクの全身から疲れが吹き飛んだ。
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　比ひ喩ゆでも気分でもなく、身体からだが元気になった。


　──ジュジュが来る。


　彼女自身にはなんの戦せん闘とう能力もない。来たところで軍団を指揮することなどできないし、一いつ騎き当とう千せんの強さを持っているわけではない。アーニィやフェリサも頼たよりになる仲間だが、あの死体の群れと戦うのに、ふたり増えたところで何も変わらない。


　だけどジュジュが来れば、この絶望的な状じよう況きようをひっくり返せる気がするのだ。ミロクの頭で考えることなので、根こん拠きよなどない。だけど確信している。


　そのためにも、生きてここを出なければ。


「さて」


　すっかり機き嫌げんが良くなったミーヤーが、元気な人たちを集める。


　ミロクたち四人の他ほかに、ミーヤーと魔導士がふたりと、四人の重傷者がおり、うちひとりが瀕死の状態だ。


「ここで夜を明かしたい者はおるか」


　ミーヤーの問いに答える者はいない。


　いくら慣れ親しんだ王宮でも、死体に占せん領りようされた状態で一夜を過ごすのは誰だれだって嫌いやだろう。


　それにケガ人もいる。安全なところで治療をさせたい。


「あの死体についてじゃが──ひとつ、気になったところがあっての」


　ミーヤーの発言に、耳を傾かたむける。


「先ほど襲おそわれた時じゃ。妾わらわを守ろうと、立ちはだかってくれたな。感謝するぞ」


　ミーヤーを守った魔導士は、照れくさそうに一礼。


「しかしあの死体、なぜか妾に向かって一直線に駆け寄ってきた。まるではなから妾を狙っておったようじゃ」


「……本当に、そうかもしれねーな」


　ビスマルクが同意して、バリケードを指さす。


　家具で押さえつけられた扉とびらは、今もガンガンと強く叩かれている。死体が怒おこっているかのようだ。


「俺たちが見た時は、ただ歩いているだけだった。こんなに殺気立った死体どもは初めてだ。まるで目的地がここにあるみたいじゃねーか」


「……確かに」


　ヴィジャもトーラットも同意する。


「てことは、ミーヤー王女を狙って、この死体は作り出された……？」


　そうでないとおかしい。一万を超こえる軍勢が、たったひとりを狙って集団で歩くなど、自し然ぜんの摂せつ理りに反する。誰かに目的を与えられたとしか考えられない。


「……オウガンの魔導士どもか」


　そう考える以外なかった。


　現状、他にこんな芸当ができる人間を知らない。


「ということは、じゃ」


　ミーヤーが指を立てる。


「皆を逃にがす良い方法を見つけたぞ」


「それはダメだ」


　まだ何も言っていないのに否定するヴィジャ。


　いやヴィジャだけでなく、この場にいる全員が分かっていた。もちろんミロクもだ。


「なぜじゃ？　良い案だと思うたのじゃが」


「確かに有効な作戦だ。ケガ人を外に運ぶことも可能かもしれない。だが、それでは意味がないだろう。お前が死んだらベトはどうなる」


　死体がミーヤーを狙っているのなら、彼女を囮おとりにして逃げればいい。その間にケガ人を連れて城門の外へ出るというのだ。


　当たり前だが、ミーヤーは危険に晒さらされる。


　敵意をむき出しにした死体の群れに放ほうり込まれるのだ。下手をすると死ぬかもしれない。今朝けさミーヤーは心臓を刺さされたばかりで、今も治癒魔法を使い続けていたのだ。


「何も死ぬと決まったわけではなかろう。死なないように逃げれば良いのじゃ」


　楽観的なミーヤーに、一同は本当に生き残る確率があるのか考えてしまう。だがいくらなんでも王女を囮にするなど、常識では考えられない。


　ざわつく魔導士たちを涼すずしい目で一いち瞥べつすると、ミーヤーは手を前に差し出した。


「見よ、お主たち」


　ミーヤーの手に、淡あわい緑色の光が浮かぶ。


　あれはベトの治癒魔法の光だ。


「これが何か分かるな。魔法じゃ。ベトに代々伝わる、人を救い、命を守る魔法じゃ。しかしこの魔法を使う者ならば、誰もが知っている不文律があろう」


　その言葉に、一同が顔を見合わせる。ミロクは知らないが、おそらくオウガンの剣を学ぶ者なら誰でも知っている教えがあるのだ。


　ミロクの表情を見たのか、ミーヤーがひとつ頷うなずいて答えてくれた。


「この国に生きる全すべての魔導士は、皆知っている。魔法ではなく、人が人を治すのじゃ。大切なのは技術ではなく、気持ちなのじゃ。どの国の、どんな教えにも、似たようなことがあるじゃろう」


　ミーヤーの言葉に、全員が頷く。


「魔法を封ふうじられても、妾の命を危険に晒しても、最終的に誰かの命が助かればそれでよい。逆に言うなら、命を助けられるチャンスを逃のがし、死なずとも良い命を救えないほうがよほど恥はじなのじゃ！」


　ヴィジャは言った。命に貴き賤せんがあると。


　救える命と、救えない命。それを天てん秤びんにかけるのがミーヤーの仕事だと。


　賢かしこい頭で計算して、それでも救えない命がある。だからこそ王女として、そうでない全ての命を見み逃のがせないのだ。


　ミロクの背筋に、ゾクッと震ふるえが走る。


　怖こわいのではない。


　ミーヤーの力に触ふれたことによる、歓かん喜きだ。


　いくらミロクが鍛きたえていても、絶対に抗あらがえない力があるとジュジュに教えられた。


　それは「魅み力りよく」だ。


　昨日の夜のような、ミーヤーの美しさや妖よう艶えんさが醸かもし出す力ではない。目的に向かって意志を貫つらぬく、真の女王としての魅力を感じる。


　正直、昨夜よりもずっと美しく見えた。今、このミーヤーに迫せまられたら、あの時よりもっとグラつくかもしれない。


　──だが、ジュジュほどじゃない。


　彼女は強すぎる。


　守りたくなるような、頼りなさがない。ミロクが存分に剣けんを振ふるえるのは、自らの弱さを感じながら、それでも健気に戦おうとするジュジュがいるからだ。


「ミーヤー王女……そこまでおっしゃるならば、我々は止めません」


　彼女に心しん酔すいしている魔導士たちは、拳こぶしを握にぎりしめてミーヤーを見る。


「もしも命の危機を感じたら、魔法で仮死状態におなりください。どこにいらしても、我々が必ず見つけ出します」


「うむ、信じておるぞ」


　微ほほ笑えむミーヤーに、張はり詰つめた場の空気が柔やわらかくなった。


「冷静になったところで、俺らの現状を確認しよう」


　ビスマルクが話に割って入る。


「まず死体の群れを突つっ切きって、まともに戦える奴やつはどれくらいいる？」


　十一人のうち、まず四人がケガで動けない。


　まともに走れる者だけでも、七人に限られてしまう。


　加えて死体に有効な戦闘ができるのは、ミロクとヴィジャとビスマルクだけ。


「他の奴らは戦えなくても、ケガ人を担かつぐことはできるよな？」


　ケガ人以外は、基本的に元気だ。


「それでミーヤーが囮になるとして、誰かひとりは護衛につけたい」


　ビスマルクを除外しても、ケガ人を運べる人数はちょうど四人。


　ピッタリの計算だ。


「ミロクとヴィジャ、どっちかがミーヤーと一いつ緒しよに囮になるしかねーな」


「では──」


　言いかけて、ヴィジャの動きが止まる。


　てっきりすぐに名乗り出ると思ったし、ミロクもケガ人を担いで逃げる気でいたのだが。


「ミロク、頼たのめるか？」


「俺!?」


　意外な頼みだった。


　ヴィジャが適任だと思ったのに。


「単純な話だ。今は俺よりミロクの方が強い」


「そ……！」


　否定しようとしたが、それはヴィジャに失礼な気がした。


　今のヴィジャには「種」という保障がない。だから剣が鈍にぶるのは当然だ。


　そんな弱い自分を見られたくない、という思いもあるだろう。


「分かるな、ミーヤー」


「……ん」


　渋しぶ々しぶながら、ミーヤーも同意する。自分自身の力不足も実感しているのだ。


「ミロク。ミーヤーを頼むぞ」


「ああ。ヴィジャもそっちを頼む」


　ヴィジャとミロク、お互たがいに頷き合って確かめる。


　絶対に失敗できない仕事だ。


　ヴィジャに認めてもらった剣けん士しとしての誇ほこりに懸かけて、ミーヤーを守ってみせる。


「隊長、予備のニンジンあります？」


「おう、もってけ」


　食用のニンジンを投げ渡わたされた。今使っているニンジンはもうボロボロで、代えが欲しかったのだ。


「僕のもあげますよ。必ず返してくださいね」


　トーラットも胸のスロットからニンジンを取り出す。


　すると近くにいた魔導士が、


「あの……近くに武器庫がありますが、そちらで武器を物色してもよろしいですぞ？　なにぶん非常事態ですから」


「えっと、申し出はありがたいんですけど」


　命がかかっている時に、使い慣れない武器はかえって危ない気がする。


　それほどニンジンが手になじんでしまった事実に、微び妙みような気持ちになるミロクだった。


　アミュレットを巻き付けると、ニンジンが淡く光る。


　この力もまた、ジルサニアとベトの技術が合わさったもの。


　死体の群れなどには負けないことを証明してみせる。


「無事に脱だつ出しゆつできたら、お互いこれを鳴らそう」


　と、ビスマルクが魔導球を渡してくれた。強い音と珍めずらしい色の光を出す、連れん絡らく用の花火だという。


「よしっ」


　ミロクは自分の頰ほおを叩たたいて気合いを入れる。


「ミーヤー王女。準備はいいですか」


「……うむ」


　差し出した手を取るミーヤー。


　しかしその目は常にヴィジャに向けられていた。


「皆みなの衆、生きてまた会うぞ！」


「おおっ！」


　力強いミーヤーの号令に、ケガ人も含ふくめた全員が唱和した。





　　　　　　　＊





　最初に来た抜ぬけ道みちを使い、ミロクとミーヤーは天てん井じよう裏うらに忍しのび込んだ。


　ミーヤーの部屋から廊ろう下かの位置だと思われる場所まで移動したのだが、予想通り死体たちはミーヤーを追って歩き出したではないか。


　天井にミーヤーがいることを理解しており、手を伸のばしたり壁かべなどを叩いているが、歩く以外の知能を持っていないようで、天井までは襲おそってこなかった。


「ねーミロクー、これひょっとして天井裏にいれば安全地帯なんじゃない？」


「……俺も今、それを考えてました」


　前方を腹ばいで進むミーヤーの、丸い尻しりに答えるミロク。


　だが部屋に残った者たちを脱出させるには、もう少し進んで死体たちを引きはがさないといけない。ミーヤーを追うという習性は証明されたので、あとはどこまで連れて行くかが問題だ。


「ま～ずっとここにいてもダメよね～。トイレとか食事とかできないし」


「ですね。なんとか俺らも脱出しましょう」


「てことは、王宮の北から逃にげた方が、ヴィジャたちも逃げやすいよね～」


　少しその言葉の意味を考えると、ミーヤーの部屋は南に窓があった。彼らはそこから逃げると予告していたから、北に向かって逃げるのは良い作戦だ。


「王女、ここから北に逃げる方法分かります？」


「うん、こっちだよ」


　暗い抜け道を匍ほ匐ふく前進するふたり。


　前方のミーヤーは魔法で周囲を照らしながら進んでいく。そんなミーヤーの動きを後ろから見つめるミロク。


　なにか変だと思ったら、何も違っていないのが変なのだった。


「ん、どしたの？」


「この抜け道、よくヴィジャと使ってるんですってね」


「うん。かくれんぼとかして遊んだんだよ～」


　腹ばいのミーヤーの仕草が、ヴィジャとまるで同じなのだ。魔法の使い方も、匍匐前進の姿勢も、周囲を確認する時の視線まで。


　双ふた子ごの兄妹きようだいのようだ。


　背格好はまるで違うのに、深いところで結ばれているのだと感じる。


　ミーヤーもそうだが、ヴィジャのことも守りたいとミロクは思った。どちらが欠けても、どちらも悲しむ。半身を失えば、残った方も死んだようなものだ。だから両方とも守らなければならないのだ。


「ミロク、こっちこっち」


「はい」


　手招きするミーヤーに続いて、ミロクが横穴を進む。


「このまま順調にいけばね、ちょうど王宮の北側の通風口から──」


　ミーヤーが言いかけたその時だった。


　体重がなくなったかのような衝しよう撃げき。


「は──！」


　床ゆかが、正確には天井が抜けた。


　ミロクの身体からだを支えていた天井が、急に外れたのだ。


「やっ──」


「ミーヤー王女！」


　前方に見えるのは、落下していくミーヤー。


　とっさに手を伸ばし、ミーヤーの腕うでを摑つかんだ。しかし突とつ発ぱつ的てきに空中に放ほうり出だされたミロクは、それ以上何もできない。


　ふわりと、内臓が浮うく感かん触しよく。


　受け身も取れずに身体を床にぶつけた。


「ってぇ！」


　違う、床ではない。瓦が礫れきのような石に全身を打ち付けている。


　ケガの確認をする前に、上を見る。


　大人三人分くらいの高さから、天井に開いた大穴が見えた。ミロクたちが進んでいた場所だけではない。天井がまるまるごっそりと抜けているではないか。槍やりで天井を突いたとしても、あんな大きな穴は開かない。


　そこから視線を下げると、斜ななめになった柱があった。


　なるほど、何者かが天井を支える柱を倒たおしたのだ。


　──誰だれがやったか、確認するまでもない。


「くっ……！」


　ミロクとミーヤーは広いホールで死体の群れに囲まれていた。豪ごう華かな長いテーブルがふたつ置かれており、正面には本来なら楽団が演奏しているであろうステージ。ここは王族が会食をするための場所だ。


　今は王族ではなく、死体の群れが使用しているらしい。


　無数の死体がミロクたちを取り囲んでいた。足あし下もとでもぞもぞと動いているのは、落下した天井に潰つぶされた死体だろう。


「ミーヤー！」


　敬けい称しようをつけるのも忘れて、ミロクはミーヤーの安否を確かめた。


「平気……もう少し」


　ミーヤーは足首に緑色の光をあてていた。


「ちょっと骨折しただけだから。うん、これで歩けるよ」


「……すごいですね」


　ちょっと骨折、と言えるところが常人ではない。「種」を奪うばわれたとはいえ、ミーヤーの治ち癒ゆ魔ま法ほうは一流だ。


「ミロク、小指見せて！」


「え？」


　言われて気がついた。ミロクも右手の小指を骨折していた。落下の衝撃で痺しびれているせいか、痛みはまだない。


「はやく！」


「は、はい」


　右手を差し出すと、ミーヤーは左手で自分の足を治ち療りようしながら、右手をミロクに差し出した。すると暖かい光がミロクの手を包み、じわりとした痛みが小指に広がる。なにか見えない冷たいものがヌルリと小指に入ってくるような感触がしたと思ったら、すぐに小指の痛みが引いていった。


「あ、ありがとう！」


　試ためしにニンジンを握にぎって、指が無事なことを確認する。


　少し痛みはあったが、問題なく戦えそうだ。


　となると、あとは──


「ミーヤー王女。俺の後ろにいてください。こいつらを片付けます」


「片付けるって……！」


　そう言わないと、できる気がしない。


　なにせホールの四方八方に死体が詰つめ込まれているのである。それはもうびっしりと、この隙すき間までぶつからずにダンスを踊おどれるのは虫くらいという密度で。


　数にして、二百……いや、三百。


　それらが全て、ミーヤーに殺意を向けている。


　今、彼らが手出しをしないのは、おそらくミーヤーの出す緑色の魔法の光を警けい戒かいしているのだろう。昼より夜に活発になるのも、光に関係があるのだろうか。


　仮にこの死体が手を出さなかったとしても、ここから北へ逃げるにはどのみち死体を蹴け散ちらす必要がある。


「……殺させません。絶対に」


　ニンジンを構え、深呼吸をする。


　直後、死体の群れが洪こう水ずいのように押し寄せてきた。ミーヤーに襲いかかるタイミングは、まさに彼女が治癒魔法の光を消した直後だった。


「うぉおおおおおおおっ！」


　壁が放つ僅わずかな光が照らす部屋に、ニンジンの光が軌き跡せきを描えがいて円運動をする。それに触ふれた死体たちは、一いつ斉せいに吹ふき飛とんでいった。


　ミロクのニンジンが突つき入れられた死体は、胴どうか顔を爆ばく発はつさせるようにして吹き飛び、壁かべ際ぎわの死体は仲間の体重で押し潰される。


　肉体そのものの耐たい久きゆう性せいはそれほど強くないようだが、寄生している植物は堅かたい。だからニンジンの突きどころが良いと、その場で爆発する死体もある。


　普ふ通つうの戦場であれば敵も萎い縮しゆくしてしまうところだが、死体は恐きよう怖ふ心しんがないのか、ただミーヤーのみを狙ねらって牙きばを剝むく。


　ミロクの渾こん身しんの一いち撃げきにすらまったくひるまない死体たちは、人間の姿をした昆こん虫ちゆうのようだと思った。生物的な恐きよう怖ふと、無機質な恐怖が同時に襲ってくる。


「おおおぁぁぁあああああああっ！」


　絶ぜつ叫きようには自分の気合いを高める他に、敵をひるませる効果もあるのだが、死体はミロクの声を聞く能力は持っていないようだ。


　空回りしそうなミロクの気合いだが、そこは達人の技、へその下あたりに見えない力を充じゆう塡てんさせ、強きよう烈れつな踏ふみ込こみと共にニンジンを突き出す。絶叫が通じないのなら、物理的に分からせるのみ。


　突き出した死体が扇おうぎ状じように倒れても、その範はん囲いから逃のがれた死体がまた襲ってくる。


「ミーヤー王女！　伏ふせて！」


「えっ？」


　振ふり返かえると、きょとんとしたミーヤーの顔。


「ああ、くそっ！」


　小さな苛いら立だちを覚えつつ、ミーヤーの身体を抱だき寄よせて強ごう引いんに移動させる。そこに死体の群れが束になって押し寄せてくるが、ミロクのニンジンが先頭の一体の鼻っ柱に叩たたき込まれる。


「ご、ごめんね！」


「気にしないで。俺もですから！」


　守る時の調子が摑めないのだ。


　具体的に指し摘てきしづらいのだが、ジュジュと一いつ緒しよだとうまく嚙かみ合った動きが、ミーヤーだと少しずれる。たぶんヴィジャがジュジュを守る状じよう況きようになったら、同じ違い和わ感かんに気づくだろう。


　それはほんの少しの体格差だったり、聞き慣れた声だったりする。


　その僅かな差が、この場では命取りになる恐おそれがある。


「だぁぁああああああ───あっ！」


　死体の心臓にカウンターで突き入れたニンジンが砕くだけた。たまたま植物の堅い箇か所しよに当あたったらしい。


　動物相手だったら、砕け散ったニンジンの欠片かけらを拾って食べるものもいるだろう。しかし死者に食事は必要ない。ニンジンを踏みつぶしてさらに多くの死体が飛びかかる。


「このぉおおおおおおっ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いを込こめて、ミーヤーに群がる死体を全て吹き飛ばす。一体ずつ壊こわすのではなく、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの反動で吹き飛ばすのを最優先にする。


　痛みも恐怖もない敵なら、そうするしか手はないのだ。


　だから、吹き飛ばした後のことなど、何も考えていなかった。


「あっ！」


　ミーヤーが指さす先。


　先ほど吹き飛んだ死体が、壁かべを壊したようだ。最初は小さな穴だったのに、あっという間に死体が穴を広げ、壁一面を穴に変えてしまった。廊ろう下かを彷徨さまよっていた死体が雪崩なだれ込んでくる。
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　これ以上の死体は相手にできない。


　いくら達人のミロクでも限界があるし、逃にげるのが先だ。


「ミーヤー王女！　逃げますよ！」


「どうやって？」


　ミーヤーが北を示す。


　壁だった。


　本来なら、この壁も天てん井じようから抜ぬけていくはずだったのだ。


「廊下から逃げられ……」


「ると思う？」


　視界の八割は死体が埋うめ尽つくしている。おそらく見える範囲だけで四百は超こえている。さすが王宮のホール、大勢入っても大だい丈じよう夫ぶ。


「……！」


　ミロクは弱い頭で考える。


　この場を逃げ出す方法。とりあえずミーヤーが生きてさえいればいい。


　最悪、ミロクの命を──


「あ、そうだ」


　ヴィジャではないが、捨て身の戦法を思いついた。


「俺がミーヤー王女を担かついで走ります」


「それ、すぐにやられない？」


「やられたらミーヤー王女が俺を治します。治しながら俺が走って、脱だつ出しゆつできないかなー、なんて」


「ビスマルクさんが話してたけど、本当にバカなのねアンタ……」


　頭を抱かかえるミーヤー。


　はて、何が悪かったのだろう。


「そんなの、数で押さえ込まれたら終わりでしょーが！」


　そうか。向こうには数の利があった。いくら剣けんが優すぐれていても、人を担いだ状態でのしかかられたら誰だれだって潰れる。


「参ったな──」


　初めて、弱音が出た。


　体力が尽きてきたのかもしれない。


　しかしミーヤーとヴィジャのために、ミロクも力尽きるわけにはいかない。


　とはいえ、決定的に足りないものがあるのだ。


「さすがにニンジン一本じゃ……！」


　ジュジュが近くにいれば、宝ほう剣けんが使えるのに。


　ジルサニア騎き士しとしての神しん髄ずいを、この城にいる全ての死体に叩き込んでやれるのに。


　焦あせりが身体中を締しめ付つける。


　気を静めようと思った次の瞬しゆん間かん、手の汗あせでニンジンが滑すべった。


「しまっ──！」


　慌あわてて拾い直すが、その間に死体はやってこなかった。


　いや、よく考えれば、ミーヤーと会話している時も死体はおとなしかった。


「……？」


　死体はこちらを見ていない。


　視線を彷徨わせている……ように見える。死体にまともな視覚があるのかは不明だが、ミーヤーを捜すように、どこか空中の何かを見ている。四百体が同時に。


　なにかいるのか、とミロクもそちらを見るが、分からない。


　しかし代わりに何かを聞いた。


　戦いの音ではない。澄すんだ音色。優やさしく聞こえそうで、だけど気になったら止まらない、耳みみ障ざわりな音にも聞こえる。


　この音、聞き覚えがある。


　どこで聞いたのだか──


「おー、いたいた、いたよ！」


　さらに聞こえる、第三者の声。


　こちらにも聞き覚えがある。しかも、つい最近聞いた気がする。


　仲間だったらすぐに思い出せるのだが……どこで会った声だろうか。


「おーい、こっちだ！　ほらよ、これがあればいいんだろ!?」


　声は天井から──大きく開いた穴から聞こえた。


　そこから投げつけられるのは、刀身の長い剣。


「……これは!!」


　ミロクの目の前に刺ささった剣。


　聞き覚えがあるはずだ。


　音は、その剣から発せられていたのだ。


　紋もん様ようの入った刃はに、宝石などで装そう飾しよくされた柄つか。


　そしてなにより特とく徴ちよう的なのは、柄から延のびる鈴すず。


「『鈴の剣』じゃないか！　なんでここに!?」


　ジュジュの左手の「宝ほう物もつ庫こ」に入っているはずの剣だ。


　ミロクの知らない誰がこれを持ってきたのだ。


「よっ、と」


　用意の良いことに、天井からロープが垂れ下がる。


　そこからスルスルと降りてくる人ひと影かげ。死体の群れにも大して動じずに、ミロクとミーヤーの前に降り立った。


「……な、な、な」


　剣よりも、その人物の方が予想外だった。


「なんでお前がここにいるんだよ!?」


「よぉ。また会ったな」


　ミロクを見て、彼は爽さわやかに手を上げる。





　　　　　　　＊





　その日の午後には、もうジルサニアに知らせが入っていた。


　この世で最速の生物は竜りゆうだと言われているが、それは自然界での話。さもなくば人間に操あやつれる速さでの話だ。本気を出せば竜より速度の出る生物は山ほどいる。例えば昆虫などは反射神経や瞬間時速などは竜を超える。


　その昆虫の速さを持った、さらに大きい生物がいたら。


　ベトの速達用伝でん書しよ鳩ばとがそれにあたる。とにかく品種改良と訓練を重ねた鳩で、速さなら竜を凌しのぐ。しかしどう足あ搔がいても鳩なので、小さな手紙しか運ぶことができない。そのため、この鳩が他国に届くということは、緊きん急きゆう事態を意味していた。


　ジルサニア国王の元に届いたのは、ベトが死体の群れに襲おそわれたという簡潔な知らせ。それを聞いたジルサニア国王は、すぐに騎士団を派は遣けんする準備を始めた。騎き馬ば師団長アーセージが先せん陣じんをきり、王宮を取とり戻もどす手伝いをする。


　ジュジュもこの事態を間接的に知った。


　まさかミロクたちが何かやらかしたせいで起きた事件かと思ったが、どうやらそうではないらしい。それどころか、伝書鳩に託たくされた短い文面にはジュジュ宛あてのメッセージまで含ふくまれていた。


　──曰いわく、姫ひめの大切な使者が脱出したかどうか確認がとれない、と。


　その一文を読んだ時のジュジュと、彼女から報告を聞いたアーニィとフェリサの第一声は同じだった。


「やっぱり」


　三人揃そろって肩かたを落とす。


　あの連中がもめ事に巻き込まれないはずがないのだ。むしろこんな非常事態で何もせずにノコノコと帰ってくる姿が想像できない。


「とりあえず、トーラットも準備してたみたいだ。クロトポリカが完全に暖まってる。発進させて、私たちだけでもベトまで行くぞ。クロトポリカの速さなら、夜には着く」


　親指で格納庫の方角を指さすジュジュ。


「トーラットがいないのに、クロトポリカ動かせるの？」


　ゴーレムにはとんと疎うといアーニィの質問。


「ああ。簡単な操縦方法なら知ってる。これでも付加魔ま法ほうの国のお姫様なんだぜ、私？　なんつって、本当はトーラットが簡単な操縦方法を教えてくれたんだ。私にだけな」


　それはミロクがオウガンの竜で飛べた理り屈くつと同じだ。


　もしもトーラットに何かあった場合、ジュジュが代わりにクロトポリカを操って身を守れるようにしたのである。


「なるほどねー」


　納なつ得とくして深く頷うなずくアーニィとフェリサ。


「んじゃ、あとは支し度たくしてとっとと行くべ」


「その前に、やることがあるだろ」


　はやるフェリサを抑おさえるジュジュ。


　そうして、彼女は目の前の男を見下ろした。


「……なんでお前ら、ここでそんなこと話してるの？」


　うんざりした顔のディアートがいた。


　ここは「聖書バイブル」の牢ろう獄ごく。ディアートが拘こう留りゆうされている奥の部屋だ。


「昨日で尋じん問もんは終わりじゃないの？」


「ああ、訊きたいことは昨日全部聞いたよ」


　腰こしに手を当て、ディアートを見る。


　たった一日で、かなり表情が変わった。昨日はもっと卑ひ屈くつな顔をしていたのに、今は健康的だ。昨夜ジュジュが食わせたまともな料理のおかげだろうか。


「話は聞いたな、ディアート？　ベトが今ヤバイんだ」


「みたいだね」


「どう思う？　何か心当たりがあるか？」


「ないね。なんかねー、死体の軍団とか、モズのやり口とは違ちがう気がするんだよなー。あの魔導士だったら、こんな直接的に攻せめないと思うんだよ」


「うんうん」


　それにはジュジュも同意する。


「ていうかさー、なんでいちいち俺に訊くわけ？」


　少し苛いら立だつディアート。


「自分で調べりゃいいじゃん。姫なんだから、情じよう報ほう網もうとかあるんじゃないの？」


「それが、そうでもない。敵の情報なんて、それこそ敵からじゃねーと手に入らないし」


　ディアートの目を見て、真しん剣けんな顔で頷くジュジュ。


「そうなんだ。私に足りないのは、敵の情報だ」


「……？」


「それと、敵の裏をかける手段に、私を見る公平な観点」


「なに、何の話？」


　答えるのは癪しやくだ。


　だが、認めざるを得ない。





「お前が、それを全部持ってるってことだよ」





　ジュジュの指が示すのは、首を傾かしげる優やさ男おとこの顔。


　どうやら話の意味が分からなかったらしい。


「ったく、知らないよー。どうなっても」


「どうにでもなるべ。いつもそうだった」


　アーニィもフェリサも呆あきれ顔がおだ。


「だから、何の話だよ!?」


　繫つながれたまま身体からだを伸ばすディアート。


　目が合うと、ジュジュはニヤリと笑った。


「ヴィクトルに、お前のやったことを全部バラす」


「なっ──！」


「金のために国を裏切り、爆ばく薬やくで騎き士しを負傷させ、私に狼ろう藉ぜきをはたらいたこと、そして無様に捕つかまったこと。その全てはヴィクトルに金を送るためだということ……洗いざらいぶちまけてやる」


「ふ、ふざけんな！　あいつは関係ないって言ってるだろうが！」


「知るかよ。関係ないかどうか判断するのは私だ。身内の罪は知っておかなきゃ、後ろ指を指されるハメになった時に辛つらいだろうさ」


「この豚ぶた女おんな！」


　立ち上がろうとして、ディアートは倒たおれた。


　後ろで手を縛しばられており、うまく動けないのだ。


「なぁ、ディアート。そんなにヴィクトルが大事か？　あいつはお前の何なんだ？」


「だから、友達だって言っただろう！」


「なんで友達なんかのために国を裏切った？」


「……？」


　軽けい蔑べつする目のジュジュに、ディアートは困こん惑わくする。


　彼にとっては、虚きよを突つかれたような言葉だったようだ。


「……ダメなのか？」


　いつになく真面まじ目めな表情のディアート。


「友達のために金を稼かせいじゃ、ダメだっていうのか？　家族や恋こい人びとのために裏切る人だっているだろ？　だったら、どうして友達じゃダメなんだ？」


　ジュジュはアーニィとフェリサを見る。


　ふたりとも、少しだけ笑っていた。小こ馬ば鹿かにしたような、だけど心の底では何かを認めたような顔をしている。


　納のう涼りよう騎き士し団祭りの時、黒こく鎖さ隊たいのラムから聞いた話だ。


　トーラットが、こんなことを言ったそうだ。


　──ジュジュを守るためなら、ビスマルクは殺人や裏切りも辞さない。


　優先順位の問題だ。モラルや法律よりも大切なものがあるのだ。


　流されてダラダラと正義を歩く者より、確固たる信念のために悪事を働く者の方が、ジュジュは好きだ。


「ディアート。ヴィクトルにバレるのは嫌いやなのか？」


「っ……！　嫌だ！」


　ここにきて、初めて正直なディアートを見た気がする。


「じゃあ、もうひとつの選せん択たく肢しだ」


　胸を反らし、ディアートの前に一歩進むジュジュ。


　細い足が彼の目の前に置かれた。





「ディアート。私に忠誠を誓ちかえ。犬のようにな」





　悪あく魔まのようなジュジュの声よりも、周りでクスクスと笑っているアーニィとフェリサの方が凶きよう悪あくに見える。


　ディアートは引きつった笑いを浮うかべたまま、とりあえず質問した。


「……正気か？」


「おう」


　ジュジュが取り出したのは、一枚の紙。


　そこにはディアートの恩おん赦しやを求める文面が書かれてある。もちろんジュジュの直筆だ。


「私の犬になれば、命を助けてやる。私にはそれができる」


　今、この国で彼の命を救えるのは彼女だけだ。他の者でも権利を持っているかもしれないが、ディアートを救う気になっているのはジュジュしかいない。


「うさんくせぇ……」


　正直なディアートに、ジュジュは指を立て、


「しかもだ。モズとかいう魔導士と契けい約やくした時にもらった金の倍出す」


「なんだと？」


　書面の下の方に、契約内容も書かれてあった。その紙をアーニィに託すと、ジュジュは身を屈かがめてディアートに目線を合わせた。


「お前はヴィクトルに金を送る目的のために裏切ったんだろ？　ならもっと大量の金があれば忠誠を誓ってくれるってことじゃねーのか？」


「バカ言ってんじゃねぇよ！」


　ジャラ、と鎖くさりが鳴った。繫がれているディアートが身を起こしたのだ。


「それで俺が満足すると本気で思ってんのか!?　いくら姫だからって、俺を従えるとか寝ね言ごとほざいてるヒマがあったらミロク助けに行けよ！」


「……フン」


　ディアートの言葉を全て受け入れて、ジュジュは鼻で笑って答えた。


「お前の意見なんてどーでもいいんだよ。私は提案してるだけだぜ？　ふたつの選択肢をな。ヴィクトルに全部バラされた上に一族郎ろう党とう惨むごたらしく処しよ刑けいされるか、それとも私の靴くつを舐なめ回すか」


「……！」


　選択肢などという生やさしいものではない。


　明らかに不公平な天てん秤びんだということは、誰だれもが理解している。


　ただ、ジュジュに従うのもけして悪い選択肢ではないのだ。命が救われる上に、高い給金まで払はらわれる。騎士の給料はけして安くはないが、ディアートに提示された金額は上級騎士の年収の三倍以上。


「さぁディアート。鳴けよ」


　額に血管が浮き出ているディアートに顔を近づけるジュジュ。


　下僕を品定めするような賤しい目で、けっして彼の手が届かないのをいいことに、魂たましいすら罵ば倒とうするような声で嘲ちよう笑しようする。


「犬のように私の靴にキスしろ。命と引ひき換かえだ」


　ニンマリと笑うジュジュ。


　ディアートは何かを決めたように、息を吐はいた。


　彼の鳴き声を聞くために、ジュジュは耳を傾かたむける。


「ジュジュ……」


　声がはっきりと出るように唾つばを飲み込んでから、ディアートは囁ささやく。





「お前なんか大だい嫌きらいだ。あの世からでも、呪のろい殺してやる」





　小さな声だが、はっきりと聞こえた。


　ジュジュは顔を上げると、フェリサに目配せする。


「わっ！」


　フェリサが動くと、ディアートを縛っていた鎖が解けた。手て枷かせが外れると、ディアートは痛む手首をさすり、自分の身に起きたことが噓うそではないか確かめる。


　そして、もう一度ジュジュを見上げる。





「そういうヤツが欲しいんだ、私は」





　まるでその返答を期待していたかのような微ほほ笑えみ。


　全てお見通しだと言わんばかりの目に、ディアートの顔が嫌けん悪おから落らく胆たんへと変わる。


「──チッ。どのみち俺に決定権なんかないんだろ。わーったよ。やってやるよ。絶対に後こう悔かいさせてやるからな」


「させてみな。楽しみにしてるぜ」


　ジュジュはディアートに背を向け、さっさと歩き出す。


「行くぞ。着き替がえは用意してある。次の鐘かねが鳴る頃ころには発たつぞ」


　もう用事は済んだ。この臭くさい牢ろう獄ごくに用はない。


「だから嫌いなんだ……ああいう女は！」


　後ろからディアートの呪じゆ詛そが聞こえてくるが、それにも用はない。契約は果たされた。これであの男は逆らえない。


「ほれ、ディアート。これ契約内容だから確認しといてね」


　アーニィが紙を渡わたすと、ディアートは静かになる。


「………………あれ」


「どしたの？」


「これさ、ここんとこ。給金の、ほら。これって俺がモズにもらった金の三倍あるんだけど……もらっちゃっていいのか？」


「え、ウソ!?」


　振ふり返かえり、駆かけ戻もどるジュジュ。


　見れば紙を手にしたままディアートが小こ躍おどりしているではないか。


「うっひょー！　こんなにくれるんだ！　だったら俺、がんばって働いちゃうよー！　いいね、俄が然ぜんやる気出てきた！　これなら姫ひめ様さまのお守もりに見合った金額だよ！」


「ちょ、待て！　手て違ちがいだ！　返せ犬野や郎ろう！」


　手を伸のばすジュジュだが、すでにディアートは彼女の脇わきをすり抜ぬけて牢獄の出口まで走っている。


「誰が返すかよバーカ！　これで俺も億万長者だぜ！」


　ものすごい逃にげ足あしで去っていくディアート。あっという間に見えなくなってしまった。


「……逃げ足は隊長以上だ」


　冷静に分ぶん析せきするフェリサ。


「はぁーあ、これでまたトラブルメーカーが入隊しちゃったかー」


　その横で、ジュジュと同じようにため息をつくアーニィ。まるで自分はそうではないと言いたいみたいだ。


「でもさ、ジュジュ」


「あん？」


「ジュジュって数学得意だったよね？　なのに、取引材料にも使う大事な契けい約やく書しよの金額を間ま違ちがえるなんて凡ぼんミス、する？」


「するんじゃねーの？　私だって人間だぜ？」


　ニヤリと笑うジュジュ。


　真相は彼女しか知らない。




エピローグ




　　　黒こく鎖さ隊各員へ通達





　緑の月二十六日に生じた一連の事件で、反逆容疑で身柄を拘こう束そくされたディアート・カーリンの処しよ遇ぐうが決定した。


　ジェルメーヌ姫の下もとで保護観察処分である。


　よってディアート・カーリンは昨日付けで黒鎖隊を除隊処分される。以後はラム副隊長の補ほ佐さにビッカーズ、南東地区担当は新任が決定されるまでラム副隊長とビッカーズが暫ざん定てい的てきに配属されることになった。


　黒鎖隊として、ジルサニア騎き士しとして、このような恥はずべき前例に倣ならう者が二度と現れないことを切せつに願う。





　なお、犯罪に使われていた可能性があるため、ディアートが所持していた物品は全すべて黒鎖隊が管理中。


　貸たい与よしていた物品がある場合、ラム副隊長に報告すること（男性の隊員で、貸与した物品の詳しよう細さいをラム副隊長に告げるのが憚はばかられる場合のみ、隊長に報告せよ）。





　以下、フリースペース。


　ディアートへの恨うらみ辛つらみでも書いてください。





　　　→追記　紙が足りなくなりました！　別紙を用意します！





　　　　　　　＊





　クロトポリカの操縦はトーラットほど上手ではないが、ある程度自動で道を探したり障害物を避よけたりする機能が付ふ随ずいしているらしい。おかげで日付が変わる前にベトまで辿たどり着つくことができた。


　首都バイディールにゴーレムが現れたことで、ベト国民は騒さわぎ出す。しかしそのゴーレムの背に乗っているのがジルサニアのジェルメーヌ姫だと知ると、みな好意的に王宮まで案内してくれた。


　一いつ般ぱん人じんはともかく、戦士たちはジェルメーヌとクロトポリカのみが来たことに軽く落胆したが、彼女の口から「すぐにジルサニア騎士団が来る」と伝えられると、狂きよう喜き乱らん舞ぶして目を輝かがやかせた。つまるところ、今彼らが欲しいのは美しい姫ひめ君ぎみではなく、頼たのもしい戦力なのである。


「お」


　王宮に向かう広い街かい道どうで、ジュジュが左手を見る。


　クロトポリカは人通りの多い街道を進んでいるため、スピードは人の歩行と同じくらい緩ゆるやかだ。じれったいが、仕方がない。


「どしたの、ジュジュ？」


　アーニィもジュジュの左手に注目するが、何かが変わった様子はない。


「ミロク、本当に王宮の中だわ」


「分かるの？」


「ああ。左手が教えてくれる」


　原理まではよく分かっていないのだが、契けい約やくした騎士の居場所を捜せる機能がついているようだ。強く念じれば、大まかな方角と距きよ離りが分かる。離はなればなれになった時、すぐに近づけるように作られたのだ。


「たぶん、ミロクの方も私が来てること、分かったんじゃないかな」


「へぇ。惹ひかれ合うふたり、ってか」


　クロトポリカの背中で寝ね転ころんでいるディアート。


　黒鎖隊の黒い剣けんは没ぼつ収しゆうされ、代わりに胸のスロットにニンジンが挿ささっている。


「そんなオメーに、さっそく仕事だ」


「あん？」


「あの王宮のミロクたち、ちょっと助けてこい」


「えっと、俺の命を助けてくれるって契約じゃなかったっけ？」


　死体の群れに占せん拠きよされた王宮を眺ながめるディアート。


「しかもその命令、漠ばく然ぜんとしてない？　あの王宮、どんだけ広いと思ってんの？」


「だいたいの位置は分かるっつってんだろ？　大だい丈じよう夫ぶだって、ちょっと行って一いつ緒しよに帰ってくるだけだって」


「君さぁジュジュ……いつもこんな無茶な命令出してんの？」


「無茶じゃねーよ」


　ジュジュは左手に触ふれた。


　強い光がそこから生まれ、すぐに消える。すると彼女の右手には一ひと振ふりの剣が握にぎられていた。しゃらん、と澄すんだ音の出る、装そう飾しよくされた剣だ。


「これだ。こいつをミロクまで届けてこい。そうすりゃ、あとは見てるだけでいい。敵はミロクが全て片付けてくれる」


「…………」


　剣を受け取り、ディアートは考える。


　おそらく生きて帰れるかどうかの計算だ。


「そいつを渡した後は、みんなと一緒に逃げ帰ってこいよ。逃げるの得意だろお前？」


「……得意だよ。他のことはともかく、逃げることにかけては右に出るヤツはいないね」


　ぶつくさ言いながら、ディアートは剣を背中に結びつける。腰こしに佩はくには少し長すぎるのだ。おまけに鞘さやもない。この剣を使う時は死地に挑いどむ時だけだろう。


「分かったよ、給料分は働くよ。ったく、初仕事がコレかよ……」


　屈くつ伸しんしつつ、それでも愚ぐ痴ちをやめないディアート。態度はノリ気だ。顔も心なしかニヤけている。


「じゃ、行ってくる。帰ってきたらキスのひとつでもしてくれよ、ジュジュ」


「札束でビンタしてやっから、とっとと行ってこい！」


　肩かたをすくめると、ディアートはクロトポリカを降りて走っていく。


　おそらく、アイツはやってくれるだろう。


　性格はともかく、元黒鎖隊としての技量は認めているのだから。


「さて」


　月に照らされるベト王宮。


　遠くに見ているジュジュは、中の惨さん劇げきを知らない。


　だが悲観はしていない。


　なぜなら、ジュジュがここに来たからだ。


　ジュジュの剣とミロクの腕うでがあれば、守れぬものはないのだ。


「フッフッフ、今度は私が助ける番だぜ、ミロク！」


　ジュジュは腰に手をあてて笑う。


　周囲のベト国民が何事かとこちらを見て、慌あわててジュジュはよそ行きの笑え顔がおを作った。





　　　　　　　＊





「──というわけだ」


「バカじゃないのかアイツは！」


「俺もそう思う」


　憤ふん慨がいするミロクに同意するディアート。


　周囲を死体に囲まれているというのに、呑のん気きな会話をする余よ裕ゆうがあるのは、ミロクが鈴すずの剣を手にしたせいだろう。


　ミーヤーを狙ねらっていた死体の動きが、明らかにおかしくなっていた。


　この剣の鈴から発せられる音は、敵の意識をひきつける力があるらしい。会話ができない死体でも効くということは、音そのものの効果ではなく魔ま法ほうの力がはたらいているのだろう。


　リン、と強い音と共に、ミロクは剣を正眼に構える。


　ニンジンとは違ちがい、全身に力がわき上がる。腹の下に溜ためた気合いが身体からだを通じて剣に伝わっていくようだ。


「ま、そーいうことだから。よろしく」


　ヘラヘラ笑うディアートに、ミロクは眉まゆをひそめる。


「……俺はまだ認めたわけじゃない」


「別にお前に認めてもらう必要なんかないしー。俺はジュジュと金銭の契約で結ばれたんだ。信しん頼らいされるための努力なんてしないさ」


「お前のせいでトーラットが傷ついた」


「敵同士だったんだから、当たり前だろ？　生きてたんだから、いいじゃないか。それを言ったらそっちだって、今まで斬きってきた敵のこと考えたことあんのかよ？」


「む……」


　言い返せない。


　特に内乱の多かった島国であるオウガンの歴史を紐ひも解といても、昨日まで敵同士だった軍が共通の敵を叩たたくために和わ睦ぼくを結んだ例はたくさんある。


　理り屈くつでは納なつ得とくできるのだが、感情がついていかない。


「っと！」


　などと考えている間に、死体が襲おそってきた。


　囲まれたディアートとミーヤーを庇かばうように立ちはだかり、ミロクは鈴の剣を横よこ薙なぎに払はらった。


　五体、同時に斬った。


　まるで腐くさった果くだ物ものでも斬るように、複数の死体の胴どうが真っ二つになる。そして倒たおれた死体を踏ふみ越こえて現れた新手を、さらに切きり崩くずす。たった二回の動作で、およそ十体ほどの死体が粉々になった。


「うっひゃー、やっぱり強いな」


　相そう好ごうを崩さず、ディアートが小さく拍はく手しゆをする。


「ホント、強いんだねミロク……」


　二人に守られるように隠かくれていたミーヤーも、口を押さえて驚おどろいている。


「あ、そうそう、アンタ！」


「え？」


　いきなりディアートに話を振ふられるミーヤー。


「なんだよミロク！　こんな美人がいるって教えてくれなかったぞ！　もしも知ってたら、もっと早く駆かけつけたのによ！」


「俺に言うなよ！　それにこの人、ベトの王女だぞ！　少しは慎つつしめ！」


「へー、王女様……てことはミーヤー・ベト・トゥエータ様か」


　サラッと名前が出るディアート。やんごとない人物だから知っていたというより、美女の名前は全て記き憶おくしているといったふうだ。


「いいね！　正直、ミロクだけ助けるってんならテキトーに済ませるところだったけど、こんなに綺き麗れいな王女様がいるなら話は別だ！」


　ちょうど足下に転がっている燭しよく台だいを、ディアートは持ち上げた。金属の胴どう体たい部分ではなく、火の点ついていない蠟ろう燭そくを握っている。


　その燭台がぐにゃりと〝変化〟した。


　蠟燭の部分が柄つかになり、金属部分が鋭するどい剣になった。


「ミロク。お前の剣でそこの壁かべ、斬れるか？」


　北の壁を指すディアート。


「余裕だ」


「だったらそこをぶった斬って逃にげようぜ。王女は俺が連れて行く。お前は先行して道行く死体どもを薙なぎ倒たおしてくれ」


　偉えらそうに命令するディアートに少しカチンときたが、彼の作戦を否定する要素は何もない。ミロクもそれが最も単純な方法だと思っている。


「大丈夫、ある程度の傷なら治すよー」


　ミーヤーも立ち上がり、指を鳴らす。


　宝ほう剣けんとディアートが来たことにより、希望が出てきたようだ。


　悔くやしいが、ミロクも心底ありがたいと思っている。


「……ディアート」


「なに？」


「後でトーラットに謝れよ」


「わかってるって。トーラット、奥さんいるんだろ？　人妻を泣かせるのも趣しゆ味みじゃないからね」


「よし」


　改めて剣を構えるミロク。


　ふたりなら難しくても、三人なら──


　なにより、ジュジュの力があれば、何でもできる気がする。


「うおおぉぉぉおおっ！」


　かけ声と共に剣を振り下ろす。


　斜ななめに切り裂さかれ、ぱっくりと開いた壁の穴から、大量の死体が飛びだした。


　悪夢のような光景だ。





[image: ]


　ミロクの剣が、その夢を覚ますかのように大きな音で鳴いた。


「行くぞ！　絶対に生きて脱だつ出しゆつするんだ！」













〈つづく〉







あとがき




　──ジルサニア城下町の夜の顔。渇かわいた社会に疲れた女性を癒いやすホストたち。今日はそんなジルサニア界かい隈わいでは知らない人はいない、と噂うわさの店「レッドアイ」のナンバー１、ミロク・シーレンさんに話を伺うかがってみた。今日はよろしくお願いします。





　こちらこそ、よろしく。どうぞ、まずは一杯。あ、これはお店からのサービスですから、お代はいただきません（笑）。





　──会ったばかりでいきなり失礼かもしれませんが、随ずい分ぶんお若いですね。もしかして未成年？





　いやいや、そんなことないよ（笑）。けど、この業界に入って、まだ一年くらいかな。そういう意味では、まだ勉強中の身です。先せん輩ぱい方にも色々とご指導いただいてるし、リスペクトもしてるよ。





　──ナンバー１ホストにしては、随分と謙けん虚きよですね。





　分ぶをわきまえているだけだよ。この業界、結局はタテ社会だからね。売り上げはもちろんだけど、恩人への礼れい儀ぎっていうの？　そういうことも忘れちゃダメだと思うんだ。こないだもビスマルク店長にナメた口きいた後こう輩はいがいたから、お灸きゆう据すえてやった（笑）。そしたら事件起こしちゃって──





　──後輩さん、ディアートさんでしたよね。先日、牢ろう獄ごくに入れられたそうじゃないですか。お店にとってかなりのマイナスイメージになったのでは？





　普通にしてれば、デキるヤツだったんだよ。年配のお客様へのウケも良かったし。だから掛かけ金きん抱いたままトンズラ試みた時はビックリしたよ。ホストクラブ「レッドアイ」は、お客様への尊敬の気持ちで成り立ってるから。アイツのお客様には悪いことしたと思ってる。結局、掛けも回収しないって店長が言ってた。特例中の特例だよ。けど、ウチの店の従業員が全員そんなヤツだとは思って欲しくない。





　──レッドアイの皆みなさんは、落ち着いた雰ふん囲い気きの方が多いですね。





　そんなことないよ。みんな怒ると怖い怖い。特にナンバー２のバウゼン先輩なんて、週に一度は二刀流で暴れるからね。お店がなくなっちゃうよ（笑）。でも、あの人の話術は魔ま法ほうだね。俺もタラしこまれそうだ。それから内ない勤きんのトーラットさん。あの人ホストじゃないのに、異様に人気があるんだ。フロアに出ればいいのに、ずっと断ってるんだよね。





　──人気が出ると、やはり大変なお客さんもいらっしゃるのでは。





　いるいる（笑）。いわゆる痛いた客きやくってヤツ。だけど、そんな人でも分わけ隔へだてなく愛するのがホストってもんでしょ。夢を見せる職業の人が笑顔を失っちゃダメだよね。





　──ここで、なんとその「痛客」がたまたま来店。良い機会なので、ミロクさんの仕事ぶりを見せてもらうことに。








「いらっしゃい！　今日は機き嫌げんいいねジュジュ！　何か良いことあった？」


「……ドンペリ」


「ありがとう！　ドンペリ入りまーす！」


「……」


「ちょっと！　みんな、ドンペリだぞ！　ドンペリダンスの準備！」


「いや、だってミロクさん。このお客さん、飲む酒全すべてドンペリじゃないスか……閉店までドンペリダンス踊おどるの無理ッスよ……」


「あ、うん、そうだな……」


「おらミロク！　座れ！　酒つげ！」


「う、うん！　待っててねジュジュ！」


「足が痛い。揉もめ」


「は、はい」


「退たい屈くつさせんな。いつものケツ踊りしろ」


「はい……」


「オラ、次のボトル持ってこい！　ドンペリだ！」


「はい──っ！」


「何見てんだボケ！　てめーらは仕事しろ！　ミロクだけこっち来い！」


「ひぃぃぃっ！」


「酒だぁーっ！」





　──え、ええと、なんだか雲行きが怪あやしくなってきましたね。あ、すみません内勤のトーラットさん。あれは一体どういう……？





　ああ、いつものことですよ。彼女、ジュジュさんと言うのですけど、毎日来てはドンペリをたくさん注文していくんです。だから必然的にミロクが売り上げトップになるわけでして。普ふ段だん、どんなお仕事されてるんでしょうねぇ。





　──ええっ!?　たったひとりのお客さんで、売り上げトップ!?





　そうなんですが、彼女の気き性しようの荒あらさはジルサニアでも有名でして。ただミロク以外の従業員には興味がないので、ウチとしては助かってますよ。





　──それってミロクさんじゃなく、あのお客さんがすごいのでは……？





　いやぁ、そうとも言い切れませんよ。ミロクが生きてさえいれば、お金をたくさん落としてくれますから。そういう意味ではミロクにナンバー１ホストの称しよう号ごうをあげてもまったく問題ないと思います。ウチの店がやっていけるのも、ミロクのおかげです（笑）。





　──厳しいホストの世界。年ねん功こう序じよ列れつはおろか、時として実力主義すらひっくり返す弱肉強食の世界。そんな世界の一いつ端たんを垣かい間ま見みることができれば幸いである。





「オラオラ！　もっと飲めやミロク！」


「ちょっ、もう飲めな……ダメ、これアルコールハラスメントだから！」


「なんで苦く丁てい茶ちやでアルハラになるんだよ！　そーれイッキ、イッキ！」


「店長、俺今日でこの店辞めます！」


「悪いなミロク。とあるやんごとないトコから、お前を辞めさせないように命令されてるんだ。そーれイッキ、イッキ！」


「イッキ！　イッキ！」





　　　　　　　＊





　このあとがきを書くための参考文ぶん献けんとして『夜王』と『新宿スワン』を読んだのだが、それがフィクションかノンフィクションかはどーでもいいだろう。俺も読者も。あとがきの余よ興きようにツッコミは……さすがに来ないだろうと信じてる。信じてるから。


　俺、この仕事はじめてもう六年になるけど、ここまであとがきで苦労したシリーズは他ほかにないと思う。


　次どうすんだマジで……本編の内容よりも考えるのが難しい。


　編集Ｍ女史は「本日の仏像弥み勒ろくが読みたいなぁ」とのたまっているが、弥勒菩ぼ薩さつは出したとして、あとはどーすんだよソレ！　戦艦ビスマルクＶＳ弥勒菩薩でもやればいいのか!?


　よし、もしも次のネタがなければ、それで行こう。





　本来ならば苦手な巨きよ乳にゆうを描かいてくれた高たか階しなさんや、誤ご字じ脱だつ字じだらけの俺の文章を編集してくださる担当Ｔ女史や、この本を売るために尽じん力りよくしてくださる全ての方々に深くお礼を申し上げたいところ──だが！


　やはり一番ありがたいのは、貴重な時間を割さいてこのあとがきを読んでくれた読者だと思う！


　ホントありがとう！


　次もがんばるよ！





　というわけで、次の五巻までしばしのお別れ！


　次回でベト編に決着つけるよ！







二〇一〇年三月　田 口　仙 年 堂　
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